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Ｉ漁況海況予報事業

１沿岸定線海洋観測
内山勇

【目的】

沿岸定線（二一７線）の海洋観測調査を行い，日本海の海況の実態を詳細に把握し海況変動の法則性

を探求するために必要な資料を得る。

【方法】

水産庁の定める「海洋観測・卵稚仔・スルメイカ漁場一斉調査指針」に基づき当場漁業指導調査船立

山丸（156.38トン）により実施した。

【実施結果】

平成７年８月30日～９月１日（９月期)，９月25～27日（10月期)，および平成８年３月６～７日（３

月期）の合計３航海，富山湾内の26定点において水温，塩分，水色，透明度および海象を観測項目とす

る海洋観測を実施した。水温および塩分の測定はNiel-Brown社製CTD（ＭｋⅢＢ）を用い，原則とし

て水深300ｍまで行った。表面は棒状温度計で測温し，同時に採水した試水を持ち帰り，サリノメーター

（YEO-KAL社製）で塩分検定を行った。

【調査結果の取りまとめと報告】

調査結果は観測終了後速やかに日本海区水産研究所および関係各機関に通報した。また沿岸漁況観測

事業で発行した「富山湾漁海況概報」に観測結果の概要を記載した。観測結果は磁気媒体に累積記録し

た。当調査結果も含む平成７年度の富山湾内の平均水温を，沿岸漁況観測事業の頁に示した。

【調査・研究結果登載印刷物等】

日本海漁場海況速報（日水研)，海洋観測結果表，富山湾漁海況概報

－１－



2 スルメイカ漁場一斉調査

原田恭行

【目的】

この調査は我が国周辺海域におけるスルメイカ資源の管理，及び的確な利用を行うための基礎資料を

収集することを目的とする。

【方法】

水産庁の定める「スルメイカ漁場一斉調査指針Jによって実施した。

【実施結果】

1 スルメイカ漁場一斉調査

以下のとおり実施した。

調査年月日 調査員 観測項目 使用船舶

7.6.23-6.29 原因恭行 水温，塩分，釣獲試験 立山丸

【調査結果のとりまとめ】

備考

す-6線

海洋観測結果は日本海区水産研究所に送付した。本結果は水産庁から海洋観測資料としてとりまとめ

られる予定であるo

スルメイカ漁場一斉調査結果も日本海区水産研究所へ送付した。日本海区水産研究所が各県の結果を

とりまとめた。

概要は次のとおりである。 6月期には、す-6線の6点で釣獲調査を実施し，合計5，497個体を漁獲

した。

【調査結果登載印刷物等】

平成7年度第1回日本海スルメイカ長期漁況海況予報に関する資料， 1995年9月，日本海区水産研究

所.
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関

内山勇

【目的】

富山県内の漁業種類別・魚種別漁獲量の聞き取り調査と沿岸定線海洋観測調査を行い，「漁況旬報」

及び「富山湾漁海況概報」を発行し，漁業者及び関係各機関に漁海況情報を提供する。また，漁海況資

料を磁気媒体に蓄積し，漁海況予報研究や資源研究の基礎資料を整備する。またブリの漁況予報を行う。

【方法】

県下の主要な漁業生産母体である氷見，新湊，四方，岩瀬，水橋町，滑川，魚津，経田，黒部の９つ

の漁業協同組合に調査員（表１）を配置し，調査員を介し漁協ごとの日別・漁業種類別，魚種別漁獲量

を聞き取り調査した。

また，漁況海況予報事業，魚群卵稚仔分布調査など他の事業と共同で，沿岸定線（二－７線）の海洋

観測を実施した（表２）。観測は，原則として毎月上旬に漁業指導調査船立山丸（156.38トン）を用い，

富山湾内の32定点（漁場生産力モデル開発基礎調査委託事業の定点も含む）において水温，塩分，水色，

透明度および海象を観測項目として実施した。水温および塩分の測定はNiel-Brown社製CTD（ＭｋⅢ

Ｂ）を用い，原則として水深300ｍまで行った。表面は棒状温度計で測温し，同時に採水した試水を持

ち帰り，サリノメーター（YEO-KAL社製）で塩分検定を行った。

表１漁況報告依頼漁協及び調査員

島忠

井勝巳

氷見漁業協同組合

新湊漁業協同組合

四方産漁業協同組合

岩瀬漁業協同組合

水橋町漁業協同組合

滑川漁業協同組合

魚津漁業協同組合

経田漁業協同組合

黒部漁業協同組合

調査員機

－３－

Ⅱ沿岸漁況観測事業
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PL:卵稚仔プランクトン採集，生産力：漁場生産力モデル開発基礎調査委託事業

卵稚仔：卵・稚仔分布調査（200カイリ水域内漁業資源調査委託事業）

【結果】

１漁海況情報の提供

調査した漁況情報を旬毎に集計し，「漁況旬報」を旬１回，「富山湾漁海況概報」を月１回発行し，

関係機関に送付した（表３)。なお，平成７年の魚種別の漁獲量は表４のとおりである。平成７年の

漁況の特徴は総漁獲量では過去１０年間で最も多かったこと，沿岸の定置網，八鰻張網が好調であった

が，沖合いか釣りの水揚げが漁場形成位置の関係で富山県に少なく，漁船漁業は量的には不調であっ

たことなどである。詳細は「富山湾漁海況概報」7-1～12に記載した。

表３旬報，概報の配布部数

表２平成７年度の沿岸定線観測実施状況

占
ｊｏｂ，調 査時期調査項目使用船舶 数 備考

－４－

Ｈ７．４．４－６水温・塩分・ＰＬ立山丸

4.26-28〃〃

5.30-31〃〃

７．３－５〃〃

８．１－３〃〃

８．３０－９－１〃〃

9.25-27〃〃

１１．６－７〃〃

１２．４－６〃〃

Ｈ８．１．１１－１２〃〃

1.29-30〃〃

３．６－７〃〃

４月期・生産力，卵稚仔調査と共同

５月期．〃

６月期・生産力調査と共同

７月期．〃

８月期．〃

９月期．〃

10月期．〃

11月期．〃

12月期．〃

１月期．〃

２月期．〃

３月期．〃

３２

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

24(荒天）

３２

１８(荒天）

３２

５
４
８
５
２

１
５
１
１
０１

地方自治体等

漁業団体等

研究機関等

報道機関等

合計

９
３
６
５
３

５
２
１
０１

配布先 概報旬報



表4 平成7年の魚種別漁獲量

※平年は昭和60年~平成6年の10年間の平均 (単位:トン)

魚 種 平 年 H 7 年 平年比(%)

.マ ア ユ/ 1，129 4，080 361 

フ ク フ ギ 1，690 2，587 153 

ホタ ルイ カ 1.866 2，231 120 

.マ イ ワ :/ 1，480 2，086 141 

スルメイカ(沿) 1，728 2.010 116 

スルメイカ(沖) 1，548 1，251 81 

カタクチイワシ 986 1，082 110 

サ ノて 373 964 258 

ソーダガツオ 1.067 693 65 

ベニズワイ 697 666 96 

カワハギ類 1，538 653 42 

ン〆 ブ コ二 ピ 401 497 124 

ソ デ イ カ 27 454 1，680 

プ 125 402 321 

スケトウダラ 406 355 88 

アオ イ カ 226 312 138 

アカ カマス 418 254 61 

ユ/ ロ サ ケ 91 243 267 

ー ギ ス 107 192 179 一
.マ ダ イ 107 147 137 

ウルメイワシ 202 117 58 

メジ・シピコ 151 116 77 

ガ ン ド 86 89 103 

ク ロ ダ イ 36 48 131 

ヒ フ メ 33 45 135 

-マ グ ロ 7 6 82 

.マ ダ フ 9 3 31 

そ の 他 1.746 1，416 81 

ぷ口』 計 18，283 23，001 126 

-5-



2 ブリの漁況予報

平成7年度秋期フクラギ漁況予報(抜粋)

今年秋期 (9-12月)の富山県沿岸のフクラギの漁獲量は，水試収集の平年漁獲量(1，690トン，過

去10年間の平均)並みかこれを上回るが，好漁であった前年 (2，200トン)は下回ることが予測され

る。また魚体は昨年より大きいことが予測される o ハマチ・ガンド(1 -2才)は前年より多い可能

性がある。プリ(3才以上)は魚体は大きいものの，漁獲量は前年を下回ることが予測される。

実際のプリ漁況:フクラギは前年を上回った。ガンドは前年を大きく上回った。プリは前年を上回っ

た。

3 沿岸定線海洋観測

主な水深の富山湾内17定点の平均水温及び平年差を表5に示した。平成7年の水温からみた海況の

特徴は， 1 -6月の前半は暖かめ， 7 -12月の後半は平年並みで温暖であったといえる o 詳細は「富

山湾漁海況概報J7 -1 -12に記載したo

表 5 主な水深の宮山湾内17定点の平均水温及び平年差

(単位:t) 

月 200m 

A

q

R

U

F

O

可

t
n
x
u
Q
u
n
U

唱

i

n

r“
唱

i

n

4

向。

4
B
i
t
-
-
i
 

表 面

水温平年差

10.96 +0.94 

11.82 -1.61 

17.07 -0.98 

20.98 -1.04 

26.16 -0.63 

27.12 + 1.05 

24.29 + 1.51 

19.37 +0.17 

15.53 -0.27 

12.16 -0.40 

11.05 +0.43 

9.49 -0.03 

50m 

水温平年差

10.35 +0.71 

11.19 +0.35 

14.28 +0.62 

16.30 -0.76 

20.94 +0.66 

23.72 + 1.60 

21.32 +0.26 

19.70 +0.18 

16.41 -0.08 

12.71 -0.75 

11.82 +0.66 

9.84 -0.15 

100m 

水温平年差

10.42 +0.94 

10.66 +0.64 

11.86 +0.78 

13.40 +0.16 

15.85 + 1.11 

15.34 -0.12 

14.46 -0.28 

17.61 + 1.33 

16.34 +0.41 

12.94 -0.35 

11.90 +0.86 

9.83 -0.04 

水温平年差

8.96 +2.32 

9.54 +2.21 

8.02 +0.96 

7.06 -0.002 

7.57 + 1.55 

4.33 -1.02 

5.27 +0.78 

4.73 -0.07 

4.29 -1.55 

9.98 +3.24 

8.31 + 1.28 

7.49 + 1.00 

【調査・研究結果登載印刷物】

漁況旬報……平成7年4月上旬~平成8年3月下旬(合計36報) 富山県水産試験場.

富山湾漁海況概報……平成7年4月~平成8年3月(合計12報) 富山県水産試験場.
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調査年月日調査項目使用船名調査定点数釣獲個体数備考

１日本海スルメイカ漁場調査

原田恭行

【目的】

富山県の沖合漁業の主体である沖合スルメイカ釣漁業者に対して，的確な漁況及び海況情報を提供し，

漁業経営の安定と向上に寄与する。

【方法】

日本海スルメイカの漁期前（４月)，初漁期（５月)，盛漁期（６，７，８月）及び我が国周辺漁業資源

調査によるスルメイカ漁場一斉調査（６月）で釣獲試験及び水温，塩分観測を実施した。得られた調査

結果を本県のスルメイカ漁業者及び関係機関に提供した。

【調査結果の概要】

１調査実施概要

調査の実施概要は表－１のとおりであった。

表－１スルメイカ調査の実施概要

漁期前調査

初漁期調査

盛漁期調査（１）

漁場一斉調査

盛漁期調査(Ⅱ）

盛漁期調査(Ⅲ）

４
６
５
５
０
１

２
１
１
１
１
２

－７－

Ⅲ沖合漁場開発調査

7.4.11～2０水温，塩分，釣獲試験立山丸

5.11～1８〃〃

６．５～９〃〃

6.23～2９〃〃

７．１７～2１〃〃

8.17～2５〃〃

5,008

2,005

5,497

4,132

13,927

604

1）漁期前調査結果

ア調査期間

平成７年４月11～20日

イ調査海域

北緯36度50分以南，北緯35度50分以北，東経132度00分以東，東経134度30分以西の海域を調査

した。

ウ調査定点数

釣獲試験７点

海洋観測２４点

エ調査結果



ア）海況

表面と水深50ｍ層の水温分布をそれぞれ図－１，２に示した。

表面水温の範囲は11.4～14.2℃であった。隠岐島周辺海域では13℃台の値がみられ，その東

部海域は11～12℃台の冷水が南方へ舌状に張り出していた。また，隠岐島北西海域では11℃台，

浜田沖から境港沖にかけては13～14℃台の値がみられた。

水深50ｍ層の水温分布範囲は10.1～13.8℃であり，隠岐島周辺海域では13℃台の値がみられ

た。また，隠岐島北西海域では10～11℃台，浜田沖から境港沖にかけては12～13℃台の値がみ

られた。

イ）漁況

試験操業結果を表－２と図－３に示した。

釣機１台１時間当りの漁獲個体数(CPUE)は０．１～3.4個体／台・時であった。釣獲調査海域

におけるスルメイカの北上群（秋生まれ群）は少なかった。

漁獲されたスルメイカの外套背長範囲は隠岐島北東部（St,2,7）で６～17cm，隠岐島北西部

（St､９）で11～17cm，浜田北部（St,14）で11～24cｍ（モード19.5cm)，浜田北部沖合（St､15）

で12～23cｍ（モード14.5cm)，網代北北西（St,20）で13～24cｍ（モード15.5cm)，網代北部沖合

（St23）で８～23cｍ（モード15.5cm）であった。

ウ）スルメイカの来遊状況

隠岐島北部海域（St､２，７，９）にはスルメイカ（秋生まれ群）は北上していなかった。浜

田北部（St､14）で漁獲されたスルメイカの大部分は雌雄とも成熟個体であり，冬生まれ群

（南下群）であると推定された。網代北部海域（St､20,23）で漁獲されたスルメイカの大部分

は外套長（モード15.5cm）と雄の成熟度（未熟）から，秋生まれ群（北上群）であると推定さ

れた。

エ）業者船の状況

調査中に視認された小型イカ釣り漁船は皆無であった。

図－１表面水温分布図 (平成７年４月11～20日）

－８－



図-250m層水温分布図 (平成7年4月11-20日)

図-3 調査定点及び釣機 1台 1時間当りの漁獲個体数 (平成7年4月11-20日)
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その２

表－２釣獲調査結果（平成７年４月11～20日）

その１

－１０－

調査定点番号 ９ 1０ 11 1２ 1３ 1４ 1５ 1６

月日 4／14～1５ １５ 1５ 1５ 1５ 15～1６ １６～1７ 1７

位
置

開始北緯

東経

終了北緯

東経

36.42.0

132.42.0

36.43.0

132°４０．０

36.30.0

132.30.0

36.10.0

132.30.0

36.10.0

1３２．００．０

35.50.0

1３２．００．０

35.30.0

132.00.0

35.28.0

132.02.0

36.01.0

132.00.0

36.03.0

132.04.0

35.50.0

132°３０．０

時 開始

終了

操業時間数

１９:0０

03:3０

8.5

19:0０

04:0０

９

１９:0０

04:0０

９

釣獲個体数 1４ 9３ 5９

機械台数 １１ ８ １１

個体／台・時 0.15 1.29 ０．６０

外：葵背長範囲 9～1７ １１～2４ １２～2３

外３層背長モード 19.5 14.5

水
深
別
水
温

０ｍ

1０

2０

3０

5０

7５

1００

150

200

300

11.7

11.84

１１ 6５

1１ 6２

１１ 4１

1０ 8３

８5９

２7４

１1４

０6５

11.5

11.67

110２

1０ 9９

1０ 9１

１０ 1６

７8８

２4７

１2４

０6９

11.8

11.92

117１

114０

１１ 2８

１０ 3９

９2０

４3７

１5７

０6８

11.6

11.52

1１ 4１

1１ 2７

1０ 1３

９4７

６6２

２7０

１4３

０7７

13.4

13.55

1３ 5５

1３ 4９

1２ 8３

1２ 5２

114１

７2２

１7４

０6７

14.1

14.16

1４ 1５

1４ 0８

1３ 8１

１３ 2４

1２ 6７

７6４

13.4

11.28

1１ 2０

1０ 9９

1０ 7９

９5４

８5１

４3２

１9８

０9０

14.1

14.21

1４ 1８

1４ 1６

1３ 8４

1３ 6７

1３ 4４

1２ 0９

１０１

備考 他船なし

他船なし

さんま稚魚中群
ボラ群れ

調査定点番号 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８

月日 4／1８ 4／12～１３ 1３ 1３ 1３ 1３ 4／13～1４ １４

位
置

開始北緯

東経

終了北緯

東経

36・５０．０

134.30.0

36.47.0

134°０１．０

36.47.0

134°０１．０

36.30.0

134.00.0

36.10.0

134.00.0

36･１０．０

133°４５．０

36.30.0

133.30.0

36.50.0

133.30.0

36.54.0

133.36.0

36。５０．０

1３３．００．０

時 開始

終了

操業時間数

１９:1５

０４:００

8.7

1９

0２

６

１５

0０

7５

釣獲個体数 ４ ８

機械台数 ５ 8.3

個体／台・時 0．０９ ０．１４

外：蚤背長範囲 9～1６ １１～1７

外到§背長モード

水
深
別
水
温

０ｍ

１０

2０

3０

5０

7５

100

150

200

300

11.4

11.86

1１ 8６

1１ 8６

１１ 7６

１１ 3７

８3９

３5８

１4７

０6８

11.4

11.53

１１ 5３

１１ 5４

1１ 5５

１０ 9４

８3７

３9０

１8５

０8３

11.6

11.69

117０

117０

１１ 6６

１１ 5２

1０ 9０

４6５

１8６

０8０

12.4

13.36

1３ 3６

1３ 3６

1３ 3６

1３ 3６

1３ 1９

1１ 5７

７8５

１4５

13.6

13.49

1３ 4８

1３ 4８

1３ 4８

1３ 4８

1３ 4７

1２ 6０

13.5

13.39

1３ 2８

1３ 2２

1３ 1３

1３ 0２

1２ 7１

113５

７5６

12.7

12.22

119０

118７

１１ 6０

1１ ００

９1２

４4３

１7８

０8９

11.9

12.03

１１ 7２

115９

1１ 4６

1１ 1９

1０ 0３

３9８

１3６

備考 他船なし 他船なし



その３

2）初漁期調査結果

ア調査期間

平成７年５月11～18日

イ調査海域

北緯38度30分以南，北緯37度30分以北，東経135度30分以東，東経137度30分以西の海域を調査

した。

ウ調査定点数

釣獲調査５点

海洋観測１６点

エ調査結果

ア）海況

表面及び水深50ｍ層の水温分布を図－４，５に示した。

表面水温は125～15.3℃であった。能登半島北西部では15℃台の値がみられ，北西方向へ舌

状に張り出していた。その北部では12℃台の値がみられた。

水深50ｍ層の水温分布範囲は9.7～13.1℃であった。能登半島北部海域では13℃台の値がみ

られた。その沖合では９℃台の値がみられた。

イ）漁況

試験操業結果を表－３と図－６に示した。

調査点のCＰＵＥ（個体／台・時間）は9.6～18.1であった。

－１１－

調査定点番号 1７ 1８ 1９ 2０ 2１ 2２ 2３ 2４

月日 1７ 1７ １７ １７～1８ 1８ 1８ 1８ １８～1９

位
置

開始北緯

東経

終了北緯

東経

35.50.0

133°００．０

35.50.0

133.30.0

35.50.0

134.00.0

3６．００．０

134.00.0

36.02.0

133.56.0

36.00.0

134.20.0

36.10.0

134.20.0

36.20.0

134.20.0

36.20.0

34.27.0１

36.21.0

134.33.0

時 開始

終了

操業時間数

１９:0０

04:0０

９

１９:2０

００:0０

4.7

釣獲個体数 341 8５

機械台数 11 １１

個体／台・時 3.44 1.64

外套背長範囲 １３～2４ ８～2３

外套背長モード 15.5 15.5

水
深
別
水
温

０ｍ

1０

2０

3０

5０

7５

100

150

200

300

14.2

13.96

１３ 8８

1３ 8４

1３ 7２

1３ 6９

13.8

13.24

1３ 1４

1３ １１

1２ 9２

１２ 7５

1２ 5７

13.9

13.66

1３ 5８

1３ 5０

1３ ０７

１２ 4４

1２ 0９

114４

６6９

13.4

13.07

1２ 9６

1２ 9１

１２ 6２

1２ 1３

1１ 8２

1０ 8６

５8５

14.1

13.02

1２ 7９

1２ 5３

1２ 3５

１２ 1７

1１ 7７

１１ 0４

５5４

０7７

13.4

12.66

1２ 3８

1２ 2５

１２ 1３

119７

1１ 4１

1０ 7８

６0９

１0７

13.8

12.92

１１ 9６

１１ 9８

1０ 3９

１０ 0９

９9１

６5４

３0３

０8５

13.5

13.42

1３ 4０

1３ 2９

１２ 4４

１１ 7３

1１ 2０

６6４

３0４

０8６

備考 他船なし 他船なし



漁獲されたスルメイカの外套背長範囲は能登半島北部 (St.3，15，16)で12-24cm(モード

18.5-19.5cm)，能登半島北西部 (St.12)で12-20cm(モード15.5cm)，能登半島西部 (St.8) 

で13-23cm(モード17.5cm)であった。

ウ) 来遊状況

能登半島周辺海域で漁獲されたスルメイカの大部分は外套長モードが15.5-19.5cmにあり，

雄の成熟度が未熟であることから，秋生まれ群(北上群)であると推定された。

エ) 業者船の状況

調査中に視認された小型イカ釣り漁船は能登半島北西部から北部にかけて数隻が日祝された。

図-4 表面水温分布図 (平成7年5月11--18日)

図-5 50m層水・温分布図 (平成7年5月11--18日)
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天ＴＩ÷「司鷹

図－６調査定点及び釣機１台１時間当りの漁獲個体数（平成７年５月11～18日）

表－３釣獲調査結果（平成７年５月11～18日）

その１

２６

書.＝

２ ，３」３５‘？‘９’９ｉｌＯ！：

１２１５/１２～１３１１３，１３：１３１１３？５／１３～１４．：４１１４：１４胃ヨ ５,'１２

２

血
置
．
ｌ
●
Ｉ

２．７０１１３．３４１１３．１２ｉ1１．７９

ｉ涛了北途
し 更３塁

↓３８．０１．０．’
'1３７．００．０．１

１３７．３１．０．↓
１３６．００．０．！

５０

矯考

時 １８：３０１ １９：ＯＯｌあ

1３

識
懲
悪

０３：００１
－

８．５１
－

８６１：
－

８ｊ
－

１２．６６１
－

１４～２４１
－

１９．５；

３９

３ｍ ３．９ ３．８ ５．３ ５．３４．８ ５．３４．４ １４．５１３．５．１３．３１３．３‘

２．９０

０ ･8．１３ ３．９３ ４．７ ５．０５ ５．２５ ４．３０ ４．５６ １４．１２‘１３．６３１１３．３４１１３．５４．

２

水
浸
別
水
温

２０ ４．０３ ４．５３３．８ ３．８５ ４．９７ ４．２６ ３．２８１ 1３．４７１１３．１８１４．４ １３．５８

２．００

３０ ３ ２

２．８７

３ ８８ ３ ４６ ３３

０．５８ｉ１０．３７１１１．７９；１０．７７１

４３ ７９

ＣＯ

9２

他船急し Ｚ－ＮＥ方向;こ

#の毒

１１．５４

２

２．４２

２ １３
Ｐ
コ
ワ
》 ０

８．３５↓８．５５１２１．３４，１０．ＯＩｉ

３ ３ ２ ５６

４

．０８０．７１９．８６‘１．Ｘ３ｉ２．０４

４３ｉ1１．４０１１２．４２１１１．１９

７５ ９３ １２．０６

６８

２．３８

０．５７

８７

８．７８０

０４

９８

７．８１’４．００‘４．０２Ｉ９．４０Ｐ９．１２

４．so

０．９５

５５

０．６８

3００

３

５０

８．５

4３

３５１１．６６‐１．３６０３．４３，子．３s８．６４０．１９2００



北緯39度００分以南，北緯37度50分以北，東経136度００分以東，東経137度45分以西の海域を調査

した。

ウ調査定点数

釣獲調査４点

海洋観測１５点

エ調査結果

ア）海況

表面及び水深50ｍ層の水温分布を図－７，８に示した。

表面水温は，14.7～174℃の範囲で調査海域の西部で16℃台，東部で15℃台の値の海域が広

く，北部で14℃台，南西部で17℃台の値もみられた。

水深50ｍ層の水温は，７２～14.6℃の範囲であった。調査海域の北部から南部へ７～11℃台

の冷水が舌状に張り出していた。

イ）漁況

試験操業結果を表－４と図－９に示した。

調査点のCPUE（個体／台・時間）は，5.4～8.4であった。

－１４－

{】価

3）盛漁期調査（１）結果

ア調査期間

平成７年６月５～９日

イ調査海域

その２

口
璽

。
、
０

水
渓
別
水

ロ。，一１つロ、Ⅱｎ句ｎ】ﾛワ局Ⅱ１‐Ｒ【】EＵＺｑ－ｎｌ１Ｊ･Ｊ１

１０ 1２ 8５ 1２ ５９ １３ ０８ 1３ ６２ 1３ ９３
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図－７表面水温分布図（平成７年６月５～９日）図－８５０ｍ層水温分布図（平成７年６月５～９日）

外套背長の範囲はSt､１，６，１２においては14～23cmで，モードは18.5～19.5cmにあった。禄剛

崎北東部（St,15）においては13～22cmの範囲にあり，モードは16.5cmにあった。

ウ）来遊状況

Ｓｔ､１，６，１２で釣獲されたスルメイカは，ほとんどの雌個体が未熟であることと，外套背長

モード（18.5～19.5cm）から秋生まれ群，Ｓｔ､15で釣獲されたスルメイカは，ほとんどの雌個体

が未熟であることと，外套背長モード（16.5cm）から冬生まれ群であると考えられた。

釣獲調査結果から調査海域内でのスルメイカの分布は少ないと考えられた。

エ）業者船の状況

能登半島北西海域のSt,12付近で十数隻の小型いか釣り漁船が目視された。
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表－４釣獲調査結果（平成７年６月５～９日）
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４）盛漁期調査（Ⅱ）結果
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図－１０表面水温分布図（平成７年７月17～21日）

１７cmの成熟群（夏生まれ群）と未熟群（冬生まれ群）が混在していた。

エ）業者船の状況

佐渡島北部海域の瓢箪礁で数十隻，月山礁で十数隻のイカ釣漁船が目視された。

－１７－

海洋観測１０点

エ調査結果

ア）海況，

表面及び水深50ｍ層の水温分布を図-10,11に示した。

表面水温は20.0～22.3℃の範囲で調査海域の北部で21～22℃台，南部で21℃台の値，その他

の海域で20℃台の値であった。

水深50ｍ層の水温は，3.9～16.4℃の範囲であった。調査海域の北東部から南西部へ３～１０

℃台の冷水が舌状に張り出していた。

イ）漁況

試験操業結果を表－５と図-12に示した。

釣獲調査点でのCPUE（個体／台・時間）は，3.4～21.5であった。

外套背長の範囲は，鎌礁（St.’）においては16～22cmで，モードは19cmにあった。大和堆

北東部（St､４）においては18～25cmの範囲にあり，モードは21cmにあった。大和堆東部（St、

６）では17～24cmの範囲にあり，モードは20cmにあった。佐渡島西部（St､10）においては１２

～24cmの範囲にあり，モードは17cmにあった。

ウ）来遊状況

大和堆北東部（St､４）及び東部（St､６）で釣獲されたスルメイカは，外套背長モード（20～

２１cm）と，ほとんどの雌個体が未熟であることから秋生まれ群であると考えられた。鎌礁（St、

１）ではまとまった群はみられなかった。佐渡島西部（St､10）で釣獲されたスルメイカは，

外套背長モード20cmの未熟群（秋生まれ群）が主体であったが，それに加え，外套背長モード
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図－１２調査定点及び釣機１台１時間当りの漁獲個体数（平成７年７月17～21日）

－１８－

図－１１５０ｍ層水温分布図（平成７年７月17～21日）
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５）盛漁期調査（Ⅲ）結果

ア調査期間

平成７年８月17～25日

イ調査海域

北緯41度00分以南，北緯39度30分以北，東経136度30分以東，東経138度30分以西の海域を調査し

た。

ウ調査定点数

釣獲調査６点

海洋観測２１点

エ調査結果

ア）海況

表面及び水深50ｍ層の水温分布図を図-13,14に示した。

表面水温は22.8～25.6℃の範囲で調査海域の北部で22～23℃台，南部で24～25℃台の値であっ

た。水深50ｍ層の水温は，2.5～15.1℃の範囲であった。調査海域の北緯40度30分から北緯40度

００分付近にかけての水温は４～12℃台に急激に変化していた。

イ）漁況

試験操業結果を表－６と図-15に示した。

釣獲調査点でのCPUE（個体／台･時間）は，14.9～67.6であり，大和堆北東部

表－５釣獲調査結果（平成７年７月17～21日）

鯛従定堂~‘！ 琴 ２ 、 ‘↓Ｉ ｡ ６ ７ ８ ９１１【〉
月 ７ノＩ ７／１３ ７／1８ ７ノ１３～１， ７ノ１９ ７／１９～２(） ７／２， ７/２(） γノ２，１７／:』Ｉ

Ｉｉｉｌ間姑

画 DＴＩ

|上滝
促据

|上鐘
腿淫

:１９．()｡

l:ＩＨ。.$、

:1９．０１

１３８．．Ｍ

ｏ
ｎ

Ｏ

(）

副９．２１)．i）。

、３．２，．，．

４，．００．１）。

１３７・加)．｡。

､８０．:1０

1:１７．０《〕

.Ｍ)・２７

1:１７．()７

●
●

へ
叩
唖
《
叩
》

。
Ｇ

《
叩
切
〔
叩
》

４０．３０．０・

１．７ｏｆ、．(）．

４０。o《）．《）｡

1．７．１０．００

４０．０１．０．

１３７．０５．０。

．９･．｡．I）。

１．７．コ０．０。

3９．，０．０．

ｌ３８ｏｎＯ．｡｡
”.:ｍ･()．１３８．１，，(),
１３３．００．０･Ⅲ:17..10.0.

３８．１１．【》。

１．７．４６．０．
時

制

IHI姑

脚 了

熟垂時 削敬

()Ｉ ００

０４ oｎ

:】

1０ ００

(〕‘Ｉ ()０

９

１９：３０

０４８００

８．５

１９：()０

００：no

５
同腹１囚 ,ｋ散 ８２ 1６３０ ２００７ ４１３

概確を'激 ８ １１ １１ １１
囚I木‘／台。Ⅲ 間 ３．．１２ 1６．４．６ ２１．４７ ７．５１
外 ｇ背長蔚 囲 １６～２２ １３～２５ １７～２４ １２～２４
外 障背長モ －ド 1９ ２１ ２０ 1７

水
溌
別
水
温

)、

）
句
』 ］

３

期

『
＃ ３

１０

1５，

2００

3００

2０．３

2０ ３３

１７ ５２

1３ ８４

1０ ６８

３ ００

４ ７９

2０．６

2０ ６０

1７ ００

1５ ３７

1３ ５８

1２ ００

１０ ４６

７ ４７

３ ５３

４２

２０．８

２０ 3９

1６ ８９

1５ ６４

1２ ｡｡

９ ９３

８ ｡↓１

４ ２１

２ １１

１ 1３

２２．３

２０ ､１７

1６ ７２

１２ ５１

９ ０９

６ ウゥ

４ ２２

２ １９

３７

０ ９５

2０．０

1９ ８０

１４ ３８

８ ６０

３ ９４

２ ７６

２ 1０

１ ３５

１１

０ ７７

２０．３

２０ 4６

1５ ３４

１４ ２４

1０ 7５

８ ６３

６ ０８

３ 1４

１ ８２

０５

2０．６

2０．５５

１５ ９２

１４ ５５

1２ ２７

１０ ８９

1０ 1８

1０ １４

９ ８０

３ ３３

２０．７

1９．４４

1６．２７

１５．５６

１４．６１

１１．７９

１０．８２

１０．３３

８．４６

２．３２

う
一

２１

1９

１５

１２

１１

９

４
う
』

１

､３

1５

２５

２８

５７

０１

８４

５９

４１

０４

２１．３

２１．７１

1９ ８５

1７ ６１

１６ 4２

1５ ５２

1４ ２１

８ ６３

。 5６

3０

硲零 也船越し 他船なし 也船なし

メダイ群れ
他船なし

シイラ数尾



～23.5cm）と，ほとんどの雌個体が未熟であることから秋生まれ群であると考えられた。

エ）業者船の状況

St､20において小型イカ釣漁船１隻が目視された。

（St21）で67.6と極めて高く，その東側（St､10,18,20）でも34.0～39.2と高い値であった。

外套背長の範囲は，Ｓｔ､6においては17～26cmで，モードは20.5cmにあった。Ｓｔ､10においては

１７～26cmの範囲にあり，モードは20.5cmと21.5cmにあった。Ｓｔ､14においては19～27cmの範囲に

あり，モードは2ａ5cmにあった。Ｓｔ､18においては19～26cmの範囲にあり，モードは22.5cmにあっ

た。Ｓｔ､20においては19～26cmの範囲にあり，モードは22.5cmと2ａ5cmにあった。Ｓｔ､21におい

ては19～27cmの範囲にあり，モードは22.5cmにあった。

ウ）来遊状況

Ｓｔ､６で釣獲されたスルメイカは，外套背長モード（20.5cm）と，ほとんどの雌個体が成熟し

ていたことから夏生まれ群であると考えられた。その他の釣獲点では，外套背長モード（20.5

図－１３表面水温分布図（平成７年８月17～25日）
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図－１４５０ｍ層水温分布図（平成７年８月17～25日）

図－１５調査定点及び釣機１台１時間当りの漁獲個体数（平成７年８月17～25日）
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表－６釣獲調査結果（平成７年８月17～25日）

【調査結果のとりまとめ】

平成７年度日本海スルメイカ漁期前調査結果速報，

平成７年度日本海スルメイカ初漁期調査結果速報，

平成７年度日本海スルメイカ盛漁期調査Ｉ結果速報，

平成７年度日本海スルメイカ盛漁期調査Ⅱ結果速報，

平成７年度日本海スルメイカ盛漁期調査Ⅲ結果速報，

1995年４月

1995年５月

1995年６月

1995年７月

1995年８月

富山県水産試験場．

富山県水産試験場．

富山県水産試験場．

富山県水産試験場．

富山県水産試験場．

【調査結果登載印刷物等】

平成７年度第１回日本海浮魚類・スルメイカ長期漁況海況予報に関する資料，1995年９月，日本海

区水産研究所．

－２２－

麺査定童番号 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 １１

月日 8/1８ 8/1８ 8/１８ 8/1８ 8/１８ 8/18～１９ 8/1９ 8/１９ 8/１９ 8/１９～2０ 8/2０

位
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時
間

開始
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操業時間数

19:4０

04:00

7.7

１９:3０

04:0０

8.5

釣獲個体数 919 2170

機械台数 ８ 7.5

固隊／台・時間 １４．９２ 34.04

外套背長範囲 １７～2６ 17～2６

外套背長モード 20,5 20.5＆21.5
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w 富山湾固有種生態調査
1 日本海におけるホタルイカの資源利用研究

林 清志

【目的】

日本海におけるホタルイカの生活史を解明し，それに基づき資源量推定を行い 本種の的確な資源利

用方策を確立する。

【方法】

1 富山県内の氷見，新湊，四方，岩瀬，水橋町，滑川，魚津，経団及び黒部の9漁業協同組合から日

別のホタルイカ漁獲量を聞き取りした。

2 1995年3-6月の期間に漁獲されたホタルイカの外套長，体重及び生殖腺重量を旬 1回約100個体

測定した。

3 1995年9月と12月及び1996年2月に富山湾周辺海域(図-1)において漁業指導調査船立山丸で中層

トロール網によるホタルイカの採集調査を実施した。

4 1995年12月21日に水産庁日本海区水産研究所主催によるホタルイカ資源研究会が富山市で開催され，

日本海におけるホタルイカ資源に関する情報交換が行われた。

【結果の概要】

1 1995年の富山県におけるホタルイカの漁獲量は2，231.1トンで，平年(1953-1994年の平均値， 1，937 

トン)の115%であったが，前年 (2，562.5トン)の87%であった。 2月 (8.1トン)と 3月上旬 (31.2

トン)の漁獲量はこれまでの最高であったが，それ以降， 4月上旬までは思ったほと寺漁獲は伸びなかっ

た。 4月中旬に漁獲量が増加し 4月下旬には739.0トンとピークを迎えた。その後，急激に減少し，

6月上旬には3.7トンになったo したがって 本年の漁獲状況は 前年と同様に， 4月下旬に漁獲の

ピークをもっ単峰型であった。地区別では，新湊が'820.4トンと最も多く，次いで滑川の471.8トン，

魚津の451.7トンであった。 3-5月の月別単価はそれぞれ1.732円/kg，296円/kg，320円/kgで，

例年どおり，月を経るにしたがって安くなった。

2 漁獲された雌のホタルイカの旬別平均外套長は， 1986年以降と比較して，いずれの時期も小さい傾

向にあった。(表・1)。

3 中層トロール網による立山丸でのホタルイカの採集調査を1995年9月， 12月及び1996年2月に実施

した(図-1)0 9月には，富山湾奥部のA海域，能登半島飯田湾東沖のC海域，佐渡海峡のJ海域及

び佐渡島北方の瓢箪礁の I海域で採集調査を行った。すべての海域で仔稚または雌の成体が採集され，

J海域での採集個体数が最も多かったo 1海域では1989年に調査が実施され，仔稚の採集個体数は本

年より多かった。 C海域では1990年に調査が実施され 1海域と同様に，仔稚の採集個体数は本年よ

り多かった。 A海域では1990年に調査が実施され，仔稚は採集されなかったが，本年は2個体と個体

数は少ないものの，仔稚が採集された。 12月はA.BおよびC海域のすべての海域でホタルイカが採集

-23 -



された。全体的に採集量は少なかったが，他の海域と比較すると，Ｃ海域での採集量がやや多かった。

1996年２月はＡ海域で４回曳網した。採集されたのは１個体のみで，1988～1989年および1992～1995

年の２月の採集結果と比較すると，最も少なかった。

４平成７年度ホタルイカ資源研究会において情報交換された内容は，以下のとおりであった。

（１）平成７年の各府県におけるホタルイカ漁況について

５

ア鳥取県

総漁獲量は36.8トンで，２～５月に漁獲され，月別漁獲では３月が最も多く，７４％を占め，次い

で４月の漁獲量が11％を占めた。地区別では田後での水揚げが多く，９９％を占めた。２月の単価は

1,180円／kgと高く，３月は441円／kgと急激に低下した。ホタルイカの漁獲は沖合底曳網でのみで

行われており，漁船数は約50隻いるが，すべての漁船がホタルイカを漁獲対象としているわけでは

ない。漁獲されたホタルイカは鮮魚で，販売されている。

イ兵庫県

総漁獲量は1,545.3トンで，１～６月に漁獲され，月別には３月の漁獲が51％と最も多かった。

浜坂での水揚げが76％を占め，次いで津居山（24％）での水揚げが多かった。月別平均単価は，１

月のそれが1,990円／kgと最も高く，次いで，２月が1,015円／kgで，３月には421円／kgと急激に

低下した。それ以降は200円／kg前後であった。聞き取りによると，４月と５月はホタルイカを狙

う漁船数は多かったものの，漁獲量がそれほど多くはならなかったとのことであった。２月に漁獲

されたホタルイカの雌の外套長は平均で47.7mm,３月のそれは53.0mm,４月のそれは53.2mmであった。

ウ京都府

総漁獲量は0.5トンであった。ただし，舞鶴港での取扱量を含めると4.5トンという数字になるが，

他県からの移送のものが含まれている可能性がある。小型底曳船（22隻）がほとんどなので，ホタ

ルイカは混獲程度で，最近は狙っている船がいない。

エ福井県

総漁獲量は948.9トンで，２月から５月まで漁獲され，４月にピークがみられた。前年及び前々

年は上回ったものの，漁獲量としては低いレベルにとどまった。しかし，沖合底曳網漁船の旬別

ＣＰＵＥ（１日１隻当たりの漁獲量）は845～1,575kgの範囲で，これまでの最高レベルであった前年

には及ばないものの，かなり高いレベルであった。

オ石川県（資料の送付）

総漁獲量は45.9トンで，１～６月に漁獲され，２月に漁獲のピークがみられた。1986年以降の漁

獲量としては最低であった前年に次ぐ低い漁獲量であった。金沢市漁協及び南浦漁協の月別単価は

１月から２月が982～1,166円／kgと高く，３月には687～751円／kgで，４月から６月は100～198円

／kgと大きく低下した。

力新潟県

総漁獲量は０．６トンで，前年比171％であったが，前年に続き，1983年以降では最低のレベルであっ

た。水場金額は203千円で，前年比111％であった。漁場は，例年どおり，青海町の糸魚川市に近い

１統と糸魚川市の２統の定置網で，富山県に最も近い市振の定置網では漁獲されなかった。これは，

定置網が敷設されている地先が岸深であるかどうかに左右されているものと考えられる。

1996年３月１日付けで，以下の平成７年ホタルイカ漁況予報を発表した。
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根拠となった情報

１２月の漁獲量が多ければその年の漁獲量も多い傾向にあることが知られているが，本年の２月の

漁獲量は15kgであった。

・本年が好漁となる可能性は小さい。

２前年の漁獲量及び前年の卵稚仔量を使って，再生産曲線から本年の漁獲量推定をすることができ

る。

前年の漁獲量から推定すると，不漁の場合は1,000トン，好漁の場合は2,300トンとなり，前年の

卵仔稚量から推定すると2,600トンとなった。

３前年の卵仔稚量は，前々年の水準を下回ったものの高水準を維持し，前年の春期のプランクトン

量も高水準を保っている。前年の卵と仔稚の出現比も過去最高であった。発育初期におけるホタル

イカの環境条件は好条件であったと考えられる。

４２月に実施した立山丸による中層トロール網による採集調査結果を，1989年，1992～1995年と比

較すると，最低の採集量であったので，好漁となる可能性は低い。

５漁獲の盛期は，４月の湾内17定点平均水温が高ければ早まる傾向にある。

本年の４月の水温は，今冬期の経過からみると平年並みかやや低めになると予想される。

６漁獲の盛期が遅いと，東部（滑川以東）での漁獲が多くなる。

【調査結果登載印刷物等】

なし
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２日本海におけるサヨリの資源利用調査研究

林清志

【目的】

富山湾におけるサヨリ資源と漁業の現状を明らかにし，他の海域との比較検討を行うことにより，日

本海におけるサヨリの資源構造を解明し，安定した漁業経営を図るとともに，漁場形成要因を明らかに

することによって漁船漁業の合理的な操業方法を確立する。

【研究方法】

(1)富山県の９か所の沿海漁業協同組合からサヨリの日別漁業種類別漁獲量とサヨリ船びき網操業統数

を聞き取りした。富山農林水産統計年報から，サヨリの漁獲量等を調査した。

（２）平成７年４～６月と平成７年８月～平成８年２月までの氷見地区の船ぴき網で漁獲されたサヨリと

平成７年８月に滑川漁港内でたも網または投網で採集されたサヨリの尾叉長，被鱗体長，体重および

生殖腺重量を測定した。また，鱗を採取し年級群の査定を行うとともに，鯉に寄生するサヨリヤドリ

ムシを計数した。

(3)氷見地区地先海域において，平成７年８月，１０月，１２月および平成８年１～２月に月１回のサヨリ

船ぴき網による試験操業調査を実施した。

（４）平成７年６月19～21日に富山湾およびその周辺海域の18定点において，130cmリングネット（網目

0.5mm）による各定点10分間の表層曳を実施した。

（５）平成７年８月，１０月，１２月および平成８年１月に滑川漁港及び氷見地区地先海域において，船曳網

等により採集されたサヨリにアンカー型の標識を装着した後，放流した。

（６）平成６年１月から平成８年３月までの富山湾の沿岸定線観測結果を基に，湾内の水温変動を調べた。

【結果の概要】

(1)富山県水産試験場の聞き取り調査による昭和4０（1965）～平成７（1995）年までのサヨリの漁獲量

をみると，昭和4４（1969）年までは１０トン以下の低い漁獲量であったが，二そう曳の船曳網が導入さ

れた昭和45年以降（1970年代）に急増し，昭和5１（1976）年には平成７（1995）年までの最高である

222.6トンの漁獲量を記録した。その後は，２３．６（1995年）～190.8（1979年）トンの範囲で変動して

いる。平成７（1995）年の漁獲量は23.6トンで，前年の63.4トンを下回り，３年続きの減少となった

（図１）。

昭和6０（1985）～平成６（1994）年の月別平均漁穫量をみると，５月が56.7トンと最も多く，次い

で４月の25.6トン，６月の10.2トンの順である。平成６（1994）年および平成７（1995）年とも漁獲

量は少ないものの，月別平均漁獲量との推移は例年と同様の傾向を示した（図２）。

昭和5７（1982）～平成５（1993）年までの農林水産統計における地区別平均漁獲量では，氷見地区

が74％を占め，次いで黒部地区が12％，新湊地区が７％を占めた（図３）。

（２）平成７年のサヨリ船曳網の操業統数は，氷見地区が15統，経田地区が２統，黒部地区が３統の計２０

統であった。いずれの地区とも前年と比較すると減少し，合計では10統の減少であった（表１）。富

山県内の許可隻数は154隻で，許可期間は３月21日から６月30日である。氷見地区の船曳網漁船は8.5
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トン型が主体であり，その他の地区のそれは５トン未満船が主体である。

(3)平成７年のサヨリ船曳網の氷見地区における日別漁獲量をみると，初漁は３月27日で，終漁は６月

１６日であった。４月下旬から漁獲量が増加しはじめ，５月９日に1,185kgのピークをむかえた後，徐々

に減少した（図4-1)。ＣＰＵＥ（日漁獲量(kg)／日操業統数）をみると，５月３日の123kg／統がピー

クであった（図4-2)。前年と比較すると，漁獲量およびCPUEともそれらの数値は小さいものの，傾

向的に大きな違いは認められなかった。黒部地区では４月26日が初漁で，５月11日に280kgの漁獲量

のピークがみられた後，６月24日に終漁となった（図4-3)。CPUEは漁獲量と同様に，５月11日に９３

ｋｇ／統のピークがみられた（図4-4)。前年と比較するとピーク時の数値は氷見地区と同様に小さかっ

た。

(4)平成７年４～平成８年２月に氷見地区の船曳網で漁獲されたサヨリの尾叉長を雌雄別にみると，４

～６月の漁期中には雌で26cmに（図５)，雄で24～26cｍ（図７）にモードをもつ群が主に漁獲された。

前年同期と比較すると，雌雄ともモードは2cm程度大きい値であった。また，同時に漁獲された30ｃｍ

程度の大型群も雌雄とも2cm程度，モードが大きかった。８月は雌雄とも13cmにモードをもつ平成７

年級が主体に漁獲され，これらの群は10月にモードが21cmとなった。１２月には雌ではモードが21cmと

１０月と同じで，雄では22cmとやや大きくなった。平成８年１月にはモードが雌で17.5cm，雄で18cmで，

１２月よりも小さくなり，２月には雌で19cm，雄で17.5cmとなった。前年と比較すると８～12月のモー

ドはかなり小さかった。同時に漁獲された大型群は前年より少なかった（図６～９）。また，平成７

年８月に滑川漁港内において，たも網または投網で採集されたサヨリの尾叉長のモードは，８月18日

が11cm，８月31日が13cmで，前年同期と比較すると２～3cm小さかった。

(5)鱗の観察から各年級群に分けて，時期別にそれらの群の尾叉長モードを調べた。雌では，平成４年

級は平成６年４～６月に29～31cmで出現し，９～10月に31～33cmとなった。平成５年級は平成６年４

～６月に22～24cmで出現し，９～12月に27～30cmとなり，平成７年４～６月に29～32cmとなった。

平成６年級は平成６年７月に9cmで出現し，徐々に大きくなり，１２月には26cmに達した。平成７年

４～６月は25～27cmで出現し，８月は29cm，１０～12月は30～31cmとなった。平成７年級は８月に11ｃｍ

で出現し，１２月には21ｃｍとなった。

雄では，平成４年級は平成６年４～６月に27～29cmで出現した。平成５年級は平成６年４～６月に

２１～23cmで出現し，９月に25cmとなり，１０～12月に27～30cmとなった。平成７年４～６月には28～３０

ｃｍで出現した。平成６年級は平成６年７月に９cmで出現し，徐々に大きくなり，１２月には25cmに達し

た。平成７年４～６月には24～26cmで出現し，８月には27cmとなった。平成７年級は８月に11cmで出

現し，１２月には22ｃｍとなった。

平成７年４～６月の漁期中において，鱗の輪紋に休止帯を２個もつ平成４年級と考えられる個体が

出現した。雌では４～６月に31～34cmで，雄では４～５月に30～31cmであった。これらについては，

鱗の輪紋の観察にやや不確実な点もあるため，平成８年漁期の出現状況をみて，判断したいと考えて

いる。

(6)平成６年と平成７年の時期別の雌雄比をみると，銘柄大では個体数は少ないものの，平成７年５月

８日と８月24日を除き，雌の割合が大きかった。銘柄大を除いたものでは，平成６年４～５月では雄

の割合が大きく，平成７年４～５月は雌の割合が大きい傾向がみられた。

(7)平成７年の年級群毎の雌雄の平均生殖腺熟度指数の時期別変化をみると，平成５年級および平成６
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年級とも５月18日にピークがみられた。平成６年は５月25日にピークがあり，本年はこの時期に測定

を実施していないため，はっきりとはいえないが，それほど大きな違いは認められないことが推測さ

れる。

(8)サヨリに寄生するサヨリヤドリムシの時期別寄生率（サヨリの被寄生個体数／調査個体数）を調べ

た。1995年４～６月までの鯉への寄生率は，５月18日の37.5％を除くと61.4～85.0％の範囲であった。

前年の同時期と比較すると高い値であった。1995年８～12月は０～86.0％と大きなばらつきがあった。

体表への寄生率は，平成７年４～６月は8.8～16.3％で，前年同期より，やや低かった。８月は０％

と前年と同じで，１０月，１２月は1.4％，15.3％と高くなった。

(9)平成７年８月から平成８年２月までに５回のサヨリ船曳網による試験操業調査を実施した（図９)。

平成７年８月，１０月，１２月及び平成８年２月にはそれぞれ３回操業したところ，いずれの調査におい

ても最も岸に近い場所でのサヨリの漁獲が圧倒的に多かった。また，最も沖合の海域では平成８年２

月の調査を除き，前年と同様にサヨリは漁獲されなかった（表２)。平成８年１月の調査では，２回

しか操業しなかったが，それ以外の調査と同様に，最も岸寄りの曳網でのサヨリの漁獲が多かった。

平成７年10月と12月を除く３回の調査では，やや沖合の海域でもサヨリが漁獲された。特に平成８年

１月と２月の調査ではやや沖合の海域で比較的多くのサヨリが漁獲され，前年の12月の調査時と同様

に時期を経るに従ってサヨリの分布が沖合に拡大する可能性が示唆された。また，やや沖合の海域で

漁獲されたサヨリは，岸に近い海域よりも小型魚が少なく，大型魚が沖へ分布域を拡げていることが

窺われた。このことからサヨリは，ごく沿岸域で夏～秋を過ごし，時期を経るに従って大型魚は湾内

のごく沿岸からやや沖合までに分布域を拡大するということが推察される。今後は秋以降，つまり越

冬～産卵前（サヨリ船曳網の漁期前）までの行動パターンの解明が課題である。

⑩平成７年６月の富山湾周辺海域におけるサヨリ仔魚の出現状況をみると，出現量は平成６年と比較

して，極めて少なかった。特に平成６年に多かった富山湾口部と佐渡島西部の定点ではほとんど出現

しなかった（図10)。

(１１）平成７年８月～平成８年１月に滑川漁港および氷見地先おいて，４回の標識放流を実施した。合計

で502尾のサヨリを放流し，現在までの再捕は２尾である。平成７年12月19日に放流したサヨリが，

翌日および翌々日にそれぞれ１尾ずつ放流場所近くの定置網で再捕された。

⑫平成６年１月から平成８年１月までの富山湾内17定点の表面と10ｍ層の平均水温をみると，表面で

は平成６年１～４月まで平年より高く，５～７月までは平年並みであったが，８月以降，暑かった夏

の影響もあり，平成７年４月まで平年より高めに推移した。平成７年５～８月までは平年よりやや低

めで，９～10月はやや高めになったが，１１月から平成８年３月までは平年並みで推移した。この様な

水温の変動傾向は10ｍ層でも，ほぼ同様であった。
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３′Ｈ７．１２．１９の試験操業結果

表１サヨリ船曳網の操業統数

－３１－

地 区氷見経田黒部合計

サンマ:3尾

平成６年２１ ４ ５ 3０

曳船回数

平成７年１５ ２ ３ 2０

Ⅱ

表２サヨリ船曳網による試験操業結果

１’Ｈ７．８．２４の試験操業結果

Ⅲ

シロサケ:50尾

サンマ:2尾

曳船 Ｉ Ⅱ Ⅲ

曳網時間（分）

地点

サヨリ漁獲尾数

曳網時間（分）

地点

サヨリ漁獲尾数

10:27-11:20(53）
Ａ

３７６

１１:30-12:04(34）

Ｂ

１１

12:17-12:55(38）
Ｃ

Ｏ

13:30-14:01(31）
Ｃ

Ｏ

その他漁獲物

尾
尾

梶
尾
８
８
尾

梶
認
梶
判
認
揃
判

過
ク
ラ
ハ
カ
リ
ハ

ッ
タ
イ
ワ
カ
オ
ワ

ダ
カ
シ
カ
ア
ア
カ

ダツ:7尾

シイラ:4尾

アオリイカ:7尾

トビウオ:2尾

ダツ:24尾

アオリイカ:41尾

シイラ:3尾．

タカノハダイ属

幼魚:2尾

２′Ｈ７．１０．２６の試験操業結果

その他漁獲物 サンマ:1尾

曳船回数 Ｉ

ハリセンボン:8尾

曳網時間（分）

地点

サヨリ漁獲尾数

10:25-11:06(41）
Ａ

４１

12:39-13:16(37）
Ｂ

Ｏ

13:30-14:01(31）

Ｃ

Ｏ

４’Ｈ８．１．２４の試験操業結果

その他漁獲物 ダツ:20ＫＧ

シイラ:2尾

コノシロ:１尾

カワハギ:15尾

ウスバハギ:2尾

マツダイ:1尾

ダツ:2尾

曳船回数

サンマ:1尾

Ｉ

ⅢⅡ

Ｉ

曳網時間（分）

地点

サヨリ漁獲尾数

その他漁獲物

8:50-9:35(45）
Ａ

３７

Ⅱ

9:11-9:58(47）

Ａ

３７９

11:38-12:14(36）
Ｂ

Ｏ

サンマ:273尾その他漁獲物 サンマ:150尾

11:40-12:００(20）
Ｂ

３３

9:05-9:56(51）
Ａ

１００

10:37-11:09(32）
Ｃ

８

9:53-10:23(30）
Ｂ

２３

Ｉ曳船回数

５’Ｈ８．２．２７の試験操業結果

曳網時間（分）

地点

サヨリ漁獲尾数
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【調査・研究結果登載印刷物等】
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３定置網漁業適正管理研究

武野泰之

【目的】

富山県の定置網漁業における中高級魚の幼稚魚の混獲および投棄実態を把握して，その経営改善の方

策および適正な定置網漁業の操業の在り方を検討し，本県沿岸漁業のなかで重要な地位を占める定置網

漁業における資源管理型漁業推進の方策を検討する。

【方法】

(1)操業実態調査

氷見地区の定置網ごとの魚種別の水場金額を調べ，経営における依存魚種を明らかにする。

(2)魚種組成実態調査

氷見市場において，選別中に投棄される生物を採集し，魚種組成および投棄魚の体長測定を行う。

さらに，氷見市場に水揚げする前に船上等で漁獲物を選別する定置網のうちの２経営体（氷見と灘浦

地区から各１経営体）について定置網漁船に乗船し，海上での再放流魚や投棄生物，船内および氷見

漁港以外の水揚げ港での選別中における投棄生物の採集を行う。

氷見市場では加工向け原料魚のカタクチイワシ・マイワシ・ウルメイワシ・マアジ等は，小型サイ

ズで取り扱われることが多い。加工には適さない大型のカタクチイワシは，時として投棄されること

もある。そこで，投棄されているカタクチイワシだけでなく，販売されているカタクチイワシの体長

測定も行う。また，加工用に販売されているカタクチイワシに混獲魚が多いと，選別にコストがかか

るため，混獲魚の割合と単価の関係を調べる。

(3)漁場環境調査

定置網設置域の流況等の環境要因を調べる。

【結果の概要】

(1)操業実態調査

氷見漁業協同組合における日別の水揚物販売結果のうちから，大型と小型定置網ごとの魚種別漁獲

量と水場金額のデータを蓄積するプログラムを作成した。平成７年７月からの定置網別魚種別漁獲量

および水場金額のデータを蓄積中である。平成７年７～９月までの３カ月間の大型定置網と小型定置

網における水場金額上位20種を図－１に示した。この期間中に，氷見漁業協同組合における定置網の

全水揚金額は，１億7,499万円（大型定置網で１億2,359万円，小型定置網で5,140万円）であり，大型

定置網が全体の約70％を占めている。

大型定置網において水場金額の上位を占めている魚種は，「マダイ」を除くと，「フクラギ」「ツバ

イソ」「アジ類」「シイラ」などの回遊性浮魚が大部分を占めている。水場金額の上位魚種である「フ

クラギ」「ツバイソ」のブリ未成魚だけで，大型定置網全体の水場金額の44.6％を占めている。

大型定置網よりも小型定置網において水場金額の多い魚種は，「イシダイ」「カタクチイワシ」「メ

ジナ」「メバル」「ヒラメ」であった。この時期の小型定置網では，回遊性浮魚よりも，比較的定着性

の高い魚種に経営を依存していることが明らかになった。
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(2)魚種組成実態調査

①投棄魚の生物相

定置網漁業で氷見漁港に水揚げされた漁獲物のうち，選別中に投棄した生物名は非食用生物が２５

種（表－１）で，食用生物が49種（表－２）で，合せて70種の生物が投棄されている実態であった。

氷見漁港に水揚げする前に船上で，選別中に再放流または海上投棄された生物を表－３に示した。

２９種類の生物が生きたまま再放流または投棄されていた。

氷見漁港以外の漁港に水揚げし，選別をする定置網に乗船し，海上での再放流魚，投棄魚および

漁港での選別中に投棄された生物を表－４に示した。３６種類の生物が生きたまま再放流または，投

棄されていた。

②投棄魚および販売魚の体長組成

加工用カタクチイワシ平成７年７月に「カタクチイワシ」として販売された魚のうちカタク

チイワシの占める割合と単価を表－５に，カタクチイワシと混獲魚の体長組成を図－２に示した。

K-7-lは小型定置網で，K-7-2は大型定置網で，同一日に漁獲された。カタクチイワシの体長は3.

2～5.2cm程度であった。

K-7-3とK-7-4は，乗船調査の定置網で同時に漁獲された。身網を絞りこんだあとに，表層をた

もですくうとK-7-3の体長組成のカタクチイワシを中心とする漁獲物になった。そののち，海面下

約30cm以深をたもですくうとK-7-4の体長組成のマアジを中心とした漁獲物になった。K-7-3は

｢カタクチイワシ」として，K-7-4は「マアジ」として，混獲魚を含んだまま販売された。カタク

チイワシの主な体長幅は4.2～5.2cmであるのに対し，マアジのそれは5.2cm以上であった。

K-7-5は，定置網の表層だけをすくった時の体長組成で，「カタクチイワシ」として販売された。

同じ定置網で少量ではあるが，底層をすくう時にカタクチイワシだけでなく，コノシロが混獲した。

もともと投棄の対象であるコノシロからカタクチイワシを時間をかけて選別しても，カタクチイワ

シの鮮度が落ちると判断し，コノシロとカタクチイワシはともに海上で投棄された。

K-7-6とK-7-7は同一日に異なる小型定置網で漁獲された。混獲魚の種類と比率はほぼ同じであっ

たが，単価は8,000円と４，０００円の２倍に広がった。体長組成が異なることで，金額差が生じたと考

えられる。

平成７年８月に「カタクチイワシ」として販売された魚のうちカタクチイワシの占める割合と単

価を表－６に，カタクチイワシと混獲魚の体長組成を図－３に示した。

Ｋ-8-1,Ｋ-8-2,Ｋ-8-3とK-8-4は同一日に異なる定置網で漁獲された。K-8-1とK-8-2は小型定置

網で漁獲され，４０kgタンクに入れられて，K-8-3とK-8-4は大型定置網で漁獲され，漁船船倉に入

れられて運搬されたものである。

K-8-1は混獲魚の割合が9.5％と少なかったことと，カタクチイワシの体長幅が4.2～5.4cmであっ

たことから，単価は7,000円／箱であった。

K-8-2は混獲魚の割合が23.8％であり，カタクチイワシの体長幅が5.0～6.4cmとやや大きめであっ

たことから，単価は3,000円／箱であった。

Ｋ-8-3,Ｋ-8-4とK-8-6は異なる定置網で漁獲されたが，この定置網は同一経営体の所有である。

この経営体は，プリ当歳魚の蓄養を行っている。K-8-3は混獲魚の割合が54.6％（マアジ41.4％，

ウルメイワシ11.3％等）を占め，漁船船倉に入ったまま競りにかけられたが，1,500円／箱で買手
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がつかなかったので その定置網が保有している蓄養魚の餌料として利用された。 K・8-4はカタク

チイワシの割合が低かったことと，混獲魚を含め体長が5.6cm以上であったことから，競りにかけ

られることなく.その定置網が保有している蓄養魚の餌料として利用された。 K・8・6はカタクチイ

ワシの割合が'94.9%と非常に高いにもかかわらず，海藻類が多く混入していたことから食用には適

さず，その定置網が保有している蓄養魚の餌料として利用された。

K・8・5はカタクチイワシの割合が51.6%，マアジが38.8%で，混獲の割合が高いものの，カタク

チイワシとマアジの体長組成が異なっているので，加工業者がカタクチイワシとマアジを選別しや

すいと判断し，販売された。

生鮮用カタクチイワシ 生鮮向けに販売されたカタクチイワシ(シラス)のうちシラスの占め

る割合と単価を表-7に カタクチイワシの体長組成を図-4に示した。

カタクチイワシ(シラス)の特徴は.すべて小型定置網で漁獲されること，他の混獲魚がいない

こと， 1.5kg入の発泡スチロール箱に入れて販売されることなどであるo

KS-lとKS・2は2月に漁獲された体長組成である。単価は1，000円/kg以上であったO

KS・3は11月に漁獲され シラス率は100%であった。単価は2.000円/kgであった。

KS・4，KS・5とKS・6は同一日に異なる定置網で漁獲された。体長3.6cm以下のカタクチイワシは

シラスであるが，それより大きいものは稚魚となっているため色素がついていた。シラス率の高い

製品ほど単価が高くなる傾向があった。また KS-6の体長組成は発泡スチロール箱に入れた直後

のものであるが，競りにかけられるまでの問，漁業者が稚魚を取り出し，シラス率を高めていた。

KS・6とKS-7は同ーの定置網で漁獲されており， KS・7はシラスとして箱詰めする時に，選別台で

投棄されていたカタクチイワシの体長組成であるo

KS-8とKS・9は同一日に異なる定置網で漁獲された。ほぼ同じような組成であり，単価もほぼ同

じであった。

KS-9とKS-I0は同一の定置網で漁獲されており， KS・10はシラスとして箱詰めする時，選別台で

投棄されていたカタクチイワシの体長組成である。

(3) 漁場環境調査

平成7年10月23日に富山県水産試験場調査船「はやっき」で，搭載しているドップラー式流向流速

計を用い，氷見地区の定置網付近の流向流速を調査した。水深13m層では，岸と平行で，運動場から

昇りにむかう方向の10佃 /5以下の流れを観測できた。

氷見漁港地先の大型定置網において，水温塩分連続記録装置を水深50m層に設置して，平成6年12

月下旬から連続観測を行った。塩分が大きく変動することが観測されており，氷見地区の南東方向に

存在する 1級河川(庄川・小矢部川)の影響を受けた海水が，潮流の関係でこの漁場にきたと考えら

れる。

【調査結果登載印刷物等】

なし
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氷見漁港に水揚げしている定置網が

選別中に投棄した生物(非食用生物)

表-1

平成6年 平成7年平成7年
9月10月11月12月1月2月3月4月5月6月7月8月9月10月11月月
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生物名
オキヒイラギ X 
クロエソ X 
イカナゴ X 
シロザケ × 
ムロアジ x 
ヒイラギ x 
アイゴ X 
ギンポ × 
アミモンガラ × 
ダツ O 
ホタルイカモドキ O
マツダイ X 
イスズミ × 
コバンザメ × 
テンジクダイ × 
ダンゴイカ O 
ミシマオコゼ O 
アミメハギ O 
ハチ X 
アマゴ × 
ムラサキダコ O 
ミミイカ O 
ハリセンポン X 
ゲンロクダイ × 
スズメダイ O 

Xは礁認できなかった。0は10尾以下
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氷見漁港に水揚げしている定置網が

選別中に投棄した生物(食用生物)

表-2

平成6年 平成7年平成7年
月 9月10月11月12月1月2月3月4月5月6月7月8月9月10月11月

生物名
カタクチイワシ
マアジ
カワハギ
ヒメジ
ウルメイワシ
マイワシ
マサパ
マルアジ
メノ匂レ
スJレメイカ
マダイ
ウマヅラハギ
シロギス
クサフグ
ケンサキイカ
エギス
シイラ
コノシロ
アユ
メジナ
カナガシラ
シロサパフグ
メゴチ
イサキ
ハタハタ
イシダイ
アオリイカ
サッパ
タチウオ
ネズミゴチ
ジンドウイカ
シマイサキ
アカカマス
ホウボウ
サヨリ
メイタカレイ
マハゼ
カイワリ
キアンコウ
ショウサイフグ
シマガツオ
クジメ
キジハタ
ヒガンフグ
トピウオ
ソウダガツオ
ソウハチ
サンマ
ホyケ
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Xは確認できなかった。0は10尾以下
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ブドゥィヵ
カタクチイワシ

マイワシ

スルメイカ
マルアジ

クロエソ

ショウサイフグ
ウマズラハギ
クサフグ
メゴチ
アカカマス

シマイサキ

アイゴ
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表-5 平成7年7月に「カタクチイワシjとして販売された魚の中で

カタクチイワシの占める割合と単価および主な混獲魚

グラフ 漁獲日 定置網 カタクチイワシ率 単 価 主な混獲魚とその比率

番号 (%) (%) 

K-7-1 7.04 小型 93.2 1，000円/箱 マアジ 3.4 

K-7-2 7.04 大型 67 73.3 投棄 マアジ 16.4 

K-7-3 7.18 小型 27 61.2 不明 ウルメ 23.6 

K-7-4 7.18 小型 27 34.1 マアジとして販売 マアジ 32.7 

K-7-5 7.18 小型 51.6 不明 マアジ 38.8 

K-7-6 7.25 小型 79.3 8，000円/箱 マイワシ 12.0 

K-7-7 7.25 小型 4 75.2 4，000円/箱 マイワシ 15.5 

注箱とは40kg入プラスチックタンクであるが，その時々で，内容重量は異なる。

表-6 平成7年8月に「カタクチイワシjとして販売された魚の中で

カタクチイワシの占める割合と単価および主な混獲魚

グラフ 漁獲日 定置網 カタクチイワシ率 単 価 主な混獲魚とその比率

番号 (%) (%) 

K-8-1 8.03 小型 4 90.5 7，000円/箱 ウJレメ 5.4 

K-8-2 8.03 小型 1 76.2 3，000円/箱 マアジ 12.0 

K-8-3 8.03 大型 68 45.4 餌料用(自家消費) マアジ 41.4 

K-8-4 8.03 大型 73 47.8 餌料用(自家消費) マアジ 22.8 

K-8-5 8.29 小型 。 51.6 不明 マアジ 38.8 

K-8-6 8.29 大型 73 94.9 餌料用(自家消費) マアジ 3.2 

注箱とは40kg入プラスチックタンクであるが，その時々で，内容重量は異なる。
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表-7 カタクチイワシ(シラス)として販売されたものの中で

カタクチイワシ(シラス)の占める割合と単価

グラフ 漁獲日 定置網 シラス率 単 価

番号 (%) 

KS-1 2.02 小型 100 2，000円/折

KS-2 2.10 小型 6 不明 不明

KS-3 11.07 小型 6 100 3，000円/折

KS-4 11.21 小型 6 100 1，500円/折

KS-5 11.21 小型 3 90 1，000円/折

KS-6 11.21 小型 4 75 600円/折

KS-7 11.21 小型 4 。 投棄
KS-8 12.05 小型 6 100 1，500円/折

KS-9 12.05 小型 4 100 1，600円/折

KS-10 12.05 小型 4 。 投棄
注折とは， 1.5kg入発泡スチロール箱である。

大型定置網 小型定置網

(百万円)30 20 10 。 10 (百万円)

図-1 平成7年7から 9月までの氷見漁業協同組合の定置網で

水揚げされた魚種のうち金額の多い上位20種
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関-3 平成7年8月に「カ女クチイワシjとして服売された

魚のうちカヲウチイワシと混獲魚の体長組成

カ51クチイワシ 口 混獲魚・
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図-4 平成7年に販売されたカタクチイワシ

シラスの体長組成
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V 200カイリ水域内漁業資源委託調査

1 200カイリ水域内漁業資源調査委託事業
内山 勇

【目的】

我が国200カイリ水域内における漁業資源の状況を把握し，科学的根拠に基づいて評価し，資源の適

切な保全を図るとともに，合理的かつ永続的な利用を行うために必要な関係資料を整備する。

【方法】

水産庁の定める平成7年度我が国周辺漁業資源調査実施計画に基づき，次の3項目の調査を実施した。

(1) 生物測定調査

調査対象魚種毎の測定回数及び尾数は表1のとおりであった。

表 1 平成7年度の200カイリ水域内漁業資源調査委託事業による魚体測定回数友ぴ尾数

魚 種 調査港 調査期間 測定 測定 備 考

回数 尾数

マイワシ 氷見・魚津 4 -- 3月 11回 647尾 定置網・人そう張網

カタクチイワシ 氷見・魚津 4 -- 3 25 1，909 定置網 。
ウルメイワシ 氷見・魚津 4 -- 3 5 289 定置網 。

マアジ 氷見・魚津 4 -- 3 29 1，717 定置網 ~ 

マサバ 氷見・魚津 4 -- 3 13 548 定置網 ~ 

プリ類 氷見・魚津 4 -- 3 46 1，581 定置網 ~ 

スルメイカ(沖合) 魚津 5 -- 11 50 し、か釣

。 (沿岸) 氷見・魚津 4 -- 3 16 982 定置網・八そう張網

ベニズワイ 滑川 5・11月 2 400 かごなわ

計 8，123尾

(2) 標本船操業実態調査

標本船操業実態調査(定置網)の実施状況は表2のとおりであった。

表2 標本船操業実態調査(定置網)の実施状況

漁業種類

ぷり定置漁業

計

漁船規模 隻数

2ケ統

2ケ統

-50ー

標本船期間

4 -- 3月

備 考

氷見漁民合同組合

9 -- 3月 魚津水産(鮒



(3) 漁獲成績調査

漁獲成績調査は富山県農林水産部水産漁港課が行い，その実施状況は表3のとおりであった。

表3 漁獲成績調査の実施状況

漁業種類 制度区分 隻 数送付回数

べにずわいかごなわ

大臣承認

大臣許可

知事許可

知事許可

ハwu

』
叫

-

n

4

n

u

v

n

o

n

o

 

nHU

戸

O

n

4

A

W

U

噌

E
A

いか釣

沖合底曳網

小型底曳網

【結果】

調査結果は，様式に従い日本海区水産研究所に報告した。また，当調査で得られた結果は，随時「富

山湾漁海況概報Jで発表した。魚体測定結果は磁気媒体に記録されている。魚種毎の体長組成表を表4

に示した。

表-4a 平成7年度に測定した宮山湾のマアジのFL組成
表中の数字は当該階級値(側)以上次の階級値未満の度数

年 月日 漁.tA/階級 0- 1 1 2 3 1 4 516 7 1 8 9 110 11112 13114 15116 17118 19120 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 合計

l鮪 5110 永見定置 3113 19125 81 2 72 

l鰯 5116 氷見館岩 21 1 51 7 91 6 61 1 8122 17110 41 2 100 

l姉 5124 魚海高$ 31 9 18114 51 1 50 

l鮪 61 6 氷見定置 11 4 81 7 61 2 291 

l鰯 6113 魚itZl銀位 31 8 61 2 11 6 45 36 151 3 21 1 31 2 51 2 51 7 311551 

l鰯 6120 氷見茂酒2・3 11 6 10 1 2 20 

l鰯 6127 氷見孫小路飽 3114 21 12 9111 17110 3 100 

1蜘 7111 氷即111苦小網 46 74 28 2 150 

l鰯 7125 魚it高l 8114 71 4 51 9 12115 71 3 21 2 21 2 1 93 

l姉 81 8 永見角川 10146 36 3 1 1 1 98 

l鮪 8115 氷見鎗岩 11 5 16128 50 
l鮪 8129 魚it育』時 1 1 5 70 191 3 1 100 
1鮪 9129 氷即Lそう 2121 321 5 31 1 制

1舗 101 2 魚~"叢 21 1 11 2 41 4 51 4 2 25 
1995 10117 氷見鎌省 1118 71 6 5 37 

l舗 10126 氷見入そう 11 4 111 6 24 27119 8 100 
l舗 12114 魚t宮神の鋼 9114 31 2 2 11 2 11 2 71 7 61 4 61 
l鮪 12115 氷見館岩 6114 51 1 4115 9116 11 1 1 2 85 

表-4b 平成7年度に測定した宮山湾のマサパのFL組成
表中の数字は当該階級値 (cm)以上次の階級値宋満の度数

年 月日 滋渇/階級 5- 6 1 7 8 1 9 10 11 112 13114 15116 17 18119 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 合針
l錨 5116 氷見鎗岩 1 11 1 31 3 11111 41 7 8 50 
l鰯 6113 魚~育l!t 1 21 3 11 5 51 6 51 6 11 2 2 1 40 
l鰯 6127 氷見孫小館 1123 68 8 1∞ 
l掛 7111 氷見定置 41 4 11 1 10 
1鮪 7125 魚槍定置 31 7 8110 51 2 36 
1鮪 81 8 氷見定置飽 61 7 19 1 お

l舗 10126 氷見八そう 21 2 2 21 6 21 1 17 
l蜘 3119 氷見八そう 11 3 I 1 8 11 41 2 11 1 32 
l蛸 3122 氷見前舗 21 4 31 6 15124 12 71 3 11 4 1 飽

表-4c 平成7年度に測定した富山湾のウルメイワシのBL組成
表中の数字は当該階級値 (cm)以上次の階級値未満の度数
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のＦＬ組成

7年度に測定した富山湾のカタクチイワシのBL組成

り数字は当該階級値（c､）以上次の階級値未満の度数

4ｆ平成７年度に測定した富山湾のフクラギ（ブリ０．１才魚）
表中の数字は当該階級値（c､）以上次の階級値未満の度数

平成７年度に測定した富山湾のマイワシのBL組成

表中の数字は当該階級値（qn）以上次の階級値未満の度数

表

表

【調査・研究結果登載印刷物等】

富山湾漁海況概報，平成７年４月～平成８年３月（合計12報)，富山県水産試験場．

平成８年度資源評価票，1995年，日本海区水産研究所．

成７年度に測定した富山湾のブリ・ガンド（ブリ２才以上）のFL組成
中の数字は当該階級値（c､）以上次の階級値未満の度数

－５２－

年 〃 日 辿坦／陪級 50-5１ 5２ 5３ 5４ 5５ 5６ 5７ 5８ 5９ 6０ ６１ 6２ 6３ 6４ 6５ 6６ 6７ 6８ 6９
7０ 7１ 7２ 7３ 7４ 7５ 7６ 7７ 7８ 7９ 8０ 8１ 8２ 8３ 8４ 8５ 8６ ８７ 8８ 8９ 9０ 9１ 9２ 9３ 9４ 合計

１９９５ ５ １６ 石Ⅱ媒西海 ４ 1１ ２ ５ ８ 1３ ５ 5１

i蟻 ６ ６ 新関ｌＭ市榎 ３ ４ ７ ６ ６ ２ ２ １ 3８

1噸 ６ ６ 石川県門甫 ２ ２ ３ ２ 1２ ６ ２ ２ ３ ２ ２ ２ ２ 5０

I鰯 ６ 2０ 石川県外浦
８ ５ ９ 1５ 1２ 1５ ５ １ 7２

l鰯 ６ 2７ 石川県西海
２ ２ ４ ０ ０ ２ 1４

１９９５ 1１ ２１ 氷見g沖 ２ １
３ ３

19961２ ５ 氷見側大殿
２ １ ５ ４ ８ 1５ ６ ２ ５ ２ ２ 6０

19961２ 1２ 氷見呂沖
２ ２ ２ １ ３ 1６

l蝦 1２ 1２ 氷兇削大
１ ２

年
』

19951２ 1４ 飾賊網
７

19951２ 1９ 氷｝&師5３
３ ４ ６ ５ ９ ２ 3０

l蝋 1２ １９ 氷M・茂閲２ ５ ３
1１

１９９６ 1２ 1９ 氷見茂洞２
２ ２ ４ ３ ４ 1６

I蟻 ２ ６ 氷見定固 ３ ２ １
１０

l蟻 ２ ８ 氷見茂閲２ ２ ７ ８ ８ ２ ７ ８ ５ ２ ３ 5８

年 月 日 坦唱／階級 １５～ 1６ 1７ 1８ 1９ 2０ ２１ 2２ 2３ 2４ 2５ 2６ 2７ 2８ 2９ 3０ 3１ 3２ 3３ 3４ 3５ 3６ 3７ 3８ 3９ 4０ ４１
4２ 4３ 4４ 4５ 4６ 4７ 4８ 合計

1鰯 ６ 2０ 氷見茂洞３ １ ４ ４ ５ ４ ２ ２１

噸 ６ 2７ 氷見孫小津 ２ ２ ６

鰯 ７ 2５ 魚漁高峯 １ ８ ６ 1２
2９

蝿 ８ ８ 氷見定、 ２ ２ 1３ ２２ 1２ ４ ２ １ 6４

蟻 ８ １５ 氷見鎌岩他 ３ ８ 1５ 1７ ５ ２ ３ １ ２ 6０

996 ９ 1２ 氷見鎌岩 ６ ９ 2０ 1０ ３ 5０

996 ９ 2９ 氷見前綱 ２ ７ 1５ 1２ 1２ ２ 5０

1996 ０ ３ 魚津沖の網 １ 1２ 1３ 1３ ８ ２ 5０

i頚 ０ 1７ 氷見録岩 ６ ８ 1４ 1２ ５ ３ 5０

1996 2１ 氷見前網庫 ２ ３ ５ ９ ６ ８ ４ ２ 4０

蟻 ２ 1２ 氷見茂濁３ ２ ６ 1０ 1３ 11 ７ 5０

995 ２ 1４ 魚漁前網
３ ４ ４ ２ ２ 1７

995 ２ 1５ 氷見黛岩
６ ４ ２ 1４

蝿 ２ 1９ 氷見定、
３ 1１ ５ １０ 11 ６ ２ 5０

996 ２ 2０ 氷見定置
６ ５ ５ ５ ３ ２ 2７

年 月 日 歯場／階級 ２～ 2.5 ３ 3.5 ４ 4.5 ５ 5.5 ６ 6.5 ７ 7.5 ８ 8.5 ９ ９．５ １０ １０．５ 1１ 1１．５ 1２ 12.5 1３ 13.5 1４ 14.5 1５ 合計

995 ４ 2１ 氷見角川 2２ 3２ 3０ ８ １ 100

995 ５ ２ 氷見定置 ２ ６ ６ 1２ 1４ 1２ 1６ 2０ 1１ 100

995 ５ ９ 氷見定、 1１ 1４ ９ 3５

995 ５ １０ 氷見定f、 1８ 1１ 3０

995 ５ 1６ 氷見定凪 1５ 3５ 2８ １７ ３ １ ７ 2７ 4６ 1９ 200

995 ６ ６ 氷見孫小岸 ２ 1８ 3０ 2７ 1６ ６ 100

995 ６ 2７ 氷見定匝 3１ 3２ 2６ 1９ ７ ２ １１ 3３ 3５ 1６ ３ 218

995 ７ 1１ 氷見川岸小網 ４１ 2３ ８ 1４ ９ 2３ 4２ 2７ 1０ 200

995 ８ ８ 氷見角川他 ２ ７ 2９ 3４ 1４ ９ ９ 2３ 3１ 2５ ８ ６ ２ 200

995 ８ 1５ 氷見嫌岩 1５ 2２ 2２ ９ ８ 1３ ５ ３ 100

995 ９ 2９ 氷見定低 ３ ２ ２ ３ ７ ５ ２ 2８

995 1０ 2６ 氷見定固 ３ ４ 1０ 1６ 1２ ２ ２ 5０

995 1２ 1５ 氷見鎌岩 3４ 3６ 1１ 1０ ５ ２ 9９

996 １ 1９ 氷見鎌岩他 ４ 4７ 3８ 1０ 1１ 4３ 2９ 1５ 200

996 １ 3０ 氷見嫌岩 ３ ７ ５ １５

996 ２ 2７ 氷見鎌岩 ４ ８ ８ ８ 1１ ９ 1２ 1５ １３ ７ 100

996 ３ 2２ 氷見録岩 ５ 3１ １３ 1３ ７ ４ ７ 1０ ２ ４ １ １００

年 月 日 徴蝿／階級 3～ 3５ ４ 4.5 ５ 5.5 ６ 6,5 ７ 7.5 ８ 8５ ９ 9.5 1０ 10.5 1１ 11.5 1２ 12.5 1３ 13.5 1４ 14.5 １５ １５５ 1６ 16.5 1７ １７．５ １８ 18.5 1９ 19.52０ 20.52１ 21.5 2２ 合叶

1類 ５ ２ 氷見中詮日 ３ ２ ２ ９

1噸 ６ １ jkjl八そう ７ 2７ ７ ５ ２ 5０

1噸 ７ １１ jkHJlI岸ｲ､､１ ２ 1１ 3６ １４ ８ 1３ ９ ７ 100

1鰯 ８ ８ jkj2八そう １ ５ ７

i995 ９ 2９ jkH八そう ２ ７ 2７ 2５ 2２ 10 ３ ３ 100

i頚 1０ 2６ jkl4Aそう ５ ９ 2９ ３１ 1７ ５ ３ 100

1996 ２ 1６ jkHB沖 1５ 1５ ４ ３ 3９



2 魚卵稚仔量調査委託事業

林 清志

【目的】

日本海における多獲性浮魚類であるマアジ，マサパ，イワシ類，スルメイカ等の卵・稚仔の分布状況

を速やかに把握すると同時に，各年の分布に関する情報の蓄積から明らかとなる卵・稚仔の分布の経年

変化を押さえる。また，浮魚類の資源変動を予測するための基礎資料を得る。

【方法】

水産庁の定める「海洋観測・卵稚仔・スルメイカ漁場一斉調査指針Jに基づき実施した。

【実施結果】

標本の採集を定線観測の際に以下のとおり実施した。

表 1 魚卵稚仔量調査

船名トン数 調査項目 調査年月日

立山丸 卵稚仔採集 H7.4. 4-6 

156.38トン プランクトン採集 H7.4.26-28 
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採集された卵稚仔の個体数は以下のとおりであった。

表2 月別魚種別の卵稚仔の採集個体数

魚種 4月 5月(ノルパックネット) 5月(130佃リングネット)

マアジ ~ß 。 。
稚仔 。 。 。

マサパ 。H 。 。
稚仔 。 。 。

マイワシ 卵 2 125 
稚仔 。 4 118 

カタクチイワシ 卵 。 55 

稚仔 。 。
ウルメイワシ 卵 。 。

稚仔 。 。 。
スルメイカ os 

稚仔 。 。 。
ホタルイカ Jjs 24 65 

モドキ科 稚仔 。
キュウリエソ 卵 。 2 

稚仔 。 。
その他 卵 。 。

稚仔 。 。
【調査・研究結果登載印刷物等】

な し
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3 日本周辺クロマグロ調査委託事業

原因恭行

【目的】

北太平洋海域のマグロ類等の，漁獲データ・生物学的情報等の収集・解析を行い，北太平洋のマグロ

類等の資源評価に必要な基礎資料を整備することを目的とする。

【方法】

水産庁の定める「日本周辺クロマグロ調査委託事業実施要領」に基づき次の3項目について調査を実

施した。

(1)漁獲状況調査

(2)生物測定調査

(3)標本収集

【調査結果】

1 .漁獲状況調査

漁獲状況は表-1のとおりであった。
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表－１市場別クロマグロ漁獲状況

８

調査年月 市場名 水揚状態 銘柄 漁獲重量(kg）漁獲尾数

２

1995.4 氷見

魚津

氷見

ラウンド メジ ３２５

０

４０７

１６０

0

120

5,140

０

５ ラウンド

セミドレス

メジ

マグロ〃
３

魚津

氷見６ ラウンド

セミドレス

メジ

マグロ〃 107

津
見
津
見

魚
氷
魚
氷
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2.生物測定調査

月別，市場別の測定回数，測定尾数は表-2のとおりであった。

表一2 生物測定結果

調査年月 市場名 測定回数 測定尾数 体長モード(cm)

1995. 4 氷見 2 3 55 

5 氷見 3 5 55 

6 氷見 4 37 65・125

7 氷見 3 

8 氷見 22 55 

9 氷見 10 25 

10 氷見 35 25 

11 氷見 2 100 35 

12 氷見 4 333 65 

12 魚津 28 65 

1996. 1 氷見 3 15 75 

2 氷見 3 31 75 

3 。

3.標本収集

生物測定調査時に収集可能な標本は，氷見漁業協同組合において11月に4尾， 12月に3尾であり，

筋肉，硬組織，卵巣を標本とした。標本は遠洋水産研究所へ送付した。

【調査結果量載印刷物等】

平成7年度日本周辺クロマグロ調査年度末検討会資料， 1996年2月，遠洋水産研究所.
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羽 漁場生産力モデル開発基礎調査委託事業

林 清志・内山 勇・辻本 良

【目的】

優れた生産性を有する沿岸漁場には，それを支える優れた生産機構(漁場生産力)が内在しているこ

とが考えられる。しかし富山湾は 沿岸漁場として優れた生産性を上げる反面 種ごとの漁獲量変動は

大きし漁業経営上の大きな問題点にもなっている。そこで方法に示す調査を実施し 富山湾の漁場生

産の変動機構を解明し漁業経営の安定を図るための基礎資料を得るo

この事業は平成7年度から11年度までの5ヶ年間， r対馬暖流系沿岸漁場生産力変動モデルJの枠組
みを創るため，日本海側では富山湾および若狭湾をモデル海域とし，調査対象魚種(鍵種)として表層

性種としてはカタクチイワシ，中深層性種としてはホタルイカを対象に，日本海区水産研究所の指導を

受け京都府立海洋センターと共同で，固からの委託を受けて行われる。

【方法】

ホタルイカおよびカタクチイワシの発育段階別の現存量と，これらの餌料となっている動物プランク

トンの発生量，これらと餌料をめぐる競合種の現存量およびこれらの捕食種の現存量との関係を調査し，

さらに各項目に影響を及ぼすと考えられる富山湾の物理・化学的海洋環境も視野に入れ，富山湾の漁場

生産力についての総合的な研究を実施する。

平成7年度に実施した調査項目およびその概要は以下のとおりである。これら調査項目の関係を図1

に示す。

① 海洋環境調査

富山湾における物理・化学的海洋環境(水温，塩分，流向・流速および河川水の流入量)を明らか

にし，水塊構造の変動，栄養塩，基礎生産力(クロロフィル a量)との関係，動物プランクトンと

の関係およびカタクチイワシおよびホタルイカの発育段階別の分布量との関係を把握する。

②餌料プランクトン生態調査

時期別の基礎生産力(クロロフィル a)と動物プランクトン量を明らかにし，カタクチイワシお

よびホタルイカの発育段階別の分布量との対応関係を解明する。

③捕食・競合種間関係調査

発育段階別のカタクチイワシおよびホタルイカの分布量と捕食種との量的関係，それぞれの発育段

階において餌料生物をめぐり競合する種との量的関係を解明する。

④ 来遊生態調査

発育段階別のカタクチイワシおよびホタルイカの分布量を明らかにする。

⑤ 再生産・初期生態調査

カタクチイワシおよびホタルイカの産卵量，仔稚量を明らかにし，卵期および仔稚期の生残条件を

飼育実験を行うなどして検討する。
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【実施状況】

平成7年度に実施した調査内容，項目，方法，および実施時期は以下のとおりである。

① 海洋環境調査

調査内容・項目 調査方法 時期・頻度

ア水温・塩分 (32定点) CTD観測 4--3月，月 l回

イ 流向・流速 漂流プイ追跡，流向流速計 6 . 7月

ウ栄養塩 既存資料調査

エ Chlorophyll a (24定点) 表層採水 6--3月，月 l回

。 ( 6定点) 25m，50m層採水 ~ 

オ 水温・塩分定地観測 氷見(栽培漁業センター)お 原則として毎日

(表層2カ所，深層 1カ所) よぴ滑JlI(水産試験場および

制沿岸漁業振興公社)の生物

飼育水採水

カ 風向・風速・気圧・潮位，降雨 既存資料調査

キ 湾内陸水流入量 ~ 

②餌料プランクトン等生態調査

調査内容・項目 調査方法 時期・頻度

ア カ~~チイワシ，材ルイカ消化管内容物 採集・購入標本 4--3月，随時

イ Copepoda nauplius ( 6定点) 表層採水 4--3月，月 1回

。 ( 6定点) 表層， 25m，50m層採水 7--3月，月 1回

。 ( 4定点) 。 6--7月，月 l回

ウ Copepoda copepodite (6定点) 60μ mJルパ7外7ト， 0-50m鉛直曳 4--3月，月 1回

。 ( 4定点) 。 6--7月，月 1回

エ Copepoda ( 6定点) 345μm改良型ノル1<1~わト， 0-150m 4--9月，月 1回

鉛直曳

~ ( 6定点) 。 0-500m鉛直曳 10--3月，月 1回

。 ( 3定点) 。 9--3月，月 1回

オ EupαUSlαpαcificα (向上) Copepodaと同じ Copepodaと同じ

カ Themisto j，αponicα (向上) 。 ~ 

キ キュウリエソ ( 1 -4地点) 中層トロール網採集 7 -9，11--3月，月 1回
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③ 捕食・競合種間関係調査

調査内容・項目 調査方法 時期・頻度

ア 捕食種漁獲量調査 統計資料，聞き取り調査 随時

⑦ スケトウダラ，マサパ，タチウオ，

カレイ類，ゲンゲ類等の漁獲量(ホタル
イカ)

@ プリ，アカカマス，マルソウダ，マ
サバ，マアジ等の漁獲量(カタクチイワシ)

イ 捕食種胃内容物調査 購入標本 随時

⑦ スケトウダラ，マサパ，タチウオ，

カレイ類，ゲンゲ類等の胃内容物(ホタ

ルイカ)

@ プリ，アカカマス，マルソウダ，マ
サパ，マアジ等の胃内容物(カタクチイ

ワシ)

ウ 競合種漁獲量および分布量調査 中層トロール網採集，統計資料 随時

ホタルイカモドキ，キュウリエソ，マ
購入標本

中層トロールは 7--9， 
イワシ等の漁獲量または分布量 11--3月，月 1回

エ競合種胃内容物調査 中層トロール網採集，購入標本 随時

ホタルイカモドキ，キュウリエソ，マ 中層トロールは 7-9， 
イワシ等の胃内容物 11--3月，月 1回

④ 来遊生態調査

調査内容・項目 調査方法 時期・頻度

アホタルイカ

⑦ 日別地区別漁獲量調査 聞き取り調査

②採集調査 中層トロール網 7 -9，11-3月，

月1回

⑤ 魚体測定調査 中層トロール網採集標本 。

定置網漁獲物 4-6月， 3月，

旬l回

イ カタクチイワシ

⑦ 定置網別日別漁獲量調査 聞き取り調査

@ 石川県・新潟県漁獲量調査 。
⑤ 稚魚採集予備調査 プランクトンネット表層曳 5--7月

@ 魚体精密測定 購入標本 随時
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⑤再生産・初期生態調査

調査内容・項目

アホタルイカ

卵仔稚採集（32定点）

〃（22定点）

産卵実験およびふ化実験

イカタクチイワシ

卵仔稚採集（32定点）

〃 （３定点）

魚体精密測

調査方法

345解、改良型ﾉﾙﾂｸﾈｯﾄ，0-150ｍ

鉛直曳

ボンゴネット,１００ｍ傾斜曳

異なる水温・塩分条件飼育

345解、改良型ﾉﾙﾂｸﾈｯﾄ，0-150ｍ

鉛直曳

〃

購入標本

時期・頻度

４～６月 ， ３月 ，

月１回

６～７月 ， 月１回

４～６月随時

４～６月 ， 10月 ，

月１回

４～３月 ， 月１回

４～３月随時

【結果の概要】

以下に示す項目について，中間的な取りまとめを行い，平成８年度第１回漁場生産力モデル開発基礎調

査検討会で報告した。また，これらの一部について「日本海区水産研究所研究報告」に論文として投稿が
予定されている。（）内はとりまとめ担当者名である。

1．ホタルイカに関連して

①、ホタルイカの発育段階別分布（林）

1995年７～９月と11～12月に富山湾およびその周辺海域（Ａ海域：富山湾奥，Ｂ海域：七尾湾東方，
Ｃ海域：飯田湾東方，Ｉ海域：佐渡島北方，Ｊ海域：佐渡島南方）で，調査船立山丸を用いて中層トロー
ル網によるホタルイカの採集調査を実施した。また1987年以降に実施されたホタルイカの採集調査結果
を用いて，採集量の年変動を検討した。

1995年７月はＣ海域でのみホタルイカが採集され，ＡおよびＢ海域では採集されなかった。Ｃ海域で

採集されたホタルイカは仔稚期と成体期のものが同時に採集され，仔稚期のものの方が多く採集された。
７月の調査は他の調査と同時に実施したため，いずれの海域とも70～148ｍの表層付近のみの曳網で，
ＡおよびＣ海域は昼間の曳網となったことが，採集量に影響を与えたものと考えられる。

1995年８月は，Ｃ海域の夜間の２回の曳網でホタルイカが採集された。夜間の２回の曳網は底付近と
表層付近で行ったが，表層付近での曳網時の方が採集量が多かった。採集されたホタルイカはすべて仔
稚期の個体であった。Ｂ海域の昼間の２回とＡ海域の昼間の１回の曳網ではホタルイカは採集されなかっ
た。

1995年９月はＡ,Ｃ,Ｉ，およびＪ海域すべての海域でホタルイカが採集された。採集量はＪ海域が最
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も多く，その他の海域の採集量は極めて少なかった。いずれの海域でも仔稚期と成体期のホタルイカが

採集された。

1995年11月はA，CおよびI海域すべての海域でホタルイカが採集された。採集量は I海域が最も多

く， AおよびC海域での採集量は少なかった。また， A海域でわずかに成体期のホタルイカが採集され

たほかは，すべて未成体期のホタルイカであった。

1995年12月はA，BおよびC海域すべての海域でホタルイカが採集された。全体的に採集量は少なかっ

たが，他の海域と比較すると， c海域での採集量がやや多かった。 11月と同様に， A海域で 1個体の成
体期のホタルイカが採集されたほかは，すべて未成体期のホタルイカであった。

1995年の月別採集量の変化をみるために，調査回数の多かったAおよびC海域での調査で曳網1分間

当たりの最高の仔稚または未成体の採集個体数を調べた。 A海域では 7-8月には採集されず， 9 -12 

月にわずかに採集されたのみであった。 C海域では7-8月の採集個体数が多かったが， 9 -12月の採

集量は少なかった。 9-12月のC海域での採集量は少なかったものの， A海域のそれらより多かった。

1987 -1995年の8，11および12月のC海域における曳網1分間当たりの最高の仔稚または未成体の採

集個体数をみると， 8月は1988，1992および1995年に調査が行われ， 1995年の採集量が極めて多かった。

11月は1987，1988， 1990および1995年に調査が行われ.1988年の採集量が極めて多かった。 12月は1987，

1989， 1990および1995年に調査が行われ， 1987年の採集量が多かったo

同じ期間の8月と12月のA海域におけるそれらをみると， 8月は1988.1990および1992-1995年に調

査が行われ，採集されたのは1992年と1994年のみであったが，それらの採集量は少なかった。 12月は

1989および1993-1995年に調査が行われ，全体的に採集量は少なかったが"1993年の採集量がやや多かっ

た。

②.ホタルイカの餌料生物(林)

1987年11月から1994年8月までの聞に，富山湾およびその周辺海域において，中層トロール網または

定置網で採集されたホタルイカの胃内容物を実体顕微鏡または生物顕微鏡下で査定した。 8-9月の仔

稚期には空胃率が高く，胃内にはEuphαusiαpαcificαとThemistojαponzcαが発見されたに過ぎなかっ

た。 10-12月の未成体期には， 10月の空胃率は50%であったが.11-12月のそれは0%になった。胃内

には仔稚期のホタルイカで認められた2種に加え，p，αreuchaetαjαponicα と Metridiαpαcificαが

多く認められた。これらは一般に日本海で優占種となる冷水性大型甲殻類である。またこの他に Scole-

cithricella minorがl個体の胃内に認められた。 1-7月の成体期には上記の冷水性大型甲殻類4種

が多くの個体の胃内に認められた他，同じ冷水性大型カイアシ類である Neocalαnuscristαtusが l

個体の胃内に認められた。また 2月の 1個体と 6月の21個体の内の14個体の胃内に魚類が認められたo

③. 1995年4-6月の富山湾におけるホタルイカ卵および仔稚の分布(林)

1995年4月4-5日(以下 4月の調査という)， 4月27-28日(以下， 5月の調査という)および

5月30-31日(以下 6月の調査という)に富山湾の32定点において，改良型ノルパックネット(網目

345μm)による150m深からの鉛直曳を実施した。採集物からホタルイカ卵および仔稚を選別し，計数

した。

ホタルイカ卵は 4月には富山湾奥部の滑川市沿岸と新潟県糸魚川市沿岸で多く出現したが，能登半
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島先端部沖から富山湾央部ではほとんど出現しなかった。 5月には，出現域が4月よりやや広くなり，

出現量が多かったのは富山湾奥部の滑川市から入善町にかけての沿岸域であった。 6月には出現域はさ

らに広がり，出現量の多い海域は新潟県糸魚川市から上越市にかけての沿岸域であった。出現量の各月

の合計は， 5月が最も多く， 4月と 6月はほぼ同程度であった。

仔稚は4月には出現せず， 5月には能登半島内浦海域で2個体出現したのみであった。 6月になると

出現量は増大し，特に能登半島先端部沿岸域での出現量が多かった。また，能登半島内浦海域から湾奥

部にかけて出現したが，新潟県側の束の定点での出現量は少なかった。

④.ホタルイカの卵および仔稚の分布量の経年変動(林)

1979-1995年の4-6月に富山湾沿岸定線海洋観測時に実施されたホタルイカ産卵調査(月 1回，定

点数26，⑮Bネット・ノルパックネット・改良型ノルパックネット(実施年により採集ネットが変化，

網目345μm)， 150m深からの鉛直曳)で得られた採集物からホタルイカの卵および仔稚を選別し，計

数した。

調査点当たり並びにろ水量100m3当たりの卵および仔稚の出現数(以下，出現数という)を用いて，

その経年変動をみた。卵の出現数は1979-1989年までは0.8(1984年)-6.1 (1979年)の範囲にあった

が， 1990年以降，高水準にあり，その範囲は7.6(1992年)-23.9 (1990年)であるo 仔稚の出現数は1

979-1993年までは最高で1.1(1980および1993年)であり，出現しなかった年が15年の内の7年あったo

1994年と1995年はそれぞれ4.2と5.1で増大傾向にある。

1979-1995年の卵出現数と仔稚のそれとの関係をみると，卵の出現数が多いときは仔稚出現数も多い

傾向がややみられるが 1990年および1991年のように卵出現数が多いにも関わらず仔稚のそれが少な

い年もあった。

⑤. 1995年6月の富山湾およびその周辺海域におけるホタルイカ仔稚の分布(林)

1995年6月19-21日に富山湾およびその周辺海域の22定点において，ポンゴネット(網目0.5，0.8mm)

による100m深までの傾斜曳を実施した。採集物からホタルイカ仔稚を選別し，計数したo 今回使用し

たデータは網目0.5mmのものである。また， 1990，1991および1994年6月に先の22調査定点の内の12定点

(Stn.4-6，8・16)で実施された80cmリングネット(網目0.53mm)による100m深までの仔稚の採集調査結

果と1990年以降の富山湾海洋観測沿岸定線の26定点の採集調査結果と本調査結果を比較検討した。

仔稚は佐渡島北方の2定点を除くすべての定点で出現した。出現量は富山湾奥部が最も多く，富山湾

を離れるにしたがって少なくなる傾向があったが，佐渡島西側の1定点でやや多く出現した。傾斜曳に

よる出現量は，調査された4年の内で最も多かったのが1994年で 最も少なかったのが1991年であった。

1990-1995年の卵量と沿岸定線の採集結果による仔稚量は 1995年のみが卵量が前年を下回ったにも関

わらず，仔稚量は前年を上回ったのに対し，傾斜曳による仔稚量の変動は卵量のそれと一致した。

⑥. 1995年4-6月の若狭湾におけるホタルイカ卵および仔稚の分布(林)

1995年4月13-14日(以下， 4月の調査という)， 5月15-16日(以下， 5月の調査という)および

6月12-13日(以下， 6月の調査という)に若狭湾の29定点において 改良型ノルパックネット(網目

345μm)による150m深からの鉛直曳を実施した。採集物からホタルイカ卵および仔稚を選別し，計数
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した。これらの調査結果と同時期に富山湾で実施されたホタルイカの産卵調査結果を比較した。富山湾

と若狭湾のホタルイカ卵および仔稚の出現量を比較するため，各々 の湾の調査海域面積を求め，その海

域に存在する卵および仔稚数を月毎に計算した。富山湾と若狭湾の調査海域面積はそれぞれ約6,500kIi，
約2,500k㎡であった。

若狭湾におけるホタルイカ卵は４月に最も多く出現し，湾奥東部での出現量が多かった。５月は出現

量は減少したが，４月と同様にほぼ全点にわたり出現し，湾奥東部での出現量がやや多かった。６月は

５月よりやや減少し，出現量の多い海域が200ｍ等深線上の湾央部となった。1988年と1989年に行われ

た調査結果と比較すると，1995年の出現量が1988年と1989年（安達1990,1991）を大きく上回ってい

る。若狭湾の漁況を考慮すると，1995年の卵量が多かったのは，若狭湾海域におけるホタルイカ資源量

が多かったこと（ホタルイカ資源研究会資料1995）によるものと考えられる。仔稚は，４月には湾奥

部沿岸寄りにわずかに出現したが，５月には大きく増加し，湾奥部のより浅い海域で極めて多かった。

６月には減少したが４月より多く，湾奥西部の沿岸域での出現がやや多かった。

富山湾と若狭湾の現存卵数は，４月は若狭湾は富山湾の約10倍であった。５月は若狭湾は富山湾の約

２倍であった。６月は若狭湾は富山湾の約２倍であった。富山湾と若狭湾の現存仔稚数は，４月はそれ

ぞれＯ個体と80億個体であった。５月はそれぞれ25億個体と1,970億個体で，いずれの海域とも前月よ

り増加し，若狭湾は富山湾の約80倍であった。６月はそれぞれ971億個体と483億個体で，若狭湾は前月

より減少したが，富山湾は前月より大きく増大し，富山湾は若狭湾の約２倍であった。

⑦．異なる塩分条件下でのホタルイカのふ化（林）

1995年４月25日と５月16日に採集したホタルイカが産卵した卵を異なる水温，塩分の試水中に収容し

観察した。その結果，４月25日に同一個体から産出されたホタルイカ卵のふ化率は，水温10.0～19.2℃

の条件に関わらず，塩分34.06で77.3～83.3％の高い値で，塩分25.47以下の条件下では０％であったこ

とから，ホタルイカ卵のふ化に対する塩分の限界がその間に存在することが推定される。しかし，５月

16日にそれぞれ別の個体から産出された卵の，水温10.1℃，１４７℃，19.1℃の条件下では，ふ化率は塩

分34.04でも水温条件により8.3～923％の違いがあった。このことは林（1995）が指摘しているように，

たとえ同時に採集された親魚であっても，異なる親魚に由来する卵では受精率およびふ化率にかなりの

変動があることを反映しているものと考えられる。また，受精率とふ化率の個体変動は，定置網で採集

される個体が主に自然状態で産卵を終了した個体である（林1995）ことや採集時の自然環境条件等が

影響しているものと考えられる。しかし，塩分34.04の水温10.1℃の個体については，産出卵のふ化率

が8.3％と低かったものの，水温14.7℃と19.1℃の個体ではそれぞれ64.0％と92.3％と高かったので，こ

の２個体についてそれぞれの塩分条件で検討を加えた。水温19.1℃と14.7℃の条件下で，ふ化率が50％

を超えるのは塩分29.89と30.75の間であり，塩分29.89以下ではふ化後の遊泳個体が認められないことか

ら判断すると，ホタルイカ卵のふ化は塩分29.89以下では正常な状態で行われないことが推定される。

⑧、ホタルイカの再生産関係（林）

ホタルイカ産卵調査で得られた調査点当たり並びにろ水量１００㎡当たりの卵の出現数（以下，卵量と

いう）と1979～1995年のホタルイカ漁獲量の関係を検討した。漁獲量と卵量の関係を調べると，漁獲量

の多い年は卵の出現数が多くなる傾向がみられたが，漁獲量が多くても卵の出現数がそれほど多くなら
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ないグループとかなり多くなるグループとに分かれる傾向が認められた。ある年の卵量を親の量とし，

翌年の卵量を子の量としてその関係をみると， 1989年と1993年を除くとある年の卵量が多い年は翌年の

卵量が多い傾向が認められた。ある年の卵量を親の量とし，翌年の漁獲量を子の量として，その関係を

みると，卵量が少ない年に翌年の漁獲量がぱらつくものの，密度依存型の再生産関係が認められた。ど

ちらの評価がより的確かは，データ数が少ないのではっきりしない。

⑨.物理環境とホタルイカ漁獲量の検討ー 1.富山湾内の流動と漁獲量の相関ー(内山)

1964--1994年のホタルイカの年計漁獲量(水産試験場資料)を目的変数，富山湾内の沿岸定線(二一

7線)のStn.8とStn.2のダイナミツクデプスアノマリーの差を説明変数として相関分析を行った。説

明変数と目的変数の聞に有意な相関は認められなかった。しかし漁期に先立つ前年7月から当年1月の

聞に正相闘が現れることが多く，特に 1月の値が高かった。従って，富山湾内の反時計四りの流動が強

いほど漁獲量が多い傾向があるo 特に1月の相闘が強かったことからホタルイカ産卵群の湾内への加入

とこの時期の流動の強さが関係している可能性があるo

⑩.物理環境とホタルイカ漁獲量の検討ー2.鉛直混合強度と漁獲量の相関ー(内山)

1964--1994年のホタルイカの年計漁獲量(水産試験場資料)を目的変数，富山湾内の沿岸定線(二一

7線)の17定点平均水温の50mと150mの差を説明変数として相関分析を行った。説明変数と目的変数

の聞には，前年の 1--7月には正相関， 8 -12月には負相関，当年の 1--6月には正相関， 7 --9月に

は負相関が認められた。しかも前年3月， 9月，当年3月， 9月に有意な極値があり，特に前年9月か

ら当年3月の聞は値がなめらかに変化する特徴的なパターンがみられた。表層等温層が発達する 1--4

月に正相闘があることは 鉛直混合が浅い時ほど漁獲量が多いことを示すようにも見えるが，この点は

水深毎の水温との関係をみて検討する必要がある。

⑪.ホタルイカ卵量および仔稚量と河川流量との関係(林)

1979--1984年の4-6月までの富山県内1級5河川の合計流量を(初日本河川協会発行の流量年表で調

べた。卵仔稚比は同期間に実施された富山湾沿岸定線海洋観測時に実施されたホタルイカ産卵調査結果

を用い，各年の調査点当たり並びにろ水量100m3当たりの卵数と仔稚数を求め，仔稚数を卵数で除した

値を使用した。 1980年を除くと，河川流量が多くなると卵仔稚比が小さくなる傾向がみられるが，デー

タ数が少ないことと， 1980年の取扱いについての問題が残るため，はっきりとした傾向といえるかどう

か検討を要する。

⑫.他魚種の漁獲量とホタルイカ漁獲量の関係(内山)

1985--1995年のホタルイカの年計漁獲量(水産試験場資料)を目的変数競合や捕食の可能性のある

魚種の漁獲量を説明変数として相関分析を行った。マサパ，タチウオ，マアジおよびヒラメと正相関の

傾向があり，マアジとは5%水準で有意な相関があった。またマイワシとは無相関であった。スルメイ

カ，フクラギ，スケトウダラ，アカカマス ヤリイカとは負の相関の傾向があり スケトウダラとは 1

%水準で有意な相闘があった。しかし これらの結果だけから競合や捕食の関係があったと結論付ける

ことはできない。
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⑬.ホタルイカの捕食生物(林)

1993年4月から1995年12月までの聞に一本釣り，定置網，底曳網，八そう張り網および中層トロール

網で漁獲された生物の胃内容物を調査した。胃内容物にホタルイカが認められた種は， 4 -6月のマサ

パ，ホッケ，アカカマスおよびマアジであった。 11-12月に中層トロール網で漁獲されたヤリイカには

胃内容物に小型のイカが認められた個体があったが，この種は.同時に漁獲された種から推定してホタ

ルイカモドキであると考えられた。その他，調査されたイカナゴ，セツパリカジカ，ザラピクニン，ノ

ロゲンゲ，クロゲンゲ，タナカゲンゲ，ハツメ，タチウオ，スルメイカ，ハタハタおよびマアジの胃内

容物にはホタルイカは認められなかった。

⑬.ホタルイカモドキとホタルイカの分布量の関係(林)

1987-1995年のA海域とC海域で実施した中層トロール網で採集されたホタルイカモドキとホタルイ

カの曳網1分間当たりの最高採集個体数を比較した。 A海域では8-9月および11-12月の， c海域で

は7-9月および11-12月の採集調査結果を用いた。 A海域では，ホタルイカの採集量に比較し，同時

に採集されたホタルイカモドキの採集量が多く，この傾向はC海域でも認められた。いずれの海域とも

明瞭な分布量の相関は認められなかった。

2. カタクチイワシに関連して

①.富山県沿岸のカタクチイワシの漁況ー 1 漁獲量からみた特徴一(内山)

水産試験場の資料からみた漁獲量の経年変化は， 1964-1978年は相対的に漁獲水準が高く， 1979年以

降低い水準にとどまっているo 同時に， 1964-1978年は春漁(1 -6月)が秋漁(7 -12月)を上回っ

ていたが， 1979年以降はこれが逆転している o 春漁は漁獲レベルの変動が大きいが，秋漁は小さい。経

月変化は，経年変化の特徴を考慮し， 1965-1979年と1980-1995年の2つの年代に分けてそれぞれの平

均月別漁獲量を比較すると，両年代とも 5-6月頃に漁獲が少なく，年の前半の春漁と後半の秋漁に漁

況が分かれる。しかし， 1965-1979年の平均では3月および9月に山があり， 3月が高かったのに対し，

1980-1995年の平均では 1月， 8月および10月に山があり 8月および10月の秋漁の山が高いことに加

え，山の出方にも違いがあった。

②.富山県沿岸のカタクチイワシの漁況ー2 漁獲物の体長からみた特徴ー(内山)

富山県水産試験場が調査した1972-1977年および1992-1995年のBLの測定結果を検討すると， 3つ

のグループが出現する年が多いと恩われる。 lつは4-6月のBL12個以上の大型群(1群)である。

これは，成熟群と考えられる o 2つはI群よりやや遅れ4-7月に出現するBL7-10cmの中型群 (ll群)

である o 3つはさらに遅れて8-10月に出現する小型群(ID群)である o 1群を満1才の春生まれ産卵

群と考えると， II群は秋生まれ索餌群， m群は春生まれ索餌群と考えられる。月別漁獲量と併せてみる

と 1群が1-4月の1つ目の山に対応する可能性がある。 E群は1977年を除き明らかな漁獲のまとま

りと対応しない。皿群は7-12月の2つ目の漁獲の山に対応している o これらのことから，春漁は春生

まれ群の成熟群によって 秋漁は春生まれ群の索餌群によって構成され，秋生まれ群が富山県沿岸の漁

獲に占める比率は通常は小さいことが推定されるo ただしこれらの点については，さらに詳しい検討が
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必要である。

③.物理環境とカタクチイワシ漁獲量の検討ー 1• 富山湾内の流動と漁獲量の相関ー(内山)

1964-1994年のカタクチイワシの1-6月合計漁獲量(春漁)ないしは7-12月合計漁獲量(秋漁)

(水産試験場資料)を目的変数，富山湾内の沿岸定線(二一 7線)のStn.8とStn.2のダイナミツクデ

プスアノマリーの差を説明変数として相関分析を行った。春漁は前年9月との負の相関 (5%有意)を

除き，説明変数と目的変数の聞に有意な相関は認められなかった。また，傾向的なパターンも認められ

なかったo 秋漁は有意な相関は認められず，また，傾向的なパターンも認められなかった。

④.物理環境とカタクチイワシ漁獲量の検討ー2. 鉛直混合強度と漁獲量の相関一(内山)

1964-1994年のカタクチイワシの1-6月合計漁獲量(春漁)ないしは7--12月合計漁獲量(秋漁)

(水産試験場資料)を目的変数，富山湾内の沿岸定線(二一 7線)の17定点平均水温の50mと150mの差

を説明変数として相関分析を行った。春漁では説明変数と目的変数の聞には，鉛直混合が強まる前年11

月~当年4月に有意ではないものの負相関の傾向があった。このことから，鉛直混合が強いほど春漁が

多い傾向にあるo ただし，説明変数が単に鉛直混合の強度を示すのではなく， 50m水温の低いことを反

映している可能性があり，水温との関係をより詳しく吟味する必要がある。秋漁は2月の正相関を除き，

有意な関係はなかった。秋漁が春生まれ群に由来するとしたとき，発生時期以前のこの正相関の合理的

解釈は難しい。

⑤.物理環境とカタクチイワシ漁猿量の関係ー3.河川流量と漁獲量の相関一(内山)

1974-1984年のカタクチイワシの 1-6月合計漁獲量(春漁)ないしは7-12月合計漁獲量(秋漁)

(水産試験場資料)を目的変数，富山県内の 1級5河川の合計流量(月毎の日平均値， m3/sec)を説明

変数として相関分析を行った。春漁は正相関の場合が多く，特に前年9月とは相闘が高かったが，有意

ではなかった。春漁が春生まれ産卵群であるとすると 前年の未成魚期の索餌条件を反映している可能

性がある。秋漁は漁期の 1年以上も前の前年2-7月に正の相関の傾向があり 5月とは5%水準で有

意であるが，秋漁が当年春生まれに由来するとすれば，発生時期以前のこの相関の合理的解釈は難しい。

⑥.他魚種の漁獲量とカタクチイワシ漁獲量の関係(内山)

1985-1995年のカタクチイワシの 1-6月合計漁獲量(春漁)ないしは7-12月合計漁獲量(秋漁)

(水産試験場資料)を目的変数，競合や捕食の可能性のある魚種の漁獲量を説明変数として相関分析を

行った。春漁はスルメイカおよびヤリイカと正相関の傾向があり，スルメイカとは 1%水準で有意な相

関があった。一方マサパ，タチウオ，マアジ，マイワシ，フクラギ，アカカマスとは負の相関の傾向が

あったが，すべて有意ではなかったo スケトウダラおよびヒラメとはほとんど相関がなかった。富山県

沿岸では1-4月にスルメイカの漁獲量が多いので，この時期スルメイカの捕食を受けているとすれば

負相関となることが予測されるが，結果は逆であった。他の多くの魚種と負相関の傾向があったことは，

カタクチイワシの被食者としての位置付けを示している可能性もある。秋漁はタチウオ，フクラギおよ

びヒラメと正相関の傾向があり，フクラギとは5%水準で有意であった。一方マサパ，マイワシ，スル

メイカ，スケトウダラと負相関の傾向があったがいずれも有意ではなかった。マアジ アカカマスおよ
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ぴヤリイカとはほとんとε相関が無かった。富山県沿岸では8---12月にフクラギの漁獲量が多く，有力な

捕食者と考えられるが，春漁対スルメイカの場合と同様，予想とは反対の結果であった。これらの結果

だけから競合や捕食の関係があったと結論付けることはできないが，春漁対有力な捕食者と思われるス

ルメイカ，秋漁対フクラギで正相関があったことは，カタクチイワシの存在が冬漁のスルメイカや秋漁

のフクラギの来遊条件の一つの可能性もあるo

⑦. 1995年4.......12月の富山湾におけるカタクチイワシ卵および仔稚の分布(林)

1995年4月4---5日(以下 4月の調査という)， 4月27---28日(以下， 5月の調査という)， 5月30

---31日(以下， 6月の調査という)および9月25---27日(以下， 10月の調査という)に富山湾の32定点

において 7月3---5日(以下， 7月の調査という)， 8月1-3日(以下， 8月の調査という)およ

び8月30---9月1日(以下， 9月の調査という)に富山湾の6定点 (Stn.2，11，13，26，34，38)において，

11月6---7日(以下， 11月の調査という)に3定点 (Stn.2，11 ，26)において， 12月4---6日(以下，

12月の調査という)に2定点 (Stn.2，11)において，改良型ノルパックネット(網目345μm)による

150m深からの鉛直曳を実施した。採集物からカタクチイワシ卵および仔魚を選別し 卵についてはA

---cの3発生段階別に，仔魚については前期および後期仔魚に分けて計数した。カタクチイワシ卵およ

び仔魚は， 1995年4，11および12月には出現しなかった。 5月には，能登半島飯田湾沿岸の 1定点のみ

に発生段階初期のAステージの卵が多く出現し それよりやや沖合の2定点に発生段階後期のCステー

ジの卵がわずかに出現した。仔魚は，卵の出現した定点より能登半島沿いに富山湾奥に向かった定点に

わずかに前期仔魚が出現したのみであった。 6月には卵および仔魚とも出現数は増大し，卵の出現は，

能登半島先端と富山県と新潟県境を結んだ線を境に富山湾側と佐渡島寄りの海域に分かれる傾向がみら

れた。発生段階初期卵 (Aステージ)は富山県氷見市沖と新潟県糸魚川市沖の2定点で多く，両海域と

もほぼ閉じ出現量であったが 発生段階後期卵 (BおよびCステージ)は佐渡島寄りの海域での出現量

が多く，特に新潟県上越市沖の定点での出現量が多かった。仔魚は前期仔魚の出現は少なく，後期仔魚

の出現が，特に能登半島先端部沿岸域で多かった。仔魚の出現は佐渡島寄りの海域で極めて少なかった。

7月には，卵は発生初期のものが富山県黒部市沿岸の定点でわずかに出現したのみであった。前期仔魚

は新潟県名立町沿岸の定点でわずかに出現したのみで 後期仔魚は能登半島先端部の定点，能登半島内

浦の小木町沿岸の定点および富山県黒部市沿岸の定点で出現した。 8月には，卵は発生後期のものが富

山県と新潟県の県境沿岸の定点で出現したのみで，仔魚は調査された 6定点の内の 4定点で出現したが，

その量は7月より減少した。 9月には，調査された6定点の内の 1定点で卵が， 3定点で仔魚が出現し

た。 10月には，卵は能登半島の先端部から能登島にかけての内浦沿岸海域，富山湾奥東部の沿岸海域お

よび新潟県糸魚川市沿岸域に出現したが， 6月の出現量と比較すると極めて少なかった。仔魚の出現域

は卵のそれと同様に大きく 3か所程に分かれたが，卵より少し沖合の定点にも出現した。出現量は卵と

同様に6月より極めて少なかった。

⑧.カタクチイワシ卵および仔魚の分布量の経年変動(林)

1981---1995年の4---6月および10-11月に富山湾沿岸定線海洋観測時に実施された採集調査(月 l回，

定点数26，⑮Bネット・ノルパックネット・改良型ノルパックネット(実施年により採集ネットが変化，

網目345μm)，150m深からの鉛直曳)で得られた採集物からカタクチイワシの卵および仔魚を選別し，
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計数した。

1981-1995年の4-5月に出現した卵および仔魚は少なく， 10月のそれらは11月より多かったo調査

点当たり並びにろ水量100m3当たりの卵および仔魚の出現数を用いて，6月と10月の経年変動をみると.

6月の卵の出現数は1981-1988年までは26.8(1982年)-104.2 (1983年)の範囲にあったが， 1989年

から1990年にかけて243.8まで増大し， 1991年には前の水準の38.3まで減少した。その後，再び1993年

の375.5まで増大した後， 1994年には6.2まで激減し， 1995年も21.0と低い水準であったo 10月のそれは

1983年と1984年にそれぞれ32.0と85.3の山を形成したが，その後は3以下の極めて低い水準であった。

6月の仔魚の出現数は1981年以降，徐々に増加する傾向が続いており， 1995年のそれは70.3となったが，

1990年は123.7という極めて大きな山となっている。 10月のそれは1984年に100.7の山を形成したが，そ

れ以外は15以下の値で推移している。

⑨.富山湾およびその周辺海域におけるホタルイカ仔稚量とカタクチイワシ仔魚量との関係(林)

1981-1995年の4--6月に富山湾沿岸定線海洋観測時に実施されたホタルイカ産卵調査(月 1回，定

点数26，⑮Bネット・ノルパックネット・改良型ノルパックネット(実施年により採集ネットが変化，

網目345μm)，150m深からの鉛直曳)で得られた採集物からホタルイカ仔稚およびカタクチイワシ仔

魚を選別し，計数した。 1990年を除くと，ホタルイカ仔稚数が多ければカタクチイワシ仔魚数も多くな

る傾向が認められた。この結果のみから 餌をめぐる競合の有無を判定することは困難であるが，仔稚

魚量の種々の変動要因の中で餌について注目すると 餌が非常に豊富であることにより，いずれの仔稚

魚とも正の相関を示したとの考え方も可能であろう。

3.海洋観測結果に関連して

①.富山湾の海洋環境-1 平均的な水温・塩分の季節変化ー(内山)

富山湾を南北に縦断する鉛直断面(沿岸定線二一7線のStn.6-Stn.l1)の水温および塩分の鉛直プ

ロフィルを検討した。資料は， 1953年4月から1986年12月までの34年分の平均値を用いた。

水温は浅いほど季節変化が大きく，表面付近では3，4月の10t台から8月の28t台まで変化し， 300 

m深では周年1t台で季節変化が小さい。 150m以浅では3.4月に最低水温， 8.9月に最高水温を示す。

表層等温層は3，4月に150m深までおよぶ。 100m以浅では5-10月に季節躍層が形成される。季節躍層

の鉛直傾度は8，9月に最大になる。一方150--300m深では5-7月にこの深さの年間最高水温， 10月に

最低水温が現れる。 150-300m深に存在する主温度躍層の鉛直傾度は， 10月前後に大きく， 3-7月に

小さくなる。

塩分は，流入河川水の影響を受ける表面付近では季節変化が大きいほか，およそ10-300m深でも対

馬暖流水の出現に伴う顕著な季節変化がみられるo 表面付近では河川水の影響が大きい湾奥側がいつも

低塩で，梅雨末期の7月に年間最低塩分流入河川水が少ない冬季(1 --3月)に年間最高値があらわ

れる。 10mから300m深近くでは，周年この範囲のいずれかの深度に塩分極大層が存在し， 6 -12月は

相対的に明瞭で， 1 --5月は不明瞭である。塩分極大層の塩分値は2-4月に最低 8月に最高値を示

す。 6月には年間で最も浅い50-75m深に塩分極大層が形成される。その後月を経るに従い極大層の深

度が増し， 12月には150--200m深となるo この水は，対馬暖流中核水に相当すると考えられる。
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表層の河川水由来の低塩水および対馬暖流中核水の塩分変化とは別にt 8月には約40m以浅に34以下の

低塩な海水が現れるo この水は12，1月には年間最大の現存量を示し，約100m以浅を占めるようになる。

これは，対馬暖流表層水に相当する水と考えられる。対馬暖流表層水の分布量の増大と，対馬暖流中核

水の深度の増大は平行して進行するようにみえるo 2 --7月は対馬暖流表層水の分布深度は浅くなり，

分布量が減少する。

水温と塩分を同時にみると t 5 --8月の水温上昇期に高塩分水の分布量が増大する。 8月から12月の

最高水温期から降温期にかけて低塩分水の分布量が増大する。またこの期間中の10月に200m深では年

間最低水温となる。さらに 1--4月の表層混合層が発達する時期に低塩分水の分布量が減少する。この

時期100-300m深では塩分極大層が不明瞭となるがt 200m深を中心としたこの水深の水温は年間最高

になる。

②.富山湾の海洋環境ー2 平均的な流動パターンー(内山)

漁業生産の場である富山湾の平均的な流動パターンを内山(1993)から概観する。 1953年から1986年

までの34年分の水温・塩分の観測資料に基づき t 300db面基準の20db面の季節毎の平均的な力学的高低

面図をみると t (1)湾外ではt 5月から 8月の聞は南向き t 12月から 4月の聞は東向きの，かなり安定

した流動パターンが見られるがt 9月から11月の聞は不明瞭となること ( 2 )湾内では，反時計回り方

向の流動パターンが見られることが多いがt 5・6月を除いては安定性が小さいこと t (3)湾内への海水

の流入はt 5月から 8月までが活発でt 9月から 4月の間不活発になるといえる。

③.富山湾の海洋環境ー3 1995年の観測結果一(内山)

【水温および塩分の季節変化】 0，50，100m深の富山湾内の17定点の平均水温は3，4月に10t台の年間

最低水温を示した。 Omは9月に2TC台 50m深は9月に23t台 100m深は11月に17t台の年間最高水

温を示した。 200m漆は1，5月に9t台の高極t 11，12月に4t台の低極を示した。 Omの平均塩分は2，4月

に33.7前後の高極t 7月に31.4台の低極を示した。 50m深は7月に34.3台の高極， 11月に33.06の低極を

示した。 100m深は9月に34.5台の高極 12月に33.6台の低極を示した。 200m深は 1月に34.2台の高極，

9月に34.07の低極を示した。平年(1961--1990年の平均値)と比べた水温は 5 --8月の表面を除き

平年並みからやや高めの値であった。平年に比べた塩分は， 4 --6月の表面が平年より高かった。また

9 --12月の表面および、50m深が平年より低かった。

【鉛直断面】 水温断面では4，5月に約150m深以浅に10--11t台の表層等温層がみられた。 6月から

約50m深以浅に季節躍層が形成され 10月まで認められた。表層等温層は9月の表層から形成されはじ

めt 12月には約100m以浅が16t台t 1月には最大で150m以浅が12t台となった。 200m深では 6月に

9t台を示したが その後10月に 2t台まで低下し最低となった。 11月には 5t前後に上昇し， 12月に

は2--4t台 1月には11t台の測点もあった。

塩分断面では湾奥表層に河川起源の低塩水が周年みられた。 50--200m層には 分布量と分布深度およ

び塩分値が季節変化するものの塩分極大層がみられた。極大層の塩分値は4月に34.2台で最も低かった。

34.5以上の水は6--10月に現れ 8月の分布量が最大であった。塩分極大層の分布深度は6月に50m深

と最も浅く， 12月に100m深になるまで連続的に深くなったo さらに 1月には200-250m深に34.2台の

極大層が分布していた。この1996年1月の極大層の分布形状は Stn.22を頂点とする山牙三構造を示し，
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水温断面の等温線の構造と一致した。表層の34以下の低塩な水は８月に出現し分布深度を増し，１月に

は約150ｍ以浅を占めた。断面でみた水温および塩分の季節変化パターンは，出現時期や鉛直的な層重

構造において平均的なパターンと大きな隔たりはなかった。ただし，1996年１月で，低塩水の分布量が

多く，塩分高極の分布深度が深いことが特徴であった。

【地衡流パターン】1995年４月から12月までの観測結果を用い，300db面基準の20db面の力学的高低図

を作成した。４～７月は大きくみて反時計回りに湾内に海水が流入するパターンがみられた。８～12月

はいくつかの渦構造が現れて反時計回りのパターンが崩れる傾向があった。10,11月には能登半島先端

と佐渡島の間に高気圧性のパターンがみられた。流動パターンの季節変化は，平均的なそれと大きな隔

たりはなかった。

【水温・塩分の定地観測】観測期間中，水温は４月上旬の10℃台の最低値から８月中下旬の27℃台の最

高値まで上昇し，１１月下旬の17℃台まで再び低下した。４～９月上旬頃までは氷見の水温値が滑川を上

回ることが多く，以降は連続して現れる傾向的な差はなかった。これは，氷見と滑川の取水口の水深が

異なり，水温上昇期では季節躍層の形成に伴う深さによる水温差を，下降期では表層混合層の発達に伴

う海水の均質化を反映したものと思われる。両観測点とも１ケ月以内の短周期的な水温変動がみられる

が，氷見の水温は，滑川より相対的に大きな変化をし，その周期も短い。これは，ごく沿岸に分布する

海水の挙動の地域による違いを反映した結果と考えられるが，両者の変動パターンの違いは取水口深度

の違いによる可能性もある。

塩分では，降水や河川水の影響とみられる突発的な塩分低下が７月中旬から９月中旬を除く時期にみ

られた。このような突発的変化を除くと，４月上旬に34.0台の最高値を示した後，７月上旬まで大きな

変化がない。ところが７月10日前後に急激な塩分低下が起こり，７月下旬には32台となった。３２台の塩

分値は10月上旬まで続き，１０月中旬から下旬に上昇し33台となった。この継続的な塩分の低下は，対馬

暖流の低塩分水の出現を反映している可能性がある。氷見と滑川を比べた塩分値は，水温の場合ほど傾

向的な差はみられない。１ケ月以内の短周期的な塩分変化は，水温同様にみられるが水温の場合より不
明瞭である。

水温と塩分を併せてみて，明らかな変化傾向の一致はみられない。また氷見と滑川を比較して，変化
傾向の明瞭な時間差はみられない。

④．富山湾におけるクロロフィルａの分布（辻本）

分析方法は海洋観測指針にもとづく抽出蛍光法によった。なお，漁紙はＧＦ／Ｆを用いた。1995年７

月から11月の表層0ｍにおける水平分布では，クロロフィルａは湾東部の沿岸域に濃度の高い分布が見

られた。これは，神通川をはじめとする河川水由来の栄養塩の添加により植物プランクトンが増殖し，

かつ，湾内の反時計回りの流動パターンによって湾東部に広がった結果であると考えられる。湾西部に

おいては大河川が存在しないため湾東部に比較して低濃度となっていたと考えられる。

Ｓｔｎ６，８，１０，１１の断面における鉛直分布では，どの月も富山市側のSta､６の表層において濃度の

高いクロロフィルａが観測された。これは，神通川を主とした河川水の影響によるものであろう。８月

のクロロフィルａ鉛直分布は，水温躍層の発達が見られたため50ｍ層にクロロフィルａの極大が観測さ

れた。これは，夏期においては水温躍層が発達し鉛直混合が抑制されるため栄養塩の供給が少なくなり

表層城での植物プランクトンの増殖が抑制されたためと考えられる。９．１０月には表層と50ｍ層に濃度の
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11月のでは水温躍層がくずれ鉛直混合がおこり下層からの栄養塩供高いクロロフィルａが観測された。１１月のでは水温躍層がくずれ鉛直混合がお〔

給があったために表層に濃度の高いクロロフィルａが観測されたと考えられる。

【調査。研究結果登載印刷物等】

平成８年度第１回漁場生産力モデル開発基礎調査検討会資料

日本海区水産研究所研究報告（予定）
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四 栽培漁業開発試験

1 新栽培漁業対象種開発研究

堀田和夫

(1 ) ギジハタ種苗生産試験

【目的】

富山湾で漁獲されたキジハタ親魚から自然、産卵した受精卵を用い，飼育試験を実施し，本種の種苗生

産技術に関する基礎的知見を得る。

【方法】

① 親魚及び採卵

採卵に用いた親魚はt 1992年10月に氷見市の小型定置網で漁獲された54尾(全長23.0-37.2cmt 体

重180-870g t 雌雄尾数は不明)で，当水産試験場の飼育室内の角形コンクリート45m3水槽で本年ま

で継続飼育しているものを用いた。親魚には冷凍魚及び冷凍イカを毎日または隔日に飽食量給餌した。

飼育水温は10.6-28.3tの範囲であった。

採卵は7月26日から10月6日まで8月17日 18日 19日 9月27日 10月1日 2日を除き毎日行

いt 15時から翌朝9時の間，オーバーフローさせた飼育水をナイロンネットでろ過して集卵した。

② 種苗生産試験

仔魚の飼育は，角形FRPO.5m3t 1 m3水槽及び、円形パンライト0.5m3で行った。飼育水はふ化後11日

固までは止水とし，飼育水にナンノクロロプシス培養液を濃度が50-100万セル/niになるように添

加した。また，飼育水の汚れぐあいにより適宜換水した。ふ化後12日目以降は流水とし，仔稚魚の成

長とともに注水量及び通気量を除々に増量した。水槽の底掃除は，汚れ状況に応じて適宜行った。飼

育水の水質状況を把握するために水温及ぴ、pHを毎日測定した。

餌料はタイ国産S型ワムシ(以下タイ国産ワムシ)，シオミズツポワムシ(以下ワムシ)及びアル

テミアふ化幼生(以下アルテミア)を使用した。タイ国産ワムシ，ワムシ及びアルテミアは，ナンノ

クロロプシスで二次培養して給餌した。

【結果の概要】

① 親魚及び採卵

平成7年7月18日に産卵を確認したが， 7月26日から採卵した。図-1に日別の採卵状況を示した。

7月26日から10月6日までの総採卵量は， 585.7 g (4，000-4，300粒/gで平均4，150粒/gとして計

算すると243.1万粒)であり，日別採卵量はo-106 g，そのうち浮上卵は0-7gであったo 1993年
には本試験に用いた親魚群から1.446.7万粒(日別採卵量は0.2-193.7万粒 そのうち浮上卵は 0-

64.1万粒t 3，100-4，930粒/g)の採卵を行っているので，これと比べると総採卵量で16.8%と非常

に少なく，浮上卵も少なかった。キジハタ親魚は養成中に雌から雄に性転換することが知られている
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が，田中ら(1990)によれば雌が減少し性比が偏ると，過剰な雄が正常な産卵行動を妨げるために採

卵量の減少及び受精率の低下をもたらすとしている。本試験においても，親魚が成長(魚体測定は実

施していなし、)し 雌が雄に性転換したことが採卵量の減少につながったものと考えられた。

② 種苗生産試験

種苗生産試験は13回実施し その結果の概要を表ーlに示した。 13回のうち10固まではふ化後10日

以内に，最長でも29日で全滅し，稚魚に至るまでの生産ができなかった。この原因としては，ふ化後

の初期に発生する大量へい死 いわゆる浮上へい死があげられる。浮上へい死の原因については，卵

質，水面照度，油膜，通気量等が考えられている(日栽協等)が，本試験ではいずれも確認できなかっ

た。今後，親魚養成を含め，これらについて検討していく必要がある。
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表-1 種苗生産試験結果の概要

生産国次 収容卵数(粒) ふ化率(%) ふ化仔魚数(尾) 生残日数

l 14，700 34.0 5，000 ふ化後4日

2 20，000 31.3 6，250 ~ 8日

3 20，000 27.5 5，500 。5日
4 28，000 54.5 15，250 。4日
5 8，600 15.1 1，300 。29日
6 4，300 34.9 1，500 ~ 16日

7 2，200 11.4 250 。9日
8 2，200 11.4 250 ~ 9日

9 8，600 57.0 4，900 。22日
10 8，600 41.9 3，600 。7日
11 8，600 7.0 600 。5日
12 30，100 16.6 5，000 ~ 4日

13 1，300 46.2 600 。5日
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(2)コチの親魚養成試験

【目的】

次年度に行う予定の次期新栽培対象種であるコチの種苗生産試験に必要な受精卵を得るために，天然

親魚を採集して養成を行う。

【方法】

平成７年６月29日から７月21日の間，富山市四方市場から刺網で漁獲された天然コチ親魚17尾（全長

は38.3～55.6cm，体重は430～1,3109）を採集し，屋内角形コンクリート4.2㎡水槽へ収容した。飼育水

槽には最初底に砂を敷いたが，底の汚れがひどいことから砂を敷かない同容積の別の水槽へ移した。し

かし，コンクリートとの接触により体表に傷が形成されたので，底の全面に塩ビ板を敷いた。

餌料は生鮮マアジ，生鮮カタクチイワシ，冷凍イカ，冷凍マアジ及び冷凍カタクチイワシを使用した。

【結果の概要】

採集した天然コチ親魚を飼育水槽に収容後，数回のニフルスチレン酸ナトリウムでの薬浴を実施した

ところ漁獲による体表の傷は治癒した。当初，生息環境に合わせるため，水槽の底に砂を敷いて飼育し

ていたが，底掃除が不便であるのと底の汚れがひどいことから，飼育管理の上で砂を敷かない方がよい

と思われた。砂を敷かない水槽での飼育では，コンクリートの底面との接触により体表に傷が形成され

たが，底に塩ビ板を敷くことにより，体表の傷が解消されたことから，コチは底が滑らかな水槽で飼育

することが望ましい。

平成７年７月頃から体表，鰭に寄生虫（寄生性カイアシ類ツプムシ科の一種）がみられるようになり，

８月Iこへい死した個体を観察すると口腔内にも多数の寄生虫が付着していた。この寄生虫が口腔内に多

数寄生したことにより摂餌せず，衰弱してへい死したものと考えられた。

平成８年３月末現在の生き残り尾数は，１１尾で生残率は64.7％であった。刺網での漁獲の影響及び市

場にならぶまでの管理の仕方による影響でへい死したもの３尾（採集当日へい死)，寄生虫でへい死し

たもの２尾，原因不明のへい死１尾であった。

これまでの育成で問題となるのは寄生虫と考えられ，簡単な寄生虫の駆除方法がみあたらないので，

今後の親魚育成に注意する必要がある。コチ親魚は，今でも人に馴れることがないので，神経質な魚と

推察されることから，ストレスを与えない飼育が必要と考えられた。

【調査・研究結果登載印刷物等】

なし
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2 クロダイ放流効果実証調査事業

堀田和夫

【目的】

平成5年度から富山沿岸域クロダイの資源増大を目的として種首生産と放流を開始し，目標放流尾数

は50mmサイズ15万尾となっている o これらの種苗を放流して効率的に資源に添加させるためには，適正

な放流場所，放流サイズ，放流時期，放流量等を明かにしていかなければならない。しかし，富山湾に

おけるクロダイの生態及び資源についての知見は乏しく，基礎データも不足しているo 本年度は放流後

の移動，分散，成長等を明かにすることを目的としt 50mmサイズの放流と採捕調査及び100mmサイズの

標識放流を行った。また，放流方法の検討及び放流効果の判定のための基礎データとして，漁業生産の

実態を把握する必要があるので漁獲実態調査を行った。

【方法】

(1) 50mmサイズの放流と追跡

富山県栽培漁業センター(以下センター)で種苗生産された50mmサイズのクロダイ稚魚の背鰭を切

除し，これを標識としてFRPO.8m3水槽2基で輸送し，平成7年9月12日に氷見市小境地先へ4，122尾，

滑川市荒俣地先へ4.915尾を波打ち際に放流した(図ー1--2 )。放流魚の魚体は，平均尾叉長57.3mm

(尾叉長範囲41.0--82.5mm)，平均体重は3.64g (体重範囲1.11--10.48g )であった。

放流魚の追跡は，平成7年10月13日t 11月16日及び12月21日の3回投網による採捕調査を行った。

(2) 100mmサイズの標識放流と追跡

センターで種苗生産された50mmサイズのクロダイ稚魚をセンター及び、水産試験場で100mmサイズま

で中間育成し，この稚魚に15mm赤色及び白色アンカータグを装着してFRPO.8m3水槽 2基で輸送し，

平成7年12月6日に氷見市小境地先へ10.076尾 (15mm赤色アンカータグ)，平成7年12月8日に滑川

市地先荒俣及び滑川漁港周辺へ10.227尾(15mm白色アンカータグ)を波打ち際に放流した(図ー1--

2 )。氷見市小境地先放流群の魚体は，平均尾叉長10.4cm(尾叉長範囲8.1--12.9佃)，平均体重23.3g 

(体重範囲10.6--43.8g )で，滑川市地先では平均尾叉長10.4佃(尾叉長範囲8.1--12.9cm)，平均体重2

4.5 g (体重範囲10.6--48.0g )であった。標識魚の追跡は，漁業者等からの再捕報告を待つ方法と氷

見及び‘滑川市場での探索を行った。
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(3)漁獲実態調査

氷見，新湊及び魚津市場おける漁業種類別，月別，漁獲量及び漁獲金額を北陸農政局富山統計情報

事務所高岡出張所及び各漁協で聞き取りを行った。

平成７年１月から平成８年３月まで氷見，新湊及び魚津市場において月に１～４回の頻度で，原則

としてその日水揚げされたクロダイ全数の尾叉長を測定した。１箱及び山盛りにされている場合には，

一部を抽出して測定し，抽出率で引き延ばした。
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【結果の概要】

（１）５０mmサイズの放流と追跡

氷見市小境地先の採捕調査では，平成７年10月13日に34尾採捕されたが，その内天然魚と思われる

ものが６尾，放流魚が28尾であった。採捕魚の大きさは，放流魚で平均尾叉長58.7mｍ（尾叉長範囲

46.0～81.0mm)，平均体重4.569（体重範囲2.0～10.49)，天然魚と思われるもので平均尾叉長63.0ｍｍ

（尾叉長44.0～75.0mm)，平均体重5.289（体重範囲2.1～7.49）であった。放流魚の成長はあまりみら

れなかったが，天然魚と放流魚の大きさには大きな差はみられなかった。この採捕は波打ち際のみの

で行ったものであり，この影響によるものと考えられた。１１月16日では放流魚２尾が採捕されたが，

大きさは尾叉長57.0mm，73.0mm，体重3.69,8.29で成長はみられなかった。12月２１日では採捕され

なかった。滑川市荒俣地先の採捕調査では，平成７年１０月13日，１１月16日及び12月21日の３回の調査

でいずれも採捕されなかった。

氷見市小境地先の底質は砂であるが，滑川市荒俣地先は玉石及び砂利であり，氷見市小境地先で採

捕があって，滑川市荒俣地先で採捕がなかったことから玉石及び砂利場では移動，分散が砂場より大

きいと考えられた。また，氷見市小境地先で12月21日に採捕されなかったのは，水温の低下に伴い波

打ち際から深所へ移動したものと考えられた。

背鰭切除魚はその切除の仕方によって再生し，天然魚と識別不能になるものがある。背鰭切除魚の

一部を継続飼育したところ，再生率は平成７年10月12日20.4％，１１月15日24.8％，１２月２８日24.8％で

あった。放流後の再捕率等を試算する場合には，考慮する必要がある。

今回の調査は，回数も少なく，また，波打ち際のみでその範囲も狭かったので，今後調査回数，調

査範囲を検討する必要があると考えられた。

(2)100mmサイズの標識放流と追跡

平成８年３月末現在の再捕尾数は氷見放流群では２尾であり，平成８年１月５日に氷見市地蔵町沖

１尾（10.0cm，刺網，約７km)，平成８年２月13日氷見市宇波沖１尾（１０．２cm，小型定置網）であっ

た。滑川放流群では11尾であり，滑川漁港一文字堤で平成８年１月５日に1尾（１１．３cm，釣り），１

月６日に10尾（10.3～13.5cm，釣り）であった。１尾を除き放流場所付近での再捕であり，移動距離

は１km以内であった。再捕率はそれぞれ0.02％，0.1％であった。３月末での放流魚の大きさは，放

流時とほとんど変わらず，まだ漁獲対象になっていないと考えられるので，今後の再捕に期待したい。

(3)漁獲実態調査

平成７年のクロダイの漁獲量は，氷見地区の大型定置網で7,120kg，小型定置網で34,895kg，地曳

網30kgであり，小型定置網が全体の83.0％を占めた。また，４～６月に年間の94.3％が漁獲された。

新湊地区では大型定置網で4,890kg，魚津地区では大型定置網で1,117kgの漁獲があった。刺網等の漁

獲は，定置網と比較すると少なかった。

図－３～５に氷見，新湊及び魚津市場におけるクロダイ尾叉長測定結果を示した。尾叉長１０～54ｃｍ

の範囲のクロダイが漁獲されていた。大阪府水試等（1985）の報告から推察するとＯ～16歳魚が漁獲

されていと思われ，主体は２～５歳魚であると考えられた。
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【調査・研究結果登載印刷物等】

なし
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３造成漁場調査研究

(1)滑川地先造成漁場等調査

藤田大介

【目的】

滑川市地先の人工魚礁とアワビ増殖場の現況を把握するとともに，テングサ投石漁場におけるマクサ

の状況を調べ，今後の効率的な増殖手法及び効果判定手法の開発のための参考資料とする。

【方法】

(1)人工魚礁調査

平成８年３月19日に，高塚地先の水深30ｍ付近に設置されている人工魚礁群（昭和54～56年設置）

でスキューバ潜水を行い，目視観察及び水中写真によって施設の現況と魚の蛸集状況を調べた。

(2)アワビ増殖場・テングサ漁場調査

平成７年４月13日，５月23日，６月２．２０日，７月24日，８月１日及び10月２日にスキューバ潜水

により，アワビ稚貝保育場（121.8ｍ×53.0ｍ，水深９～12ｍ，昭和56年造成。）内外の大型無脊椎

動物とテングサの分布・生育状況を調べた。また，アワビ増殖場の岸寄りに広がるテングサ漁場にお

いて，刈り取り後のテングサ回復状況を調べた。

分布・生育調査では，５月23日に増殖場の沖測，６月２日に増殖場内と岸側でライン調査を実施し

た。調査は例年と同様に実施し，異形ブロックまたはフトンカゴ帯から垂直に６本の測線（長さ各５０

ｍ，約20ｍ間隔）を張り，遊泳しながら幅２ｍの範囲で見つけることのできたアワビ，サザエ，キタ

ムラサキウニ，マナマコ，ヒトデ及びイトマキヒトデの各個体数を水中ノートに記録した。

【結果及び考察】

(1)人工魚礁調査

電柱魚礁には，特に異常は見られなかった。電柱の上にはキタムラサキウニやナマコが見られた。

岸に近いジャングルジム魚礁では，昨年鉄骨の一本が折れていたが，その後，損傷は広がっていない。

この魚礁で確認されたのは，メバルとクロダイだけであった。なお，ジャングルジム魚礁には古網が

かかっていた。これが魚礁を狙って入れたものか，流れて絡まったものかは明かではない。

(2)アワビ増殖場・テングサ漁場調査

①大型無脊椎動物の分布調査

アワビは，増殖場内側と岸側に若干見られたにすぎなかった。サザエは，増殖内では過去３カ年

増加傾向にあり，前年の倍以上の生息密度と推定された。増殖場外では，昨年と同様，沖側では殆

ど見つからず，岸側で若干認められただけであった。

キタムラサキウニは昨年７月以降大量へい死が始まり，９月には前年の20分の１以下にまで個体

数が低下し、壊滅状態となっていた。増殖場内では今年度も東側を除いてほとんど資源の回復が認

められていない。増殖場外については，岸側では全く認められなかったが，沖側では西側を中心に
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資源が回復しつつある。これらはいずれも殻径５cm前後で，大量へい死後に生まれた群とは考えら
れず，深所に移動して生き残っていた群と考えられる。

マナマコは，一昨年以来，ほぼ同様の生息密度で推移している。ヒトデ類は，増殖場内では昨年

５月の時点でキタムラサキウニに先立って減少していたが，今年度は回復傾向が認められた。
②サザエのゴーストフィッシング

増殖場内に古い刺網が２枚，引き上げられずに残っていた。網には50個体程度のサザエが絡まっ

ており，このうちのいくつかは貝殻だけになっていた。窒息したかタコなどの食害を受けたかはわ

からないが，資源管理上，古網は引き上げるべきものと考える。また，この古網が流れてきたか，

この場所に敷設されたものかは明かではないが，増殖場内での網の敷設は避けるべきであろう。
③マクサ刈り取りの影響調査

一昨年７月及び昨年５月に試験目的でマクサを刈り取った転石の植生変化の観察のみを行なった。

いずれも，マクサを手でむしり取った石，マクサをむしり取った後に石の面を擦って付着生物を可

能な限り除去した石，全く手を加えていない石（対照区）の３個が１組となっており，これらは隣
接している。

対照区のマクサはそれぞれ１年，２年を経過してやや衰退するものの，完全に消失することはな

く，マクサが株単位で多年にわたって生活していることがわかった。マクサをむしり取った石及び

表面を擦った石の上には，マクサの幼体が見られたが，群叢を形成するには至っていない。いずれ

の石にも，浮泥が堆積し，フクロノリ，ウスカワカニノテ，クサノカキなどのも認められた。また，

動物ではマナマコとウラウズガイが時折，試験石の上に出現した。ウラウズガイはマクサの幼芽を

摂餌している可能性もある。

④そのほか

なお，増殖場周辺では，昨年度以来，アカモクが減少しており，ほとんど海中林が認められてい

ない。アカモクは秋から伸び始め，冬に成長し高さ数メートルの海中林を形成した後，春先に枯れ

る。枯れたアカモクは倒木となるか，流れ藻となって，いずれも魚介類の餌料あるいは隠れ場所と

なる。これまで，増殖場周辺のアカモクについては成長を過去に追跡しただけで，分布・現存量調

査は行なって来なかったが，今後，監視してゆく必要がある。

増殖場沖側に配置されている異形ブロックの裏側の面には,ヤリイカの卵が産みつけられていた。

これは６月２日に見つかったもので，２０日には消失していた。これまで，増殖場内ではハゼ科魚類

とアイナメの産卵が確認されていたが，ヤリイカの産卵は初めて確認できた。ヤリイカの産卵は，

これまで，魚津市青島沿岸の同様な増殖場においても，やはり沖側の異形ブロックで確認されてい

る。

【調査・結果結果の報告】

調査完了後，結果をとりまとめ，滑川市商工水産課へ報告した。
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(2) 滑川地先海域環境調査

岡本勇次・大津 順

【目的】

滑川市からの委託により，吉田工業株式会社滑川市工場から排出される排水が海域に与える影響を調

査するために船舶を運行させ，気象を判断し，分析委託のための採水・採泥を行う o

【方法】

1 調査地点

高塚地先海域の大川河口より距岸200mの3点， 500mの3点及び1，000mの1点(底質を除く)の

計7点。

2 調査月日

採水:平成7年6月28日， 12月19日の2因。

採泥:平成7年6月28日， 9月6日， 12月19日，平成8年3月22日の4因。

3 調査項目(水産試験場担当分)

気象:風向，風力，波浪，ウネリ

水質:水色，透明度，塩分(表層及び、水深2m)

【調査結果の概要】

6月 9月 12月 3月

風向 NW NW SW SE 

風力 2 2 2-4 

波浪 。 1-2 

ウネリ 。
水色 15-16 7-8 6 6 

塩分 (Om) 23.0-27.0 28.0-28.5 29.0-30.4 25.0-30.6 

(2m) 26.5--28.9 28.4--29.6 29.4-30.4 31.6--33.1 

透明度 (m) 1.2-1.5 3.5-5 5 --7 5 -6.5 

【調査結果の報告】

滑川市市民生活課へ報告した。水質及び底質の分析は滑川市が委託した民閉会社が実施した。
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¥1 深層水有効利用研究

1 深海性有用生物種首量産技術開発研究

【目的】

小谷口正樹

富山湾におけるトヤマエピの近年の漁獲量はピーク時の 1/10前後と推定され，その資源も低い水準

で推移していると考えられる。この資源を増大させる最も有効な方法として，種苗の放流が考えられ，

大量の放流種苗を生産するための深層水を利用した親エピ養成技術および種首量産技術開発，ならびに

種苗を効率的に資源に添加するための放流技術の開発を図る。

【方法】

1 親ヱビ養成

富山湾においてかご漁法で漁獲された雄エピ40尾を1m3FRP水槽 (0.8X1.7XO.9m)に収容し，養

成した。飼育には深層水 (2-5'C)を用い，換水率は約8回/日としたo 餌料には配合飼料を用い，

次回の給餌時に残餌がみられる量を週に 1-2回投与した。

2 種苗生産

平成8年1-3月に石川県西海漁協に水揚げされた抱卵エピ 134尾を同年3月8日および13日に富

山県水産試験場に搬入し， 3 'c調温深層水で飼育した。 3月16日から24日にかけてふ化した幼生 415，

200尾をコンクリート水槽3面(容量 4.4m3水槽1面 10.8m3水槽2面)に収容し，深層水及び表層

水で飼育した。餌料にはアルテミアふ化幼生を使用し，飼育水1cc当り 3-5ケとなる量を日に 1回

投与した。

3 放流技術

平成7年6-7月にかけて 稚エピの放流適地の探索を目的に，富山市水橋地先の水深 147-308 

m地点にかごを 4回設置して 天然稚エピの採捕を試みた。かごの形状は40X40X65cmの直方体で，

網目の大きさは160径とした。餌にはベニズワイを使用し， 1かご当たり 2-3パイ吊るした。かご

とかごの間関は40mとし 25かごを一連とし 1回に2連づっ設置した。

4 資源生態

1 ) 漁獲統計調査

農林統計により， トヤマエピが含まれる「その他のエピ類Jの漁獲量及びその地区別漁獲割合を取

りまとめた。

2 ) 漁獲実態調査

滑川市場に水揚げされたトヤマエピの銘柄別割合，抱卵エピの尾数を調べるとともに，漁獲位置の

聞き取りを行った。

3 ) rしんかい2000Jによるトヤマエピの生態観察
(海洋科学技術センターおよび(社)日本栽培漁業協会小浜事業場との共同研究)

平成7年9月9日に富山市水橋地先の水深287-290m地点に平均体長134.5mmのトヤマエピ185尾を
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放流し，「しんかい2000」によってその行動を観察するとともに，放流地点近辺の天然エビの生息状

況を観察した。

【結果の概要】

１親エビ義成

富山湾産雄エビ40尾を約１年間養成し，この間の生残率は97.5％であった。平成８年３月現在の体

長範囲は10.6～145cmであるが，雌に性転換した個体はみられなかった。

２種苗生涯

平成８年３月末現在，約40万尾のゾエア２～３期の幼生を飼育中である。

３放流技術

かご縄による天然稚エビの生息生態調査を実施したがり天然稚エビは採捕されなかった。

４資源生態

１）漁獲統計調査

本県においてはトヤマエビ単独の漁獲統計はなく，「その他のエビ類」（クルマエビ，シラエビ，ホツ

コクアカエビ以外のエビ類）に含まれている。近年の「その他のエビ類」の漁獲量は最も多かった昭

和39年の漁獲量（339.1ｔ）の１／10以下となっている。その主な地区別の漁獲割合（Ｈ２～６平

均）は新湊地区が63.1％，滑川地区が19.1％，黒部地区が7.8％および魚津地区が5.7％であった。

２）漁獲実態調査

平成７年４月から同８年３月の滑川市場における銘柄別水揚げ割合は，小（体長11.5cm以下）が

48.6％，中（体長9.5～12.5cm）が25.5％’大（体長11.0～140cm）が24.6％，特大（体長14cm以上）

が1.3％であった。抱卵エビの漁獲尾数は６～８月が多く，主に富山市岩瀬沖および四方沖で漁獲さ

れていた。

３）「しんかい2000」によるトヤマエビの生態観察

視認できた放流エビはすべて横臥して衰弱した状態で，腹肢や胸脚を動かしている個体も認められ

なかった。放流時の表面水温が27.0℃と高かったことと，放流器の着底から放流まで１時間以上経過

していたために酸欠状態となり，放流エビが衰弱したものと考えられる。

放流地点付近で視認した天然エビは８尾で，その体長は50～100mmであった。視認した場所はほぼ

垂直な崖にある穴の中や亀裂部またはその周辺であった。水深は242～247ｍ，水温は２．０～2.1℃で

あった。

【調査結果登載印刷物等】

平成７年度特定海域新魚種定着促進技術開発事業報告書平成８年３月（印刷中）
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2 深海性有用生物生態学的研究

(1 ) ホタルイカの飼育試験

a 深層水によるホタルイカの飼育

林 清志

【目的】

これまでホタルイカは，表層水を冷却し飼育しでも 1週間程度しか生かすことができなかった。そ

こで深層水で飼育したときに，どの程度飼育期間を延長できるかを検討する。

【研究方法】

1995年4月11日， 4月25日及び5月16日に滑川市沖合の定置網で採集したホタルイカを深層水水槽

(水温約3CC，水量約1，000i ，流量約1，000i / h)で飼育し 生き残りを観察した。

【結果】

4月11日と25日にはそれぞれ2個の水槽に 5月16日には1個の水槽に20-56個体収容した。 3-5

日後に飼育個体の半数以上が死亡し， 5-7日後に全数が死亡した。 1993年5月12日に表層水を冷却し

て飼育した(水温約6CC 水量約750i 流量約1，500i / h，収容個体数37個体)結果では， 4日後に

半数以上が死亡し 7日後に全数が死亡した。したがって，冷却した表層水と深層水で飼育したときの

ホタルイカの生き残りには 大きな差のないことが明らかになった。

【調査・研究結果登載印刷物等】

なし
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b 高E水槽によるホタルイカの飼育

林 清志

【目的】

高圧水槽内でホタルイカを飼育したときの生き残りを検討する o

【方法】

1995年4月25日に滑川市沖合の定置網で採集したホタルイカを深層水水槽(水温 約3t，水量約

1，000 t ，流量約1，000t /h)に収容し， 4月26日に高圧水槽に30個体移し，その後の生き残りを観察

した。午後1時30分に高圧水槽のカバーを聞いて，深層水を約0.27m3入れ，その中にホタルイカを収容

した。圧力は午後3時25分に25kg/cniに達し，水量は約1m3になった。飼育期間中の圧力は25kg/cniと

一定で，流量は0.6-1.0m3/hで，水温は3.4-4.4tであった。

【結果】

4月27日には2個体のみが遊泳しており，その他のものは排水口の穴の中に入り込んでいた。泳いで

いる個体はその後の観察では認められなくなり，わずかに鰭や腕を動かしている個体のみとなり，収容

してから4日後に全ての個体の死亡が確認された。同時に採集され，深層水水槽で飼育していた個体と

比較すると，活力の低下が甚だしかったが，全数が死亡するまでの飼育期間に大きな違いは認められな

かった。

研究を進めるうえでの問題点等:観察窓が小さいため，死亡の確認が困難であった。排水口の穴を網

等でふさぎ，ホタルイカが入り込まないような工夫が必要であるo

【調査・研究結果登載印刷物等】

なし
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(2)ベニズワイの基礎的な生物学的特性の解明

武野泰之

【目的】

陸上に取水した日本海固有水（以下，深層水）でベニズワイを飼育して，生態の解明試験を行い，ベ

ニズワイの資源管理手法の技術開発と栽培漁業事業化の技術開発に係る知見を得る。

【方法および材料】

①一定時間空気中に暴露したベニズワイの生残り試験

べにずわいかにかご漁業では，すべての雌と甲幅9cm以下の雄は漁獲禁止になっており，これらは

甲幅9cm以上の商品サイズの雄に混じって船上に揚げられる。船上での選別後，漁獲禁止の個体は直

ちに再放流されているものの，その後の生残率がどの程度なのかについては不明である。そこで，漁

業と同様な方法で採取されたベニズワイを一定時間空気中に暴露させ，深層水に還元した後の生残率

を求める水槽での実験を行った。

水産試験場調査船立山丸を用いて，平成６年11月から７年２月までに各月１回，延４回のかにかご

試験操業で採取したベニズワイを，バラ氷をかけて冷蔵しながら，採取後約３時間かけて水産試験場

まで輸送した。さらに約２時間の生物測定を行った後に，雌雄別にそれぞれ異なる水槽に収容し，深

層水原水（2.5～5.0℃）で飼育した。餌料は与えなかった。死亡した個体はその都度取り出し，約１

カ月後に生残している個体を計数した。

②脱皮期，脱皮１回あたりの成長量と脱皮間隔試験

平成６年11月～７年３月までに採取した雄と未成熟雌を異なる水槽に収容し，７年３月20日～８年

２月まで飼育し，脱皮殻と脱皮直後個体の有無の観察を行った。深層水原水（2.5～5.0℃）をさらに

冷却した0.5℃冷却深層水（0.6～3.0℃）を用いて飼育した。餌料は，漁獲当日の新鮮なカタクチイワ

シを週１回を目安にして十分量与えた。残った餌料は1週間後に取り除くようにした。

③交尾・産卵行動観察試験

経産雌（１回以上産卵し，現在は外仔卵を有せず，卵巣が十分に発達している)，処女雌（未成熟

雌が脱皮した直後)，未成熟雌のそれぞれと成熟していると思われる雄とで，雌雄各１尾づつのペア

を小型水槽に収容した。

そのうち，８年２月22日夕方から翌日の朝まで雄と経産雌のペアの行動を，水中テレビとタイムラプ

スビデオで観察し，記録した。この実験は日本海区水産研究所底魚研究室と共同で行い，水中テレビ

とタイムラプスビデオは，日本海区水産研究所の機器を用いた。

④幼生ふ出観察試験

平成６年11月に採取した成体雌のうち，発眼している外仔卵を有する成体雌を深層水原水（2.5～

５．０℃）を用い飼育し，幼生のふ出の観察を行った。飼育期間中，成体雌とふ出した幼生には餌料を

与えなかった。

平成７年１～３月までに採取した成体雌のうち，発眼している外仔卵を有する成体雌を0.5℃冷却

深層水（0.6～3.0℃）を用いて，平成７年４月から飼育して，幼生のふ出の観察を行った。餌料は，

漁獲当日の新鮮なカタクチイワシを週１回を目安にして十分量与えた。残った餌料は１週間後に取り
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除くようにした。しかし，ふ出した幼生には，餌料を与えなかった。

平成6年12月22日にふ出した浮遊幼生の一部を，ベニズワイとズワイガニの幼生の検索方法を研究

している養殖研究所発生生理研究室に送付した。同研究室では，ビーカーに2500ccの飼育水に対し，

150個体のゾエア 1を収容し，ワムシ等を給餌しながら恒温室内で飼育した。飼育水は富山水試から

送付した深層水を用い.後に養殖研究所の取水海水を滅菌して用いた。

【結果の概要と考察】

① 一定時間空気中に暴露したペニスワイの生残り試験

一定時間空気中に暴露した後，深層水の水槽に収容したベニズワイの生残率を表-1に示した。

操業時気温と雌の生残率には相関関係は認められなかった。しかし，表面水温と雌の生残率には相

関関係が認められ，表面水温が10t;前後まで下降した場合，雌，雄ともに生残率は高かった。雌と雄

を比較した場合には 雄よりも雌の生残率が高かった。雌のほとんとeが最終脱皮後の成体雌であった

ことが高い生残率につながったものと考えられる。

表面水温が10t;前後まで下降する 1-2月に，漁獲したペニズワイを船上から速やかに再放流した

場合には，高気温および高水温にさらされる時聞が短くなることから，これより高い生残率が見込ま

れるものと考えられる。

表-1 採取後一定時間空気中に暴露した後に深層水で飼育したベニズワイの生残率

収容月日
操業時 表面 雌の生残率 雄の生残率

気温 ℃ 水温℃ 生残/収容 % 生残/収容 % 

11月17日 15.7 19.5 150/189 79 19/ 44 43 

12月21日 7.9 15.3 91/114 79 16/ 33 48 

1月18日 6.8 10.0 78/ 83 94 32/ 50 64 

2月21日 6.7 10.9 147/152 97 

② 脱皮期，脱皮1回あたりの成長量と脱皮間隔試験

各月毎に確認された脱皮殻を表-2に示した。

表-2 月別の脱皮殻確認個数

平成7年 8年
雌雄

3月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 2 

雌 1 (Fl) 3 2 2 6 

雄 2 (Ml) 3 (M2) 2 3 

甲幅の成長量 Fl 58.8nun→ 68.3nun (成長差 10.5nun) 

Ml 60.4nun→ 71.4nun (成長差 11.0nun) 

M2 54.4nun→ 60.7nun (成長差 6.3mm 脱皮途中で死亡)
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雄の第2小顎基節の先端部分の観察結果から，ズワイガニではおよそ9から10月頃に脱皮を行うと

されている(山崎 1994)。また，雄の甲殻硬度の測定結果から ベニズワイの脱皮期は長期にわた

り，冬から初夏にかけてが脱皮の盛期としている(鳥取水試 1988)。しかし，今回行った深層水で

飼育した雄と未成熟雌の脱皮殻の観察から，特定の時期に脱皮が集中しているとは認められなかった。

脱皮殻と脱皮直後個体の成長差は，甲幅で10.5と11.0mrnであった。渡辺・鈴内(1982)が報告してい

る複数の齢期群の成長差に近い値であった。

水槽内で1回脱皮した個体が，次に脱皮するまでの期間の間隔をもって，飼育実験における脱皮間

隔と定義し，これを明らかにするために飼育実験を行った。しかし，脱皮殻を水槽内で確認できたも

のの，脱皮直後の軟甲ガニを確認した例は表ー 2に記した3例のみであった。狭い水槽で飼育をおこ

なったために，脱皮直後の軟甲ガニの多くは，食害にあったものと考えられた。このため 1個体に

対して2回以上の脱皮を行わせるために，個別飼育方法による試験が必要となった。

③ 交尾・産卵行動観察試験

松浦(1988)によるズワイガニにおける行動分類のうち「交尾前行動J(雄による雌の持ち上げと振

り回し行動)と「交尾前の抱擁」を，ベアリング直後から行っていたが， r交尾」に至ったかどうか
については確認できなかった。松浦(1988)によると ズワイガニでは交尾後の抱擁期間中に産卵がお

こなわれるとしている。今回の場合，ベアリングから 2週間経過しても産卵していないので，交尾せ

ずに， r交尾前の抱擁」で終わったものと考えられた。
平成8年3月7日夕方に同一の雌雄で，ベアリングを再度おこなったor交尾前行動Jr交尾前の抱
擁jにただちに入ったものの その後の産卵を確認していないことから交尾を行っていないと考えら

れるo

他のペア(成体雄と経産雌1組，成体雄と処女雌2組，成体雄と未成熟雌2組)については，産卵

していないことから交尾に至っていないと考えられた。伊藤(1976)によると，ベニズワイの産卵およ

びふ化の盛期は2・3月頃としており，ベアリングの季節から外れているとは言えず，交尾に至るペ

アを作ることが今後の課題となったo

④ 幼生ふ出観察試験

平成6年12月22日に，水槽の表面に浮遊するゾエア幼生を多数確認した。 12月28日までには幼生は，

水槽の底面に沈下していた。伊藤・池原(1971)によると，ズワイガニ属のゾエア幼生は，ふ出直後

一旦表層に浮上した後 10-25m層に分布している。さらに，ソ・エア幼生の多かった50m以浅の水温

は6.1-11.9'Cであるとしているo このことから，深層水でゾエア幼生を飼育することは，水温が低

すぎたことと飢餓の影響で死亡したものと考えられた。

平成7年1月上旬にも浮遊幼生と底面ですでに死亡している幼生を確認されたことから，深層水で

飼育した場合には 幼生のふ出期は12-1月であると考えられた。

養殖研究所で餌料を与えられて飼育されたゾエア 1は， 21日目以降にはゾエア 2に変態した。その

ゾエア 2は， 40日目以降にメガロッパへと変態することを確認された。餌料を確保できれば，幼生の

飼育が可能であることが確認できた。
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(3)パイ類の生態学的研究

大津順

【目的】

深海性パイ類の種苗生産及び資源管理に必要な摂餌，成長，産卵，発生などの生物学的特性について

の基礎的な知見を得る。

【方法】

平成７年３月15日に，エゾポラモドキ59個体，カガバイ59個体，ツバイ107個体をそれぞれ２トン水

槽にいれ，水温0.5℃に調節された深層水を毎分各0.5トン供給して飼育を開始した。

エゾポラモドキは平成７年７月に個体ごとに標識を行い，標識後６ケ月の時点で個体ごとの体重を測

定して個体ごとの増重を調べた。カガバイ，ツバイについては平成７年８月から体重の測定を開始し，

体重の平均値を用いて６ヶ月間の増重を算出した。

それぞれの種に対して，エビ用配合餌料，魚肉（サンマ，マダイ)，ベニズワイ，イカ肉，イカ内臓

を投与し，その摂餌状況を調べた。

また，それぞれの産卵状況を観察するとともに，卵塊の一部を採取して発生状況等を調査した。

【結果の概要】

１）生残状況

平成７年３月15日から平成８年２月26日までの約1年間の飼育期間における死亡個体数はいずれの

種においても数個体であり，生残率はエゾポラモドキ96.6％，カガバイ94.9％，ツバイ92.5％であっ

た。

２）成長

６ヶ月間の増重率はエゾボラモドキが平均5.4％（20.2～-5.4％)，カガバイが3.2％，ツバイが1.8％

であった。

３）摂餌状況

エビ用配合餌料は，投与直後には貝が集まってきたが，摂餌は明らかではなかった（全種)。

魚肉を投与した場合には，いずれの種も投与直後には魚肉に集まってきたが，翌日には魚肉から離

れていた。しかし，カガバイは，魚肉が約２週間経過して腐敗状態になった後に摂餌を行った。

イカ肉，ベニズワイについては摂餌がみられたが，摂餌に時間がかかっていた。イカ内臓（肝臓）

は投与後約10分で集まり，早い場合は１日で摂餌を終了した。

４）産卵状況

エゾポラモドキは５月22日，７月24日，９月９日，９月20日，１月18日に，カガバイは，７月24日，

１１月24日に，ツバイは11月27日，１２月18日にそれぞれ産卵を確認。現在，各種の卵嚢をサンプリング

中。

【結果登載印刷物】

なし
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体) マダラ親魚養成に関する技術開発研究

堀田和夫

【目的】

富山湾の深海域に生息し，有用漁業資源であるマダラについて深層水利用による飼育養成を行い，人

工種首量産化のための親魚養成技術を開発する。

【方法】

① 天然親魚の養成

平成7年3月8日に石川県能登島の綬固定置で漁獲された天然親魚を(初日本栽培漁業協会能登島事

業場に一時収容し，餌付けした10尾を当水産試験場に搬入し，深層水利用研究施設内低温飼育室 (20

℃恒温室)内の角形FRP5 rrf水槽へ収容して養成を開始した。 6月16日に屋外の楕円形コンクリー

ト14.4m3水槽へ移した。飼育水は低温飼育室内では，深層水を表層水(温度設定は行わず，また，循

環ポンプも使用せず 高架水槽の落差を利用)で熱交換して使用し，屋外の水槽では，深層水の二次

利用水を使用した。餌料は冷凍スルメイカの切身を主体に，原則として週3回(月，水，金曜日)給

餌した。飼育水温は祝・祭日，土曜日及ぴ日曜日を除き，毎日測定を行った。屋外水槽の場合は，水

槽の上部に遮光率95%の遮光ネットを二重にして覆いをした。

② 人工1歳魚の養成

平成7年6月22日にマダラ 1歳魚37尾を搬入し，屋外円形コンクリート20m3を使用して養成を開始

した。飼育水は深層水の二次利用水を使用した。給餌は冷凍オキアミ200g，冷凍スルメイカ切身200

g及び冷凍イカナゴシラス500gを1日2回に分けて，祝・祭日 土曜日及び日曜日を除き行った。

水槽の上部には遮光率95%の遮光ネットを二重にして覆いをした。なお，本試験は(初日本栽培漁業協

会能登島事業場との共同研究である。

【結呆の概要】

① 天然親魚の養成

平成7年3月15日， 5月9日， 5月19日， 5月24日及び7月19日に各々 1尾へい死し，平成8年2

月29日での生残率は50%であった。へい死の原因は，漁獲時のスレによるものであった。なお，収容

時の魚体測定は魚体の損傷を避けるため実施しなかった。平成8年2月29日に生き残った5尾の魚体

測定を実施し，表-1に示した。測定時に腹部を圧迫すると雌，雄各々 2尾づっ放卵，放精したので

成熟していると判断し，人工搾出法で人工受精を試みたが受精率は0%であった。受精しなかったの

は，産卵期も後期であり搾出した卵は過熱卵であったためである。しかしながら，雌，雄各々 2尾づ

つが成熟ので，自然産卵の可能性が示唆された。なおt 3月13日に68.0cmの雌が，人工搾出の影響で

へい死した。

低温飼育室内水槽での飼育水温は， 5.l-7.5tの範囲であった。屋外水槽での飼育水温はt 2.0-

5.8tの範囲であり，深層水取水水温と比べ，夏季は若干高く冬季は若干低かった。
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マダラ親魚の大きさ(平成8年2月29日現在)表-1

性体重 (kg)全長 (cm)t¥b. 

雄2.35 62.0 

雌5.02 74.5 2 

雄2.99 65.0 3 

雌3.31 68.0 4 

不明6.14 112.0 5 

人工l歳魚の養成

養成開始時の魚体は，平均全長37.4cm，平均体重390gであり，平成8年2月29日の測定では平均

全長46.3叩1，平均体重1.040gになっていた。この測定時に45.5佃の雄1尾が，成熟しているのを確認

した。この間のへい死は5尾で，生残率は86.5%であった。図-1及び図ー2に成長の推移を示した。

飼育水温は1.7-6.0t:の範囲であり，深層水取水水温との関係は天然親魚の養成水槽(14.4m3) と

ほぼ同様であった。
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深層水の二次利用水によるマダラの成長(全長)

(日本栽培漁業協会能登島事業場との共同研究)
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図-2 深層水の二次利用水によるマダラの成長(体重)

【調査・研究結果登載印刷物等】

なし
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(5) アンコウの基礎的な生態学的研究

堀田和夫

【目的】

富山湾の深海域に生息し、有用漁業資源であるアンコウの若齢魚及び成魚について深層水による飼育

養成を行い、若齢魚の摂餌行動、食性、成長と成魚の成熟度等の基礎的な生態学的研究を行い、栽培漁

業対象種としての可能性を究明するo

【方法】

① 若齢魚及び成魚の育成

予備試験飼育として、平成7年2月24日、 27日及び3月15日に黒部市場より刺網で漁獲されたキア

ンコウ成魚21尾(全長57.0--85.0cm、体重2.9--11.6kg)を採集し、深層水利用研究施設内低温飼育棟

(20CC恒温室)の角形FRP5 m3水槽へ収容して養成を試みた。飼育水は1.9-5.3CCの範囲の深層水を

直接使用した。

平成8年1月29日に黒部市場より刺網及び船びき網で漁獲されたキアンコウ若齢魚及び成魚14尾

(全長38.5-56.2cm、体重O.71--3.62kg)を採集し、屋外上屋付きコンクリート水槽内に設置した底に

砂を敷いた角形FRP1 m3水槽に収容し、深層水の二次利用水を使用して飼育した。

【結果の概要】

① 若齢魚及び成魚の育成

平成7年2月24日、 27日に採集した成魚は、冷凍スルメイカを給餌したが摂餌せず、漁獲時の胸鰭

及び尾鰭の傷が拡大し、特に尾鰭の欠損や、尾柄部筋肉の露出が顕著となり、さらに進行すると、そ

れが尾柄部から背部へと拡大してへい死した。へい死の原因は、漁獲時の傷の拡大による貧血である

と考えられた。平成7年3月15日では採集時からニフルスチレン酸ナトリウムの薬浴を実施し、水槽

へ収容してからも数回実施したが、結果は前と同様であった。 2月24日、 27日に採集したものは3月

20日までに、 3月15日に採集したものは4月14日までに全数へい死した。

平成8年1月29日に採集したキアンコウは、漁獲されてから漁港の岸壁にガゴで吊るしてあったも

のを採集したが、活力がなく皮膚の粘膜も剥離しており、体色も白っぽい感じで魚体の状態が悪く、

2日目には全数へい死した。今回の育成では、水槽の底に二重底プレートを敷きその上にろ過シート、

その上に砂を敷いて底から排水する方法であったが、砂が細かく排水が目づまりの状態となり、育成

水槽の水位が上昇したので、今後砂の粒径、量及び排水の方法を工夫する必要があると考えられた。

アンコウの場合薬浴による傷の治癒がみられなかったことから、活力がよく魚体の損傷が少ないも

のを選別して採集する必要がある。今後、飼育水温、飼育水槽の形、育成が容易な魚体の大きさ、給

餌餌料、傷の治療方法等を検討しながら進めていく必要がある。

【調査・研究結果登載印刷物等】

なし
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(6) 活魚利用等研究

大津 頗

【目的】

深層水の漁業への有効活用の方法として，深層水を活魚輸送，鮮度保持等に用いる場合の有効利用の

方法を検討するo

【方法】

深層水及び表層水それぞれ約15iを水槽にいれ，室温(約20'C)に8時間放置後，約800gのヒラメ

l尾をそれぞれの水槽に収容し 2時間ごとに水槽の水を採取し，溶存酸素及びCODの量を測定した。

深層水及び表層水それぞれ約10iを水槽にいれ，恒温室(約5'C)に8時間放置後，約150gのエゾ

ポラモドキ3個体をそれぞれの水槽に投入し， 2時間ごとに水槽の水を採取し，溶存酸素及びCODの

量を測定した。

【結果の概要】

水温を室温(約20'C)と同一にした場合の深層水と表層水の溶存酸素とCODの変化を図-1に示し

た。水温を室温(約20'C)と同一にしてヒラメをいれた深層水の溶存酸素は，同様の条件下における表

層水と比較すると，わずかに減少が少ない傾向にあったが，水中のCODは深層水の方が表層水よりも

増加する傾向にあった。

水温が低い場合の深層水と表層水の溶存酸素とCODの変化を図-2に示した。試験水槽を低温室

(約5'C)内において水温が低い状態にした場合，エゾポラモドキを水槽にいれた後の溶存酸素， COD 

の変動は，深層水と表層水とで差がみられなかった。

この結果は，水温が室温(約20'C)と同じ程度の場合には，深層水では魚体から放出される有機物が

分解されないが，表層水中では有機物が好気的な分解を受けるために有機物の増加が少なかったためか，

通常とは異なる水質条件下にさらされたために粘液等の分泌が多かったことによる可能性がある o 低温

条件下で有機物の量に差がなかったのは エゾポラモドキから分泌される有機物の量が少なかったため

に差を認めることができなかった可能性も存在する。

溶存酸素の減少の差は，有機物を分解する細菌の活性が異なったためと考えられる。低温では表層水

と深層水における有機物の分解に差がないために溶存酸素の滅少に差がなかったものと考えられる。

-98-



図－１室温条件下におけるＣＯＤとＤＯの変化
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３深層水利用実証試験研究

(1)サクラマス親魚養成技術開発実証試験

辻本

【目的】

深層水利用研究施設システムによってサクラマスをスモルト期から親魚までの養成を行い，

類を一貫して養成する上での飼育に伴う問題点及びシステムの有効性を明らかにする。

良

冷水性魚

【方法】

平成５年11月に神通川サケマスふ化場で採卵・受精し，同ふ化場で飼育されたサクラマス（Oncorh

ynchusmasou）の幼魚2000尾（平均体重579）を，平成７年３月に深層水利用研究施設のサクラマス

飼育水槽（水量25トン）に収容し，４月25日から20日間かけて徐々に淡水から海水に馴化した。その後，

脂質含有量の異なる海産魚用の配合飼料を体重の２～３％与えて飼育した。

飼育水は，地下水との温度交換によって水温を12℃に設定した深層水を用いた。塩分は，地下水を少

量注水して32～33PSU（実用塩分）程度に保った。注水量は各池毎時２０トン，回転率は19回／日であっ

た。

月１回標本抽出を行い，体重および生殖腺重量を測定した。

【結果の概要】

平成８年３月の時点で標本抽出されたサクラマスの平均体重は334gであった。平成７年３月から平

成８年３月までの累積死亡率は約５％であった。深層水利用研究施設のサクラマス飼育池における水温・

塩分の経時変化を図－１に示した。水温・塩分の変動は少なく，サクラマスの累積死亡率も小さいこと

から，深層水利用研究施設のサクラマス飼育池の水温制御機構はサクラマスを深層水で飼育するために

充分な機能を有していることが明らかとなった。

体重は，飼育期間が長くなるにつれて個体差が大きくなり，平成７年８月以降，生殖腺指数が増加し

た群と増加しない群とに分かれた。平成７年12月から平成８年１月にかけては生殖腺指数の増加した個

体が目立った。成長，成熟ともに投与した餌料の脂質含有率による差は認められなかった。

飼育水を地下水から深層水に変えた頃からガス病の発生が認められた。

ガス病について

ガス病は，水中に酸素あるいは窒素ガスが過剰に含まれている場合に，溶存ガスが魚の体組織内で遊

離して気泡を生成するために起こる異常と定義されている。飼育水を地下水から深層水に変えた頃から，

サクラマスに眼球突出や鰭に気泡のみられる個体が認められた。症状から，海水中の溶存ガスの過飽和

によるガス病と判断し，深層水原水（熱交換後）と飼育池水の溶存窒素ガスの濃度を菅原の方法によっ

て測定した。その結果，深層水原水の窒素ガス飽和度は144％，飼育池水の窒素ガス飽和度は122％であっ

た。

２～３℃の深層水を18℃の地下水と熱交換し，１２℃にしてサクラマスの飼育水として用いたが，深層

－１００－



水を加温することによって，水中に溶存できる気体の量は減少する。そのため， 2-3CCの深層水中で

溶存していた窒素ガスは12CCでは過飽和になったため，ガス病が発生したものと考えられるo

ガス病発生時の注水口の形状を図ー 2に示した。このような形状のため，窒素ガスが過飽和の飼育

水が飼育池にそのまま注入されたことになるo ガス病を防ぐためには飽和度を115%以下に減らすこと

が必要とされることから，注水口の形状を変えて注水口を水面上に出し，さらにパイプ中で曝気を行っ

てからサクラマス飼育池に注入した(図ー 3)。その結果，飼育水の窒素ガスは115%程度となり，以後

ガス病の発生は緩和された。

| 水温lトー・一塩分l

節
め
(
刀
ω
C
)

35 

30 

15 

10 

25 

20 

14 

12 

10 

9 

13 

11 
(υ。
)

照
キ毛

5 

O 
3 2 12 1月

平成8年

11 10 9 8 7 6 5 4月
平成7年

8 

サクラマス飼育池における水温・塩分の経時変化

'‘、"，‘、"，町、"，町、，，1""oJ，崎、"，‘、"，町、"，‘、"，..、"，‘、"，‘、，

'‘、"，、、"，司、"，‘、，

図-1

パイプを水面上に出し曝気を

おこなっている注水口

図-3ガス病発生時の注水口図-2

【結果登載印刷物】

平成7年度マリノフォーラム21種苗生産システム研究会報告書
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(2) 深層水の性状及び排水周辺地域混境モ=タリング調査

大津 順

【目的】

深層水及び取水口海域の海水の性状を把握し，深層水利用の基礎資料とする。又，深層水の排水によ

る周辺海域の影響評価を行うために，水質・生物相等のモニタリング調査を行う。

【方法】

1 .取水深層水の性状調査

平成7年4月から 8年3月にかけて，主配管部から採水した深層水について以下の項目を調べた0

・水温 深層水利用研究施設のモニタリングシステムによりデータを取得した。

・溶存酸素 深層水利用研究施設のモニタリングシステムによりデータを取得した0

・塩分 オートラポ・サリノメーターによった。

.COD 日本水産資源保護協会編新編水質汚濁調査指針(過マンガン酸カリウム， 100t， 

20分)の方法によった。

-栄養塩 比色法によった。

-プランクトン 深層水中に存在するプランクトンを，プランクトンネットにより採取した0

・細菌類 37tで培養して形成されたコロニー数を計測した。

2.取水口海域の水質調査

栽培漁業調査船「はやっき」により，毎月 1回，取水口付近の海域でCTDにより塩分と水温の観

測を行うとともに， 300m深から採水を行い，分析に供した。

濁度 日本精密・積分球式濁度計SEP-PT・201型によった。

COD 日本水産資源保護協会編新編水質汚濁調査指針(過マンガン酸カリウム， 100t， 

20分)の方法によった。

溶存酸素 日本水産資源保護協会編新編水質汚濁調査指針 (Winkler-窒化ナトリウム変法)

の方法によった。

3.排水影響評価調査

深層水の排水による周辺海域の影響評価を行うために，排水路及び滑川漁港内の8定点について，

表層と底層(水深約2.5m)について塩分と水温を測定した。また，付着生物，海藻類の調査を行っ

た。

【結果の概要】

1 .取水深層水の性状調査

a )水温

深層水の主配管部における水温の日平均を図ー 1に示した。水温の日平均の最高値は5.9CC，最低

値は2.8CC，94年11月から96年1月までの平均は2.95CCであった。年間を通じての長期的変動は認め
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られなかった。突発的水温変動は冬季に多く認められたが，変動を引き起こした要因については明ら

かにならなかった。

b)溶存酸素

主配管部(受水槽前:爆気無し)の溶存酸素量は， 95年2月から 4月にかけてやや高い値を示した

が，それ以降は6-7ppm台で安定していた。給水ポンプ前(受水槽後:曝気後)の溶存酸素量は，

センサーへの給水状態が不十分であったために， 8月中旬まで徐々に溶存酸素の値が低下したが， 8 

月中旬に給水状態を改善したために，それ以降は11ppm台でほぼ安定した値を示した。

c )塩分

原則として毎日 1回，平成7年4月から測定した深層水の塩分を図ー2に示した。塩分は年間を通

じて安定していたo

d)COD 

CODは原則として毎月 1回測定を行った。 CODは0.2から0.05mg / iであり，年間を通じての明

らかな変動は認められなかった。

e )栄養塩

硝酸態窒素，亜硝酸態窒素，リン酸塩について，原則として毎月 1回の測定を行ったo

硝酸態窒素素は14-18μg-at/iであり， 6， 7月と11月に低く， 4， 9， 1月に高い値を示し，

変動が認められたが，年間を通じての周期性は明らかにはならなかった。

亜硝酸態窒素はOまたはごく小さい値で推移し 窒素量としては無視できるものと思われた。

リン酸塩は1.26-1.5μg-at/iで，年間を通じでほぼ安定していた。

f )微量金属・プランクトン・細菌類

年間4回の深層水中のCd，Hg， Pb， Feの濃度を測定した結果，取水された深層水中の濃度はい

ずれも測定限界以下であった。

プランクトンについて 年4回の採取を行った。プランクトンはコペポーダの幼生と推定されたが，

種は特定できなかった。

深層水中の細菌類について，年4回の計測を行った。深層水中の細菌類は，培養によって形成され

たコロニー数は 1meあたり 1ないし2個であった。

2.取水口海域の水質調査

a )水温

取水口海域における水温は， 1.2-2.1 tであり 年聞を通じての水温変動は認められなかった。

b)塩分

取水口付近の300m深における塩分は， 34.04-34.09PSU (実用塩分)であり，わずかな変動は認

められたが，年間を通じての季節変動は明らかにはならなかった。
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c)溶存酸素

300m深における溶存酸素は6.9-7.7ppmで年間を通じて安定しており，変動は認められなかった。

d )COD.栄養塩

6， 8， 11， 1月調査時におけるCODと栄養塩の分析結果を表一2に示した。

表-2 取水口海域における300m深のCODと栄養塩

6月 8月 11月 1月

C OD (mg/ t) 0.1 0.1 0.1 0.1 

栄
硝 酸 塩 12.3 14.3 13.2 16.4 

養 亜硝酸塩 0.09 0.05 0.03 ND 
塩
リン酸塩 1.29 1.32 1.76 

3.排水影響評価調査

a)水温・塩分

1.40 

滑川漁港内の海水の表層は低温，低塩分であった。深層水の排水は，水産試験場で取水している表

層海水，地下水(淡水)の排水と混合して坪川に排出され，さらに河川水と混合して漁港内に流れ込

むため，低温，低塩分の水塊として漁港表層に存在しているものと考えられた。漁港内へは他の排水

路からの排水も流入しているために，深層水の排水を含む坪)11からの流入水の影響を把握することは

できなかった。

b)海藻類，付着生物

漁港入り口の岩盤上にはテングサ・ホンダワラ類が繁茂しているが，付着珪藻類で汚れていること

を除けば，漁港外や他の地点の海藻類の成長，繁茂，消失の状態と差は認められず，護岸壁に付着し

ている貝類その他生物の状態も，漁港外，他の地点と比較して特に変化は認められなかった。
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(3)深層水有効利用開発研究

ａヒラメ優良親魚饗成試験

演井昌志

【目的】

ヒラメの親魚養成において，夏季の高水温（25℃以上）により，魚体の衰弱や疾病などでへい死が発

生し，翌年の種苗生産事業に支障をきたす場合がある。そこで，低温，清浄な深層水を夏季に活用した

ヒラメ親魚養成飼育試験を行い，親魚養成に対する効果を明らかにし，種苗生産用親魚の安定的な確保

を目指す。

【方法】

図－１に飼育試験水槽及び深層水二次利用貯水槽からの配管の概要を示した。

各110尾（平均体長22.3±2.8cm）を平成７年６月26日に飼育試験水槽に収容し，平成７年６月29日よ

り試験を開始した。給餌は，ヒラメ用配合飼料を200～3009／日，週３回投与した。随時，体長，体重

と生残数を測定した。

表層水試験区には表層水のみを６㎡／h注水した。深層水試験区には深層水と表層水を混合して計

６㎡／ｈ（表層水4.5～5.5㎡／h，深層水0.5～1.5㎡／h）を，６月29日から11月１日まで注水した。深層

水の注水量は，水温が18～20℃になるように調節した。

【結果の概要】

図－２に各試験水槽の水温変化を示した。また，図－３にヒラメの飼育試験における各飼育試験水槽

毎の生残率の変化を示した。

深層水試験区では，８月下旬までの高水温期には鎗死が少なかったが，９月上旬から姥死する個体が

増加し，生残率が低下した。診断の結果，コスチア症の症状が認められ，ホルマリンによる薬浴により

治療した結果，姥死は認められなくなった。

表層水試験区では，８月10日に水温が25℃を越え，８月28日に今期最高水温（27.7℃）を記録した。

７月中旬の水温上昇期から，高水温が原因と考えられる姥死が発生した。水温が18～20℃になった11月

下旬に深層水試験区と同様にコスチア症が発生し，生残率が低下した。平成８年２月末現在，生残率は

両試験区ともに約60％であった。

図－４にヒラメの飼育試験における各試験水槽毎の体長の変化を示した。疾病の発生などにより各試

験区の成長を比較するのは難しいが，各測定時点で生残している全個体の平均体長をみると，深層水試

験区が良好な成長を示した。
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【結果登鍛印刷物】
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ｂエゾアワビ種苗早期生産試験

演井昌志

【目的】

人工エゾアワビ種苗は採卵から放流（殻長30mm）までに約1.5ケ年の長期の育成期間を要するため，

生産コストの面で問題がある。この原因として，特に夏期の高水温により摂餌量が低下し，成長が鈍る

ことが指摘されている。そこで，水温の低い深層水を夏期に活用して，飼育期間を短縮させ，放流用エ

ゾアワビの早期生産を目指す。

【方法】

表層水試験区と深層水試験区を設け，ヒラメ優良親魚飼育試験と同様に水温を調節した。

各600個（平均殻長12.7±1.0mm）を５月15日に飼育試験水槽に収容し，６月29日より試験を開始した。

給餌は，アワビ用配合飼料を30～509／日，週２回投与した。随時，殻長及び生残数を調べた。

【結果の概要】

図－１にエゾアワビ飼育試験における各試験水槽毎の殻長の変化を示した。平成７年６月29日の深層

水注水開始までは，両試験区で成長差が認められなかったが，７月中旬の水温上昇期から深層水試験区

の成長が良好となり，８月中旬には成長差が認められるようになった。放流サイズである殻長30mmを越

えるのに要した期間は，表層水試験区が約6.5カ月，深層水試験区が約4.5カ月であり，深層水を夏期の

高水温時に利用することで飼育期間を約２カ月短縮させることができた。

殻長30mmを越えた時点での生残率は，表層水試験区が76.2％（12月８日調査)，深層水試験区が84.2

％（10月５日調査）で，深層水試験区の生残率が高く，エゾアワビ種苗早期生産に対する深層水の有効

性が示唆された。

－１０９－
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c 有用大型海藻類の培養獄験

藤田大介

【目的】

深層水の豊富な無機栄養塩と清浄性の有効利用と深層水の排水による周辺海域の環境影響の防止を図

るために，有用大型海藻の培養試験を行い，富栄養化の防止及陸上における大型海藻の養殖生産の可能

性を明らかにするo

【方法】

1 )藻体の培養

平成7年6月に屋外・屋内の水槽にアナメ マコンプ及びホソメコンプを収容し.屋外水槽は自然

光，屋内水槽はリレー式タイマー管理の蛍光灯の光の下で深層水による流水培養を行い，形態の季節

変化，成熟の有無などを調べた。

2 )水槽・排水路における大型藻類の出現状況

屋外水槽と排水路に出現した大型藻類の種類を調べた。

【結果の概要】

1 )藻体の培養

屋内水槽で流水培養を行った各種藻類についての培養状況を表-3に示した。最適とされる培養条

件と比較して低水温・低照度のために 期待された成長は得られなかった。

表-3 屋内水槽における各種藻類の培養状況

海藻 採集日 採集地 全長(咽) 個体数 培養状況

マコンブ 6月15日 大成町 70......176 6 根糸よく発達 9月に4片が成熟

ホソメコンフ。 6月21日 寿都町 26......96 10 
根糸よく発達 9月に7片が成熟
穴あき、破れが顕著

アナメ 6月15日 大成町 8 ......30 6 根糸よく発達

ホソメコンプ2個体を 7月に屋外FRP水糟に移したが珪藻が繁茂し，枯死した。夏期はFRP水

槽の注水量を落とすと温度の日変化が6-13tと大きくなった。深層水による大型海藻の培養には，

水温，光条件，珪藻類の繁茂に対しての対策など，問題点が多いことが明らかとなった。

2 )水槽・排水路における大型藻類の出現状況

アオノリ，ヒトエグサ シオグサ ヒピミドロ アマノリ シオミドロ，ホソメコンプか1確認され

た。いずれも付着珪藻によって汚れていた。

このうち，ホソメコンプは.屋外の深層水二次利用水槽の排出口に生えたもので， 1996年11月に採

集した大成町産ホソメコンプを二次利用水糟に収容したところ その遊走子が着生し，配偶体期を経

て自生したものと思われるo 排出口から下の排水路に垂れ下がるように生えていたが，長さは60個以
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〆

上伸びず，夏以降，藻体は肥厚し硬くなった。１１月以降成熟し始めたが，

冬季の荒天で流失するものが，３月になっても藻体が流失しなかった。

【結果登載印刷物】

平成７年度マリノフオーラム21種苗生産システム研究会報告書
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4 深層水有効利用検討委員会

1 委員会開催概要

(1) 開催日時平成8年3月14日(柑午後1時30分-5時

(2) 場 所富山県水産試験場研修室

(3) 検討課題

ア 平成7年度深層水有効利用研究経過・成果

イ 今後の研究推進について

ア) 水産試験場における平成8年度研究計画

イ) 今後の研究推進について

2 検討委員会検討要旨

1 )平成7年度深層水有効利用研究経過・成果

家倉 昇

別表により各担当研究員から報告された。今後，各課題の研究を進めるうえで次の研究の必要性

が委員から指示された。

-トヤマエピ

トヤマエピの抱卵雌成熟誘発の要因について

.ベニズワイ

浮遊幼生期における生残率について表層水と深層水の違いと深層水利用の効果

.ホタJレイカ

深層水によるふ化稚仔の飼育における適正餌科成長生残率について

.パイ類

(種苗生産に係わる)生態に関する基礎研究について

.マダラ

親魚養成における眼球突出の要因について

.ヒラメ

親魚養成における深層水の加温による成熟効果について

.エゾアワピ

殻長10mm以下の中間育成効果の検討

.サクラマス

ガス病対策について

2 )今後の研究推進について

水産試験場における平成8年度研究計画

表に示した研究課題に従って 各担当者から平成8年度研究計画について報告された。

今後の研究推進について
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く共同研究の進め方〉

松里委員：日本海側で深層水を取水しているのは当研究施設しかないので，日本海全体を視野に入

れた深層水利用研究の拡大ということで，日水研，日栽協，他県と共同研究を積極的に

実施していきたいと考えている。

菅野委員：日栽協としては，富山県に栽培漁業に対する深層水利用の効果をはっきりさせてもらい

たい。栽培漁業への深層水の実用化は，富山県の研究成果にかかっている。

奥田委員：深層水利用については，本当にこれからであると考える。このような状況下で，日栽協

などと共同で，深層水を栽培漁業にどのように活かしていくかを考えていってもらいた

いｏ

奥谷委員：富山県独自の研究体制，また他県などと共同研究の体制を明確にすべきであると考える。

松里委員：日栽協を当面の共同研究対象者とし，相談しながら，深層水の有効性を明らかにしてい

きたい。

奥田委員：他県との共同研究の取り組み状況は。

松里委員：場長会などで，深層水に興味のある県は，一緒に共同研究を実施するよう呼びかけてい

る。

奥田委員：水研，日栽協などとの共同研究の取り組み状況について。

事務局：ベニズワイは日水研，トヤマエビは日栽協と共同研究を実施している。

菅野委員：日栽協としては，富山県と連絡を密にしながら，各魚種の研究を推進していきたいと考

えている。

く研究施設の増強について〉

事務局：今の研究課題を進めていくためには，研究施設が不足しており，また改善しなければい

けないと考えている。

松里委員：研究施設の改善・増設は，研究の進行が第２段階に入ったと考えてほしい。

奥田委員：研究施設について，どんな問題があるのか。

事務局：１年間，研究課題に取り組んできた中で生じてきた問題点は，サクラマスについては，

当初の計画では，淡水適応した段階（春）で各漁協にこの親魚を配布し，秋まで飼育し

て採卵する計画であったが，現状の漁協の飼育施設では，温度上昇や病気などといった

問題があり，発眼卵を直接渡した方が良いということになった。現在の深層水利用研究

施設には，５０万粒の卵を発眼卵までもっていく設備がないので，施設の増設をお願いし

たい。

トヤマエピについては，ふ化幼生の飼育は水温10～15℃でしなければならず，当初は

表層水と深層水の熱交換により水温調節する予定であったが，冬季に表層水温が10℃に

なるため，このような考えは無理となり，１８℃一定水温の淡水と深層水の熱交換といっ

たシステムに切り替えなければならなくなった。

奥田委員：深層水の二次利用について。

事務局：深層水の使用量はサクラマス飼育で利用される量が一番多く，120トン／ｈのうち90ト

ンはサクラマスに利用され，熱交換して温度調整した淡水あるいは深層水を利用してい

－１１４－



る。このように淡水冷却に使用した深層水及び一次利用された深層水の再利用を考えて

いきたい。

〈県内水産業界の研究ニーズについて〉

水門委員:魚介類の鮮度保持に関する研究を事業化に向けて進めていってもらいたい。

松里委員:定置漁獲物の品質向上といった点では，その漁獲物を低温，清浄な深層水で洗浄し，体

表面の細菌類を除去し，深層水氷を入れて流通経路にのせることが考えられるo

奥田委員:漁業者からの具体的な利用要望はあがっていないのか。

水門委員:現在，活き〆にチラーで冷却した海水を使っているが，これに深層水を活用できないか

といった要望がある。できるだけ早く実用化して，富山の魚のプランドを高めていきた

し=。

中島委員:深層水を水産生物の生態のみならず，非水産分野との関連も含めて，富山県全体として

の取り組み体制を確立していただきたい。

松里委員:富山県でも非水産分野の研究体制が確立され， 8年度から研究が始められる予定である。

〈提出資料〉

(1) 平成7年度深層水有効利用研究経過・成果

(2) 平成8年度深層水有効利用研究計画

(3) 平成8年度非水産分野深層水利用事業に関する研究推進方針

水産業分野における深層水有効利用に関する検討委員会委員

(平成8年3月1日)

日本海区水産研究所

中央水産研究所

日本大学農獣医学部

制日本栽培漁業協会

側海洋科学技術センター

富山県漁業共同組合連合会

富山県農林水産部

富山県水産試験場
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平成8年度 深層水有効利用研究課題

年次計画
事業名 研 究 課 題 担当研究員

7 8 9 10 11 

深海生物種苗量産 -トヤマエピ種首量産化技術開発研 O O O O O 小谷口主任研究員

技術開発研究 究

深海性有用生物の -ベニズワイの基礎的な生物学的特 O O O O O 武野主任研究員

生態学的研究 性の解明

-深層水によるホタルイカの飼育 O O O O O 林主任研究員

-高圧水槽によるホタルイカの飼育 O ."， 

-パイ類の生態学的研究 O O O O O 大津主任研究員

-活魚利用等研究 O O O O O 。
-マダラ親魚養成に関する技術開発 O O O O O 堀田副主幹研究員

研究

深層水利用実証試 -深層水の性状及び排水周辺海域環 O 大津主任研究員

験研究 境モニタリング調査

-ヒラメ優良親魚養成試験 O 演井研究員

-エゾアワピ種苗早期生産試験 O 。

-冷水性大型藻類の培養 O O O O O 藤田主任研究員

降海性ます類増殖 -サクラマス親魚養成及び採卵技術 O O O O O 辻本研究員

調査研究 の開発研究
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K 富山湾漁場環境調査

1 漁場保全対策推進事業

岡本勇次・大津 願

【目的】

富山湾沿岸域の定置網漁場における水質環境の現況を調査し，水質汚濁監視のための資料とする。

【方法】

1 )水質環境調査

(1)調査方法

栽培漁業調査船「はやっき」により，各調査定点において表層の採水を行い，分析に供した。

(2) 調査定点

調査は図-1に示した10定点で行った。

(3) 観測及び調査項目

天気，風向，風力，波浪，ウネリ，流向，採水時間，水温，漁獲物及び漁獲量

(4) 分析項目及び分析方法

DO 日本水産資源保護協会編新編水質汚濁調査指針 (Winkler-窒化ナトリウム変法)

の方法によった。

pH 目立・堀場・ pHメータ-M-8AD型によった。

塩分 オートラプ・サリノメーターによった。

濁度 日本精密・積分球式濁度計SE P-P T・201型によった。

COD 日本水産資源保護協会編新編水質汚濁調査指針(過マンガン酸カリウム， 100t， 

20分)の方法によった。

(5) 調査回数

平成7年4月から平成8年3月までの問，原則として各月 1回，計12回の調査を行った。

~〆
?弐』
富山湾

図-1 水質環境調査定点
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2）漁場環境調査

（１）調査方法

各定置網の採水責任者が採水した表層水を県漁連が回収して水試に搬入し，水試が分析を行った。

（２）調査定点

宮崎～大境突堤沖の定置網漁場の31定点と黒部川，神通川，庄川，小矢部川の河口域の４定点，

計35定点（図－１）

（３）観測及び調査項目

天気，風向，風力，波浪，ウネリ，流向，採水時間，水温，漁獲物及び漁獲量

（４）分析項目及び分析方法

ｐＨ日立・堀場・ｐＨメーターＭ－８ＡＤ型によった。

塩分オートラプ・サリノメーターによった。

濁度日本精密・積分球式濁度計ＳＥＰ－ＰＴ－２０１型によった。

ＣＯＤ日本水産資源保護協会編新編水質汚濁調査指針（過マンガン酸カリウム，100℃，

２０分）の方法によった。

（５）調査回数

12回（平成７年４月～平成８年３月，８月未調査・６月２回調査）

【調査結果の要約】

１）水質環境調査

ＤＯの年平均の最高は「天念坊沖」の8.9mg／＠であり，最低は「前網沖」の7.7,唇／＠であった。

ＤＯの最高値は「大門沖」の12.6mg／２，最低値は「田茂前沖」他２定点の6.6mg／＠であった。ほ

とんどの定点において，平成７年６月（第３回または第４回）の調査時にＤＯが最高値を示し，特に

川

図－２漁場環境調査定点

－１１８－

の幽理

〃

Pの鋼ｑ夢

#桝趣ｌＵ州,綿 5定点）定置漁業者採水定点（３

漁１０凍曳（詔



湾央部では顕著であった。このときは，濁度， pHともに高く，珪藻類が繁茂したためと考えられた。

pHの年平均は，湾東部および湾西部の定点では8.3で海域の水質環境基準 (A類型)を満足して

いたが，湾央部の定点では8.4で基準値を上回っていた。最高値は「大門沖J，r酒樽沖」の9.1，最低
値は「高峰沖」他2点の8.1であった。測定値が水質環境基準 (A類型:8.3)を越えた調査数は32で

全調査数(調査ごとの調査定点数の合計)の27.8%であった。

塩分は，平成7年4月(第1回)と 5月(第2回)の測定が欠測であったが，それを除いた年平均

値は， r前網沖Jの32.95から「酒樽沖」の25.59の範囲にあった。各定点における塩分の最低値は平
成7年6月(第3固または第4回)の調査時に観測され，降雨の影響と推察された。

各定点の濁度の年平均値は「前網沖」のO.4mg/i，から「鴻津一番沖」の4.2mg/i，の範囲にあった。

濁度の最大値は「酒樽沖」の16.0mg/i"最小値は「茂淵三番J，r前網沖」の0.1mg/i，であった。
各定点における濁度の最大値は平成7年6月(第3回)の調査時に認められた定点が多く，珪藻類の

繁茂の影響によるものと考えられた。

各定点のCODの年平均値は， r前網沖」の1.1mg/i，から「天念坊沖」ほか2定点の1.6mg/iに
あり，いずれの定点でも海域の水質環境基準 (A類型)の2mg/i，を満足していた。 CODの最大値

は， r鴻津一番沖」の3.8mg/i"最小値は「茂淵三番Jの0.4mg/i，であった。各定点におけるCO
Dの最大値は平成7年6月(第3回)の調査時に認められた定点が多く，また，第4回の調査時にも

高い傾向を示し，いずれも珪藻類の繁茂の影響によるものと考えられた。

本調査は今年度から開始されたものであり，前年度との比較はできないが，漁場環境調査の水質分

析結果と比較すると， pHとCODは最高値，年平均値ともやや高めの値を示していた。これは，採

水時間と植物プランクトンの活動状況が影響したものと考えられる。濁度の年平均値はやや低めな値

を示した。

2 )漁場環境調査

pHの最高値は「大門沖Jの9.1，最低値は「小矢部川前」の7.2であったo

pHの最高値が海域の水質環境基準 (A類型)の上限値であるpH8.3を上回った定点は上記定点を

含む23定点(全定点の65.7%)，測定値が上限値を越えた調査数は31(全調査数の10.6%)で，前年

度よりも定点数，調査数ともに上回っていた。また，時期は5月， 6月， 9月に観察されており，例

年と同様，珪藻類による赤潮の影響と推察された。 pHの最低値が海域の水質環境基準 (A類型)の

下限値(p H7.8)を下回った定点数は4定点，測定値が下限値を下回った調査回数は17で前年度よ

りやや増加した。各定点の表層のpHの年間平均値は「小矢部川前」の7.5から「鴻津一番J，r大門
沖」の8.4の範囲内にあり，この三点を除く32定点では，海域の水質環境基準 (A類型)の7.8-8.3を

満足していた。

塩分(表層)の最高値は「茂測三番Jと「千ケ淵」の34.07，最低値は「黒部川前Jの0.43であっ

た。変動幅は，河川水の影響を受けると考えられる定点で大きかった。「小矢部川前」では，河川水

の影響を常時受けるために 常に低い値を示した。今年度は「神通川前」でも最高値が前年度よりも

低い値を示した。

表層における濁度の最大値は「天念坊Jの24.0mg/仁最小値は「宮崎(沿)J他4定点の0.1mg/

tであったor天然、坊(沿)Jr天然坊(沖)Jr酒樽1J r庄JII前Jr小矢部川前Jr大中瀬」などでは河
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川水の影響により高くなりやすい傾向にあり，最高値は前年度よりも高い値を示す定点が多かった。

特に6月 (n)，7月の調査時に高い値を示したが，これは河川水の影響によるものと考えられ，全

体としては比較的良好な結果であった。各定点の表層の濁度の年間平均値は「高峯(沖)JのO.6mg/

tから「天念坊(沿)J，r天念坊(沖)Jの5.4mg/tの範囲内にあった。前年度の平均値と比較する
と， 26定点で前年度より上昇， 8定点で上昇し， 1定点では変わらなかった。特に，河川前及び湾奥

部の河川水の影響を強く受ける定点で高い傾向にあり，河川水の流入量が猛暑，小雨であった前年度

よりも多かったことが原因と考えられる。

表層におけるCODの最大値は「小矢部川前jの3.8mg/tであり，最小値は「黒部川前」ほか8

定点のO.3mg/tであった。各定点の表層のCODの年間平均値は「黒部川前」のO.8mg/tから「小

矢部川前jの2.6mg/tの範囲内にあった。 COD(表層)の年間平均値が海域の水質環境基準 (A

類型:2略/t)を満足しなかった定点は「小矢部川前Jのみであった。前年度の平均値と比較する

と， r川中(沿)Jを含む31定点で平均値が上昇し， r宮崎(沿)Jを含む2定点では前年度と変わらず，
「宮崎(沖)Jを含む2定点では低下を示した。調査定点の中で最も高い平均値を示した「小矢部JII前J

は昨年度よりもO.3mg/t上昇した。

最近の富山湾の漁場環境を水質の面からみると，降雨，日射量，水温等の影響により年毎の特徴は

あるものの，比較的良好な状態で安定していると見ることができる。

本年度は， 6月(1)， 6月(n )の調査において珪藻類による赤潮が原因と思われる高いpHと濁

度が観察され，一部の試水中に珪藻類が認められた。本年度において富山湾で確認された赤潮の発生

回数は3回，延べ日数は53日間であった。構成生物は夜光虫 (Noctilucasp.)及び珪藻類 (Chaeto-

ceros spp.)であった。

【結果登載印刷物】

平成7年度漁場保全対策推進事業調査報告書平成8年6月 富山県水産試験場
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2 生物モニタリング調査

岡本勇次・大津 願

【目的】

底泥中に棲息する生物(ベントス)の種類・現存量を指標とし，富山湾沿岸水域の富栄養化等，漁場

環境の長期的な変化を監視する。

【方法】

(1)調査定点

(2) 調査方法

定置網漁場付近の4定点と河口域の4定点の計8定点(図-1 )。

調査船「はやっきJにより，スミスマッキンタイヤ型(1/10m2型)採泥器を用い

て採泥した。採集した底泥の一部は粒度組成等底質の分析に供した。残りの底泥は

1mm目のふるいを用いてマクロベントスを選別し，その湿重量測定と種の同定を行っ

た。

(3) 分析項目及び分析方法

粒度組成

強熱減量(1 L) 

硫化物

ふるい分け法(日本水産資源保護協会編新編水質汚濁調査指針)によった。

日本水産資源保護協会編新編水質汚濁調査指針の方法によった。

検知管法(日本水産資源保護協会編新編水質汚濁調査指針)によった。

COD 日本水産資源保護協会編新編水質汚濁調査指針の方法によった。

底生生物(ペントス)日本水産資源保護協会編新編水質汚濁調査指針の方法によった。

(4) 調査回数 2回(第1回:平成 7年 4月17.18日，第2回:平成 7年 9月17，18日)

【調査結果の要約】

1 )底質

底質は泥質が春に7定点(定置網漁場4定点，河口域3定点)，秋には6定点(定置網漁場3定点，

河口域2定点)であり，前年度よりも泥質が多く認められた。小矢部川の河口域(定点7)は春，秋

とも砂泥質であり，神通川の河口域(定点4)では春に泥質，秋には砂質であったが， CODはいず

れも比較的低い値を示した。

粒度組成の分析の結果 本年度は秋のほうが細泥微細泥の割合が高い定点が多かった。前年度と

比較すると，春は前年度よりも細泥，微細泥の割合が少ない傾向にあり，定点によっては大きく減少

していたが，細泥 微細泥の割合が多い定点も認められた。秋には前年度よりも細泥，微細泥の割合

が多い定点が多かった。

表-1に底質の分析結果を示した。 850CCにおける強熱減量(以後1L850)は春は1.9--5.1%，秋

は2.4--5.6%の範囲にあり，春 秋ともに前年度と同程度，あるいはやや高い値を示したo 550CCに

おける強熱減量(以後1L550)は春は0.8--4.2%，秋は1.3--3.4%の範囲にあった。 1L850と1L 

550を比較すると， 1 L850と1L550の差は，春には・1.9--2.5ポイント，秋には1.1--2.4ポイントで

あった。前年度と比較すると，春は 1L850， 1 L550ともに値が小さいが，秋には 1L850は東部海

域で増加する傾向にあり 1 L550は西部海域で減少する傾向にあった。

本年度は，秋に定点7で採泥時に硫化水素臭が認められた。硫化物の量は，春には最大で0.19mg/
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表－１調査時期別，定点別底質分析結果
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g･dry，秋には0.38mg／g･dryであったが，０．０１昭／g･dry以下，または検出されなかった定点は春が

３定点，秋が４定点であった。硫化物の量が最も多かったのは春は定点２，秋は定点１であった。硫

化水素臭と硫化物の量との間には関連はなかった。これは，底質の還元状態及び直上の海水の溶存酸

素量が影響しているためと考えられた。

ＣＯＤは，春は1.7～11.6mg／g･dry，秋は1.6～21.9唾／g･dryの範囲にあり，春には前年度の春よ

りも低い値を示した定点が多かったが，秋には前年度の秋よりも高い値を示した定点が多かった。
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２）底生生物（ベントス）

汚染指標種とされるヨツバネスピオ，シズクガイ，チヨノハナガイはいずれの地点においても認め

られなかった。前年度の調査では，３定点で各種あわせて３個体が認められたにとどまっており，富

山湾において有機質による汚染は進行していないものと考えられた。

全個体数に占める多毛類の個体数の割合は，春と秋を比較しても特に秋に高くなる傾向は認められ

なかった。マクロベントスの現存量は春に高い傾向にあった。種数は春に多い傾向にあったが，種数

有

〃

灰褐

灰 無



ク

あたりの個体数は春と秋とで特に大きな差は認められなかった。定置網漁場と河口域の定点との間に

特に明らかな差は認められなかった。

定点１と定点８は春に甲殻類が認められたが，秋には出現しなかった。甲殻類の出現は全体的には

春と秋との差は少なかった。前年度と比較すると，春は種数が多く，種数あたりの個体数が少ない傾

向にあり，マクロベントスから判断した場合には，春の時点では底質は比較的良好な状態にあったと

考えられる。秋には，種数は前年度よりも多い傾向にあるが，種数あたりの個体数は変化がないか，

やや多い傾向にあり，このことから判断すると，底質についてはやや栄養供給が増加したと推定され

た。

以上の底生生物調査からは特に海域の汚染状態を示す結果は得られなかった。
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生物モニタリング飼査定点図

【結果登載印刷物】

平成７年度漁場保全対策推進事業調査報告書平成８年６月富山県水産試験場

－１２３－

△河口域鋼査定点（４定点）

▲定瞳網漁場鋼査定点（４定点）

川

図－１生物モニタリング調査定点



3 公共用水域水質調査

岡本勇次

【目的】

水質汚濁防止法第16条第1項の規定の基づき，富山県環境保全課が行う平成7年度富山湾海域(公共

用水域)水質汚濁状況調査について，採水の補助を行う。

【方法】

調査海域及び定点数

小矢部川河口海域 7定点

神通川河口海域 7定点

その他の海域 10定点

2 調査回数

小矢部川河口海域 毎月 l回

神通川河口海域 毎月 1回

その他の海域 6 ， 9 ，12， 1 ， 2 ， 3月

3 測定項目

気象:天気，風向，風力，波浪，うねり

海象:水温， pH， DO， COD 

【調査結果】

計12回

計12回

栽培漁業調査船「はやっき」を運航し，各調査定点において表層及ぴ、水深2m層で採水，測温， D 0 

固定等を行った後，富山県環境科学センターへ送付した。

分析は富山県環境科学センターが，取りまとめは富山県環境保全課が行った。

【結果登載印刷物】

平成7年度環境白書平成8年5月 富山県
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４富山湾水質環境調査

岡本勇次

【目的】

富山湾における赤潮の発生状況を調査し，富山湾の水質環境の現状を把握する。また，県内の漁業者

等からの依頼による水質等の調査を行い，本県漁場の水質環境の監視を行う。

ｌ富山湾赤潮発生調査

【方法】

栽培漁業調査船「はやつき」により富山湾内において目視調査を行い，海域が変色していると認めら

れる地点において水温を測定後，採水してｐＨ，塩分，プランクトンの同定よよぴ計数に供した。

（１）調査項目

水温，水色，ｐＨ，塩分，プランクトンの同定および計数。

（２）調査実施状況

平成７年５月から９月にかけて調査を実施した。また，他の調査時にも随時水色の目視調査を行

い，海域の変色が認められる場合には水質・プランクトン等の調査を行った。

（３）赤潮の判定基準

赤潮の判定基準は，海域が変色しており，海水､2当たり，珪藻類（Chaetocerosspp.，Skeleto

nemacostatum）の場合は104細胞以上，夜光虫（Noctilucasp.）の場合は数百個体以上が認め

られる場合を赤潮とした。

【調査結果の要約】

本年度に富山湾で確認された赤潮の発生状況を表－１に示した。確認された赤潮の発生回数は夜光虫

によるもの２回，延べ24日，珪藻類（キートセロス，スケレトネマ）によるもの２回，延べ29日であっ

た。７月下旬から８月上旬にかけては，夜行虫による赤潮と珪藻類による赤潮が時期，海域ともに重複

して発生したため，これを合わせて１回とし，赤潮の発生件数は合計３回，延べ日数は53日間とした。

赤潮が発生する場合の水温については，夜光虫の場合は春～初夏の水温上昇期，珪藻類の場合は夏期の

高水温時であったが，赤潮の発生が顕著な特定の水温は認められなかった。赤潮が発生しているときの

ｐＨは，夜光虫の場合は6.4～7.6と低く，珪藻類の場合は8.4～8.9と高い値を示した。水色は，Forel‐

Uleの水色計でおおむね９以上であったが，水色が９以上でもプランクトン数が多くない場合もあり，

このような場合には赤潮とは判断しなかった。
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表－１平成７年度赤潮発生状況

発生時期

４月28日～５月16日

６月12日～６月30日

７月28日～８月６日

７月29日～８月２日

発生海域

氷見～湾中央部

氷見～黒部沖

氷見～黒部沖

新湊～黒部沖

主な赤潮構成生物

Noctilucasp．

Skeletonemaspp．

Chaetocerosspp．

Skeletonemaspp．

Noctilucasp．

２水質調査

平成７年度に漁業者等の依頼によって行った不定期の水質等の調査概要を表－２に示した。

表－２平成７年度水質等調査

調査名

魚津市道下地先の堆積

土砂に関する底質調査

内川濁水分析調査

【結果登載印刷物】

なし

調査時期件数

５月 １

７月 １

－１２６－

分析項目

堆積厚、顕微鏡観察、ＩＬ

臭気、含水率、粒度組成

ｐＨ、濁度、ＣＯＤ



Ｘ内水面増殖調査研究

１さけ。ます増殖調査

若林信一・大津順

【目的】

サケ親魚の来遊量を予測し，計画的な放流と資源構成を達成するために，サケ親魚の来遊状況の解析，

河川そ上魚の魚体の測定及び雌親魚の再生産形質調査を実施する。

また，放流された稚魚の健康状態を知るための資料として，飼育管理の記録の整備を図るとともに，

放流稚魚の海水適応能について評価する。

さらに，降海後から北上回遊に移行するまでの期間のサケ稚魚の移動・分布，滞留期間及び体サイズ

並びにサケ稚魚の生息環境について明らかにする。

【方法】

１．資葱構成調査

１）回帰状況

サケの回帰状況は，富山湾沿岸漁獲地区（20地区）及びそ上河川（14水系１７河川）におけるサケの

漁獲（捕獲）尾数（旬計）のデータを収集することによって調べた。

また，小川，黒部川，片貝川，早月川，神通川，庄川及び小矢部川にそ上したサケについて尾叉長

と体重を測定し，採取した鱗の鱗紋を読み取って，年齢査定を行った。

以下の調査も含めて調査位置を図－１に示した。

２）再生産形質

庄川僻化場及び神通川僻化場において，雌親魚の尾叉長と体重を測定し，個体別に卵重量を秤量し

た。供試魚尾数は10月から12月までの間に庄川が194尾，神通川が35尾であった。卵の一部（84～234

個）を採取し，その重量を測定した後２時間以上吸水させ，容積法により卵径を測定し，卵数を計数

した。１尾当たりの採卵数は，ｌ卵の平均重量から重量比により採卵数を算定した。年齢査定は採取

した鱗の鱗紋を読み取って行った。

2．回帰率予測データ収集

県内７カ所のサケふ化場における，採卵から稚魚の放流までの飼育管理状況の記録を整備するため，

巡回指導を行うともに，放流稚魚の海水適応能を評価するために稚魚を海水中に収容し，４８時間後の

生残率を求めた。

３．在来系群特性利用調査

アイソザイム分析に供するため，庄川僻化場において１の２）の供試魚体から筋肉，眼球及び肝臓

を採取した。供試魚尾数は10月から12月までの間に各月50尾，計150尾であった。
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4．日本海回帰率向上対策調査

１）稚魚の生息環境

平成７年の４月中旬から５月下旬にかけて，庄川河口付近の水域の４定点において，水深別に水温

と塩分の測定を行うとともに，動物プランクトンの採集を行った。水温と塩分の測定にはＳ－Ｔメー

ター（KentEIL5005）を使用し，水深は０，５，１０及び20ｍ層とした。動物プランクトンの採

集にはNORPACネット（口径45cm，GG54）を使用し，水深20ｍからネットを鉛直に曳いて採集し

た。採集したプランクトンを10％中性緩衝ホルマリンで固定後，湿重量を測定し，主要分類群別に出

現個体数を計数した。

２）稚魚の標識放流と再捕

庄川養魚場で飼育したサケ稚魚252,000尾に両腹鰭切除による標識を施し，平成７年４月４日に庄

川河口から約10km上流の地点に放流した。

放流群には採卵日の異なる２群が含まれていた。放流時の平均尾叉長（同範囲）及び尾数はそれぞ

れ57mm(48-66mm），205,000尾と58mｍ（48-71mm），４７，０００尾であった（表－１）。

標識魚の放流後に，４月５日から４月26日まで延べ13回採集調査を実施した。採集対象海域は新湊

及び四方地区で，それぞれの地先水域に設置されている定置網で混獲されたサケ稚魚のなかから標識

魚を選別し，１０％ホルマリンで固定した後，尾叉長の測定を行った。

【結果と考察】

１．資瀕構成調査

１）来遊状況

平成７年のサケ来遊尾数は184,174尾で，

る漁獲尾数は74,979尾（対前年比101％)，

ともに前年を上回り，過去最高であった。

１）来遊状況

平成７年のサケ来遊尾数は184,174尾で，対前年比101％であった（図－２）。このうち海面におけ

る漁獲尾数は74,979尾（対前年比101％)，河川における捕獲尾数は109,195尾（対前年比101％）で，

ともに前年を上回り，過去最高であった。来遊尾数に占める河川捕獲尾数の比率は59.3％で，例年と

比べて大きな差異はなかった。

海面の漁獲尾数を東部（境～石田)，中部（経田～四方）及び西部（海老江～氷見）に分けてみる

と，東部で50,402尾（対前年比142.8％)，中部で13,598尾（同92.5％)，西部で10,983尾（同45.7％）

であった。東部での漁獲が海面の総漁獲尾数の672％を占め，次いで中部18.1％，西部14.6％であっ

た。前年と比較して，平成７年度では，東部で著しく漁獲尾数が伸びたのとは対照的に，西部では大

きく落ち込んだことが特徴であった。

河川別では，庄川が55,091尾で最も多く，河川の総捕獲数の50.5％を占めた。以下小川が11,356尾

(10.4％）神通川11,119尾（10.2％)，早月川8,390尾（7.7％)，片貝川8,348尾（7.6％)，黒部川5,798尾

(5.3％)，常願寺川4,097尾（3.8％)，小矢部川2,516尾（2.3％）であった。

海面の漁獲のピークは10月下旬にみられた。漁獲のピークの出現時期は昭和63年以降変化がなかっ

た。河川でも10月下旬にピークがみられた。

２）魚体の大きさ及び年齢組成

主要河川にそ上したサケの平均尾叉長及び平均体重は表－２及び表－３に示したとおりであった。
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小矢部川では雄の3歳魚の平均値が4歳魚のそれを上回ったが，本年の小矢部川ではt 3歳魚と判定

された個体は3尾であったので，これが一般的な傾向であるか否かについては明らかでなかったo

主要河川にそ上したサケの年齢組成を表-4及ぴ表-5に示した。

雌は各河川とも 4歳魚が主体であり 2歳魚と 6歳魚はみられなかった。 5歳魚の比率は県西部の

小矢部川と庄川でそれぞれ26.3%と33.4%であったのに対し 黒部川等県東・中部の河川では3.9-

15.0%で比較的低かった。全河川における 3歳魚の比率は0-8.8%であった。

雄は2歳魚から 6歳魚までがみられたが いずれの河川でも 4歳魚が主体であった。小矢部川と早

月川における 5歳魚の比率はそれぞれ15.9%と5.4%で.どちらも雌に比べて10ポイント程度低かっ

た。 3歳魚の比率は小川と神通川で10%を越えており 比較的高かった。

3 ) 再生産形質

庄川と神通川の各採卵場で採卵に供されたサケ雌親魚228尾について，尾叉長，体重，採卵重量及

び卵径を測定し，鱗による年齢査定を行った。これらのデータついては現在解析中である。

2.固婦率予測データ収集

稚魚の飼育管理状況の記録を整備するために，随時，県内の7勝化場を巡回し，調査票への記入と

整理について指導を行った。

放流稚魚の海水適応能を評価するため海水適応試験を行ったところ t 48時間後の生残率は 0-100

%であった。一部のふ化場では，細菌性または寄生虫性の鰐病が発生した飼育群あるいは浮上までの

管理に問題があった飼育群で特に生残率が低かったo

表-6に庄川鮮化場における浮上槽収容群の海水適応能評価試験の結果を示した。 10月下旬に採卵

したグループ (B-8 -B-16)は鞭毛虫類のイタチオポドが寄生する例が多く，海水適応能は低かっ

たがt 11月下旬に採卵したグループ (B-4-B-7)には疾病の発生はみられず，海水適応能も高

かった。また，浮上槽から飼育池に流下した後の観察ではt B-8からB-16までの群でへい死が起

こり，これらの群ではいずれも飼育池流下後の魚体の瞬嚢が水腫状を呈していた。この原因としてい

わゆる「早期強制浮上」が疑われた。 B-8からB-16のグループは，飼育水の水温が13t以上の時

期に浮上水槽に収容し 瞬嚢水腫状の稚魚が出現したが，水温が10t前後に低下した後に収容した群

(B-4-B-7)では症状がみられなかったことから，早期に収容した群の稚魚は高水温のために浮

上槽中で安静が保たれず 早期強制浮上の状態になったのではないかと考えられた。 B-12グループ

は，イタチオボドの駆虫のため2回のホルマリン浴が行われ，最後のホルマリン浴から 1週間後に海

水適応試験を行ったところt B-4-B-7に比べて海水適応能は低く，銀の損傷は十分に回復して

いなかったと思われる。一方t B-8についてはホルマリン浴後1カ月以上経過時の海水適応能は

100%であったことから，銀の損傷も回復していたと考えられた。以上から，寄生虫等による偲の損

傷あるいは高水温飼育による異常個体の発生は，稚魚の海水適応能を低下させるものと考えられた。

3.在来系群特性利用調査

現在分析中である。
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4. 日本海回帰率向上対策調査

1 ) 稚魚生息環境

庄川河口前水域の表層水温(4定点の平均値)は， 4月には10-11t台で， 5月上旬には15tを越

えていた(表-7)。表層の水温が15tを越える時期は，例年5月中旬あるいは下旬で 7年春季の

表層水温の上昇は例年に比べて早かったと考えられた。これまでの調査で，沿岸の表層水温が15tを

越えるとサケ稚魚は沿岸で採集されなくなることがわかっている。したがって， 7年の場合，庄川河

口前のサケ稚魚の生息に適した期間は例年に比べて短かったものと考えられた。

海水1m3当たりの動物プランクトンの湿重量を表-8に示した。 4月期の動物プランクトンの湿重

量は73.6-317.8mg/m3であり，多くの場合100mg/m3以上であった。これまでの調査では，春季の動

物プランクトン平均湿重量は100mg/rrf以下で推移していたことから， 7年4月期の餌料環境はサケ

稚魚にとって良好であったと考えられたo 5月10日の調査では，定点1及び定点2で湿重量が著しく

高いが，これは夜光虫の赤潮発生によるものであった。夜光虫の発生は5月下旬の調査でもみられた。

富山湾沿岸生息期のサケ稚魚の主要餌料プランクトンの出現個体数の比率をみると，枝角類は沿岸

寄りの定点 1，定点2及び定点3で， 4月中旬と 5月上旬に高かったが，定点4では大きな増減はみ

られず低位で推移した。オキアミ類の出現比率は， 5月下旬に定点1で10%を越えることがあったが，

そのほかは10%以下で推移した。沿岸寄りの河川水の影響のある定点l及び定点2では，オキアミ類

は4月下旬に減少し 5月に増加した。 河川水の影響の少ない定点3及び定点4では4月下旬に高かっ

たo 榛脚類はいずれの定点でも多くの場合50%以上の出現比率であった。原索動物類の場合は，枝角

類や榛脚類のように出現比率が50%を越えることはなかったが 20%を越えることがあった。

2 ) 標識魚の体サイズと分布・移動

新湊では89尾，四方で11尾，合計100尾の標識魚が採集された(表ー9)。標識魚は放流翌朝には両

地区地先海域に到達していた。新湊では放流15日後まで標識魚が採集されたが，それ以降は調査を実

施しなかったので生息は確認できなかった。四方では放流14日後まで採集されたがt 22日後には採集

されなかった。

前年度の調査では，放流2日後に四方で採集された標識魚の尾叉長組成は 放流時の尾叉長組成と

比較して60mm以下で小さかった。この原因として 放流地点から四方までの聞で 尾叉長60mm以下の

個体が他の生物に被食されやすかったのではないかと考え，今年の調査では，四方地区のほかに標識

放流河川の河口付近(新湊)でも標識魚の採集を行い，尾叉長組成を調べた。

今年の調査では，放流翌日(4月5日)に新湊の調査対象定置網の一つで採集された標識魚77尾の

尾叉長組成は放流時の組成とほぼ同じであった(図-3・1-図-3・3)。したがって，放流日から

その翌朝の庄川河口前海域到達時の間に尾叉長依存的な減耗は，少なくとも標識放流魚の尾叉長サイ

ズ(48・71mm)では起こっていなしEか無視できる程度と考えられた。

しかし，四方でのサンプル数が少なく，十分なデータを得られなかった。新湊から四方までの海域

で，比較的小型のサイズのサケ稚魚が他の生物による捕食されているか否かについては明らかにする

ことができず，今後の課題として残った。
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6０１００Ⅱ平成６年10月１０日３)，７９
１０月２４日～１０月２９日

表－１標識魚の由来，大きさ，海水適応能

Ｉ平成６年10月24日
～１０月２９日

放流群採卵年月日 の

供試陰【圃国、△'１国

6０１００1.74

0.97~2．６５

表－２平成７年度にそ上したサケの平均尾叉長（ＦＬ）及び平均体重（ＢＷ）（雌）

５７

４８~6６

100

－１３２－

表－４平成７年度にそ上したサケの年齢組成（雌）

１．８１

０．９８~3．００
５８

４８~7１

表－３平成７年度にそ上したサケの平均尾叉長（ＦＬ）及び平均体重（ＢＷ）（雄）

１）上段は平均値，下段は範囲を示す。

２）人工海水100にサケ稚魚を収容し，軽く通気しながら無給餌で飼育し，４８時間後の生残尾数を計数

した。海水適応能は生残率で示した。

３）１０月１０日採卵群は北海道卵である。
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表-5 平成7年度にそ上したサケの年齢組成 (雄)

年目・，、

司11

3.0 

表-6 庄川勝化場の浮上槽収容群の海水適応能評価試験結果

飼育欝鎌卵日 収簿上容槽目 余病処処置置と日 放浪日 適海ω応が飽 備 考

B-16 10.26 11.Z1 生残.が低いため廃棄
8-16 (N)I.13 2.16 3.2 Bか-113&，u14民，容15の一都を

8-15 10.お 11.Z1 阻 NH.13 2.16 。
8-14 10.26 11.幻 限 N)1.13 2.16 3.3 
8-13 10.26 11.29 N)1.13 2.16 3.2 
B-12 10.27 11.29 事1.29 2.16 

事2.10 9.5 水温130C
8-11 10.Z1 11.29 事1.29 2.16 73.4 
8-10 10.Z1 11.29 事1.29 2.Z1 肥
B-9 10.幻 11.29 事1.29 2.Z1 問
B-8 10.Z1 11.29 事1.29 2.27 肥 一部間引き放誠

3. 5 1∞ 
B-7 11.10 12.12 

なななな しししし

3. 5 91.5 
B-6 11.10 12.12 3. 5 88.5 
B-5 11.10 12.12 3. 5 93.5 水温l00c
8-4 11.10 12.12 3. 5 96.7 

*人工海水収容48時間後の生残率で示す。

(ホホルマリン浴(1/4，000 1時間)

(N) : NaCl浴(4 % 1.5分)

NE 調査せず

表-7 庄川河口前海域の水温(4定点の平均値)

調査年月日 水 潔 w 。 5 10 15 20 
平成7年4月14日 10.3 10.7 10.5 10.4 10.4 

4月20日 11.7 11.1 10.9 10.8 10.5 
4月27日 11.7 11.3 11.3 11.3 11.2 
5月10日 15.5 13.9 13.6 13.6 13.6 
5月24日 16.1 15.6 15.4 15.0 14.4 
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表一８庄川河口前海域の動物プランクトン湿重量（mg／㎡）

－１３４－

l■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■－－一一一

新 湊四方
一一一
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ＦＬ〈ｍｍ〉

図－３‐１標識放流魚の尾叉長組成
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図－３‐３再捕標識魚の尾叉長組成

【調査結果登載印刷物等】

平成年７度さけ．ます資源管理・効率化推進事業報告書（平成８年８月印刷予定）

－１３５－



２降海性マス類増殖調査研究

辻本良・田子泰彦

【目的】

サクラマス資源の造成・増大を図るための知見を集積するために，サクラマスのスモルト幼魚を育成

し，標識放流を行うとともに，河川・沿岸域におけるサクラマスの生態，回帰親魚の漁獲実態等を明ら

かにする。また，深層水を用いて親魚を飼育し，種卵を安定供給する技術開発を行う。

【調査方法】

さけ．ます増殖効率化推進事業実施基準（水産庁振興課）に基づき，以下の調査を実施した。

１スモルト生産技術向上調査

①スモルト化技術向上調査

スモルト率の向上を図るために，庄川養魚場で選別飼育を行った。

②親魚蓄養技術向上調査

庄川において遡上親魚を捕獲し，親魚の長期蓄養を行うことにより，種卵の安定大量供給する

ための試験を行った。

水産試験場深層水利用研究施設のサクラマス飼育棟内の２５トン水槽４基を使用して，神通川産

系遡上第１代目の幼魚2,000尾を用いて，採卵用親魚の池中飼育を行った。

２分布回遊調査

①河川分布状況

飼育幼魚に鰭切除による標識を施し放流を行った。天然魚及び標識魚の分布，成長，降海時期

及び食‘性の調査を行った。

②沿岸分布回遊状況

標識放流幼魚及び天然幼魚の沿岸域での出現時期，大きさ及び回遊経路の調査を行った。また，

リボンタッグによる標識放流を行った。

３増殖基礎調査

①漁況調査

富山湾沿岸域と神通川及び庄川の漁獲状況及び親魚の回帰状況の調査を行い，サクラマス資源

に関する漁業データの集積を行った。

②魚病防疫調査

深層水利用研究施設及び庄川養魚場において，飼育幼魚・蓄養親魚の健康状態，魚病菌保有状

況及び飼育環境の調査を行った。

－１３６－



【調査結果の概要】

1 スモルト生産技術向上調査

① スモルト化技術向上調査

庄川養魚場における神通川遡上系の4月中旬のスモルト率は， 56.3%であり(表一 1)，昨年

の庄川・神通川遡上系のスモルト率 (53.3%)とほぼ同様の結果であった。

表-1 平成7年度サクラマス稚魚の飼育結果

増殖場名 系

庄川養魚場神通川遡上系

飼育開始時

尾数尾叉長体重

(千尾) (佃) (g) 

70 3.9 0.55 

② 親魚蓄養技術向上調査

飼育終了時

尾数尾叉長体重

(千尾) (cm) (g) 

22 8.6 7.7 

19 11.8 16.9 

14 14.6 32.1 

0.2 14.2 32.7 

生残率 スモルト率 備考

(%) (%) 

81.8 H7.10. 4.放流

98.4 H8. 2.15.放流
12月12自分別以降の生残率

90.5 H8. 3.27.放流
12月12自分別以障の生残率

56.3 H8. 4.17.測定

庄川において流し網により親魚の捕獲を行い，合計66尾の回帰親魚を得た(表-2 )。この親

魚を用いて，庄川養魚場において蓄養試験を行った。蓄養池上面に張られた遮光ネットの隙聞か

らの飛び出しによる親魚の死亡が見られたため，これを防ぐ対策が必要と考えられた。親魚使用

率は62.1%であった。採卵結果を表-3に示す。

表-2 平成7年度流し網による親魚捕獲結果(庄JlI)

調査日 調査時間 調査範囲 捕獲尾数うち:無標識魚 標識魚

06. 02. 4:30-11:00 庄川大橋~石瀬 9 3 6 

06.03. 4:30-14:00 中野~庄川大橋 25 15 10 

06. 07. 4:30-10:00 庄川大橋~石瀬 2 1 

06.08. 4:40-13:00 雄神放水口~庄川大橋 7 4 3 

06. 10. 4:00-9:30 合口ダム~雄神大橋 7 4 3 

06. 13. 4:30-9:30 雄神大橋上流 5 2 3 

06. 15. 4:30-10:30 中野~広上 7 3 4 

06. 21. 20:00-22:30 雄神大橋上流 404  
._----圃・・・・・・------------_.圃・岡-------------固・・・・・・・・・・・・・・・・圃---------・・・・ a・・圃------圃.-----

計 66 32 34 
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表－３平成７年度サクラマス蓄養親魚の採卵成績（庄川養魚場）

高脂肪餌料飼育のサクラマス

採卵月日 採卵尾数

（尾）

採卵数

（千粒）

僻化尾数

（千尾）

発眼卵

(千粒）

発眼率

（％）

鮮化率

（％）

10月９日～11月１８日３２ 9２．４1０５ 9６9７ 9９．０

－１３８－

水産試験場深層水利用研究施設での親魚飼育は，平成７年３月に神通川産幼魚約2,000尾で飼

育を開始した。体重変化を図－１に示す。平成７年４月19日の平均体重が579であったものが平

成８年３月27日には平均体重3349に成長し，最も大きなもので7539であった。高脂肪餌料と低

脂肪餌料で成長の違いを比較したが，顕著な差違は見られなかった。約１年間の飼育によって成

長のばらつきが大きかったことから，長期間の養成には選別飼育が必要と考えられた。卵形質の

違いは採卵時に判定する。現在約1,000尾の親魚候補を飼育中であり平成８年秋に採卵を行う予

定である。

０
０
０
０
０
０
０
０
０

０
０
０
０
０
０
０
０

８
７
６
５
４
３
２
１

（
ロ
）
畑
鐘

２分布回遊調査

①河川分布状況

庄川において鰭切除及びリポンタッグの標識を施し放流を行った（表－４）。

１０月４日の放流地点において，１１月22日にサンプリングを行ったところ，放流魚19尾，天然魚

４尾を捕獲した。この放流魚の平均体重は24.39,天然魚は18.6ｇであった。放流魚の平均胃内

容物重量は0.519であり，陸生，水生昆虫を摂餌していた。
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３増殖基礎調査

①漁況調査

富山県沿岸域における平成７年のサクラマスの漁獲量は1,895kｇ（定置網1,694kg，漁船漁業201

ｋｇ：水試調べ)で，昨年（6,221kg）を下回り，昭和54年以降では３番目に低かった（図－２）。

漁獲量のピークは４月中旬で590kｇ（31.1％）であり，４月上旬から下旬までの１ケ月間に1,047

ｋｇ（55.3％）が漁獲された（図－３)。市場別には黒部市場（854kg）が全体の45.1％を占めた。
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表－４平成７年度サクラマス幼魚放流結果

鴨季系群標識部位放流河川放流年月日放流場所

図－２宮山湾沿岸域におけるサクラマス漁獲量の経年変化
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②沿岸分布回遊状況

平成６年度に神通川及び庄川において標識放流されたサクラマス幼魚は，４月中旬から下旬に

かけて富山県沿岸域においてサヨリ引き漁業によって76個体が採補された。平均体重は４４．４９，

平均尾叉長は15.8cmであった。胃内容物は大半がオキアミ目であり，その他，小魚，端脚類，陸

生昆虫も見られた。また，平均胃内容物重量は0.409であった。７６個体中24個体が標識魚であり，

放流されたサクラマスは，降海後北上回遊に向かったものと考えられる。
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図－３平成７年度の富山湾沿岸域におけるサクラマス漁獲量の旬別変化

神通川におけるサクラマスの平成７年の漁獲量は5,456kgで過去５年間（平成２年～平成６年）

の平均漁獲量4,543kgを上回った（表－５）。秋期に採卵のため捕獲されたサクラマスは854尾

(早681尾，３１７３尾）（前年比,562％）であった。

表－５神通川水系のサクラマス漁獲量経年変化（富山漁協漁業権管内）

（単位：kg）
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②魚病防疫調査

魚病の発生状況は，水産試験場深層水利用施設の親魚飼育池において淡水から深層水に変えて

飼育を始めたころからガス病が発生した。深層水を熱交換し水温を上げたため窒素ガスが過飽和

になったことが原因と考えられた。３月下旬にビブリオ病が発生したが，オキソリン酸の経口投

与により終息した。魚病は庄川養魚場では発生しなかった。

【調査結果登載印刷物等】

平成７年度サクラマス資源増殖振興事業報告書（印刷予定）
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３海産アユ種苗回帰率向上調査

田子泰彦

【目的】

アユ資源の増大を図るためには，湖産アユ，人工産アユの安定的な放流に加えて，最も大きい資源と

推測される海産遡上アユの増大が望まれる。しかし，本県の海産アユについては資源量をはじめとして，

その生態も十分には明らかにされていない。このため，海産アユの生態，特に仔魚の降下から海域での

生息を中心に明らかにすることにより，海産アユの減耗要因を把握する。また，遡上時期と遡上期の魚

体の大きさを明らかにするとともに，遡上量及び遡上量と環境要因との関連を推定するための基礎資料

を収集することにより，海産アユ資源の効果的な増大策の策定に資する。

【調査河川の概要】

庄川は岐阜県北西部の荘川村の烏帽子岳（1,625ｍ）に源を発し，富山県南西部の山間部を北流し，

砺波平野から富山湾に注ぐ，平均河床勾配１／120～１／800,流路延長115kｍ（富山県内63km)，流域面

積1,180k､iの河川である（図－１）。小牧ダムから河口までの平野部の流長は27.5kmであり，アユの遡上

できる範囲はこの区間及び支流和田川の和田川ダムまでに限られる。この区間に棲息する魚類は，アユ

の他，サクラマス，サケ，ウグイ，コイ，ウナギ，カジカ，カンキヨウカジカ，アユカケなどである。

平成元年から平成５年までの５か年の年平均流量は，小牧で101.43トン／秒，大門で33.80トン／秒で

ある。

庄川と富山県全体のアユ放流量の推移を表－１に，庄川と富山県全体アユ漁獲量の推移を表－２に示

した。平成７年の庄川のアユの放流量は2,303千尾で，うち湖産が2,171千尾（94.3％)，人工産が132千

尾であった。昭和60年（庄川で人工産種苗の放流が開始された年）以降の庄川の放流量に湖産アユが占

める割合は82～98％で，昭和55年以降の県全体の放流量に湖産アユの占める割合（66～85％）と比べて

もきわめて高いものとなっている。また，平成６年の庄川の湖産アユの放流量は，県全体の湖産放流量

の26.1％を占めている。アユ放流量は庄川，県全体とも昭和50年以降増加傾向にあり，近年では庄川で

は2,000千尾前後，県全体では8,000千尾前後となっている。昭和50年以降の漁獲量をみると，県全体で

は減少傾向にあるが，庄川では若干の増加傾向にあり，平成７年の漁獲量は38トンであった。

平成７年の庄川河口に比較的近い高岡市伏木における各月平均の気温，降水量（気象月報による）及

び庄川の河川水温（庄川沿岸漁連資料による）を表－３に示した。気温は最高が８月の27.5℃，最低が

１月の1.7℃であった。降水量は梅雨時の大雨のため７月が559.5mmと最も多く，庄川では７月上旬から

下旬にかけて，濁りが強く増水していた。河川水温は５～７月にかけて14.4～18.3℃と低めに推移した。
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表-1 庄川と富山県全体のアユ放流量の推移
(千尾)

年
(う雪湖催;割合) (う雪崩量;割合)

昭和50年 474( 474;100%) 3，570( 

51 454( 454; 100%) 2，371( 

52 758 ( 758; 100覧) 2，605( 

53 758; 100%) 4，183( 

54 964 ( 964; 100覧) 3，997( 

55 909; 100%) 4，590(3，580;78%) 

56 964( 964; 100%) 5，310(4，510;85%) 

57 671 ( 671; 100%) 4，738(3，313;70%) 

58 1，301(1，301;100%) 6，594(4，925;75覧)

59 1，040(1，040;100%) 6.915(5，323;77%) 

60 1，002( 982; 98完) 5，801 (4， 152;72%) 

61 998( 819; 82覧) 5，555(3，671;66%) 

62 1，774(1，587; 90%) 6，388(4，551;71完)

63 1，764(1，510; 86%) 7，186(5，414;75覧)

平成元年 1，103( 945; 86%) 5.787(4.135;71%) 

2 1.148(1.055; 92%) 5，923(4，369;74%) 

3 1.975(1，775; 90%) 8，484(6.629;78覧)

4 2，024(1，952; 96覧) 8，099(6，546;81完)

5 1，920(1，760; 92%) 7，877(6，555;83%) 

6 1，948(1，780; 91覧) 8，143(6，829;84覧)

7 2，303(2，171; 94%) 
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表-2 庄川と宮山県全体アユ漁獲量の推移 表-3 平成7年の高岡市伏木における平均気温，

(トン)
降水量及び庄川の平均河川水温

年 庄川 富山県
月 平淘気温 降水最 平均水温

昭和50年 33 329 1月 1.7 385.5 5.4 

51 32 . 273 2月・ 2.8 92.5 6.4 
3月 6.6 115.5 8.4 

52 32 201 4月 11.7 123.5 11.0 

53 38 249 
5月 16.1 109.5 14.4 
6月 18.9 91 18.4 

54 38 291 7月 24.6 559.5 18.3 

55 42 307 
8月 27.5 147 24.7 
9月 21.1 177 21.1 

56 38 259 1 0月 17.4 75.5 18.1 
1 1月 8.8 335.5 12.0 

57 23 256 1 2月 3.8 275.5 7.5 

58 44 258 

59 39 271 

60 44 

61 48 283 

62 49 259 

63 50 224 

平成元年 48 206 

2 49 188 

3 50 192 

4 57 205 

5 43 168 

B 40 188 

7 38 

【調査方法】

1 河川調査

(1) 産卵場と産卵時期調査

産卵場の区域と産卵期間は，庄川の中下流域(図-1 )で，目視による現地調査により平成7

年9月から12月にかけて，原則として月に2回行った。また，アユの産卵状況に関する漁業者か

らの聞き取りを行った。

湖産，人工産及び海産の産卵開始時期は，水産試験場の飼育池(長さ1.95mX幅1.45m X高さ

0.66m)において，平成7年5月-11月にかけて3者を飼育，自然産卵させることによって調べ

た。実験に用いた稚魚は，海産(黒部川と庄川遡上群約300尾)，湖産(滋賀県彦根市産約300尾)

及び人工ふ化産(富山漁協神通川鮎増殖場産約100尾:電照操作により採卵時期は8月中旬)で，

9月上旬から飼育池に産卵用の砂利を投入し，原則として毎日，産卵状況を調べた。なお，飼育

池の水深は30-40佃水量は40-50i /分水温は期間を通して約18t(地下水)とした。
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(2) 降下仔魚調査

降下仔魚の採集は，庄川の下流域(高岡市石瀬:河口から約5.5km)にあるサケ捕獲用に設置

されたヤナ(幅72m)の上流(図-1 )で平成7年9月から12月にかけて 原則として月に2

回行った。採集に用いた仔魚ネットは口径45佃，網目の大きさ0.3mmで，河川の左岸側の中央部

と岸部の2カ所に設置(図-2)して 夕方から夜半にかけて原則として2時間おきに 5分間に

降下する仔魚を採捕したo採集した仔魚は 5%ホルマリン溶液で固定後， 80%エタノール溶液に

保存した。 11月上旬には本調査地点と庄川河口付近(河口から上流約300mの左岸側で水深約80

佃の地点:図-1 )において24時間の仔魚の降下状況を調べた。また，水温，濁度， pH及び流

速の経時変化を調べた。水温は水銀棒状温度計を，濁度は濁度計を， pHはpHメーターを，流

速は電気流速計を用いて測定した。なお，流速の読みとりは流速の安定性を考慮して，最小単位

を5cm/秒とした。以下 各調査の水質測定は同じ方法を用いた。

富山尚

- 量産卵細

小牧グム

o s 101-111 

図-1 平成7年庄川におけるアユの産卵場と降下仔魚調査位置図
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図-2 降下仔魚採集地点での河川断面概略図

2 海域調査

(1)仔魚分布調査

海域における仔魚の分布調査は，調査船「はやっきJ(19トン)を用いて，庄川沖を中心とし

た富山湾の4定点(河口から250m，500m， 1 km及び2km:図-3)で，平成7年10月から平成

8年1月にかけて，原則として月に2回行った。仔魚の採集に用いたネットは口径80cm，網目

0.3mmと口径1.3m，網目0.5mmで，船の速度約2--3ノットで，それぞれ10分間(表層)と 5分間

(中層)曳網した。採集した仔魚は5%ホルマリン溶液で固定後， 80%エタノール溶液に保存し

たo また，水温，塩分，濁度及びpHを調べた。

(2) なぎさ(波打ち際)調査

なぎさでの仔魚の採集は，富山湾沿岸の六渡寺(庄川河口左岸)，新湊西漁港(庄川河口右岸)， 

新湊東漁港及ぴ岩瀬(神通川河口)の4地点(図-3)で平成7年10月から平成8年1月にかけ

て月に 1回行った。採集に用いた小型のひき網は高さ1.3mX幅6m，目合 1mmで，採集場所は

水深50佃--1 m30cmの砂浜及び漁港内の船揚げ場で 1回の曳網距離は沿岸と平行に約50mとし，

1--3回の曳網を行った。同じく六波寺を中心とした6地点(図-3)で，懐中電灯を用いて

(約5分間)，灯火に集光したアユ仔魚をタモ網により採集した。採集した仔稚魚は5%ホルマリ

ン溶液で固定後， 80%エタノール溶液に保存した。また，水温，塩分，濁度及びpHを調べた。

動物プランクトンの採集は，岩瀬と新湊漁港において，平成7年12月15日にNGGXX13のプラ

ンクトンネットで表層の海水100iをろ過することによって行った。これを80%エタノールで固

定後，種類の査定と計数を行った。また，同日採集された仔魚のうち，六渡寺(13個体)と岩瀬

(29個体)について， 80%エタノールで固定後，消化管内の動物プランクトンの種類の査定を行つ

た。
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図－３平成７年アユ仔魚分布（海域）及びなぎさ調査位置図

３遡上調査

（１）遡上稚魚

稚魚が河川へ遡上を開始する時期を，滑川漁港に農業用水（淡水）が排出される地点で，平成

７年４月から６月にかけて，原則として毎日，目視により調べた。庄川へのアユ稚魚の遡上の確

認は，平成７年４月から６月にかけて原則として月に３回，下流域の降下仔魚調査地点と同じ地

点を中心に，目視（稚魚，ハミ跡）と投網（26節）による稚魚の採捕により行った。

合口ダム（河口から約25km:図－１）の魚道でアユの遡上状況を調べるために，平成７年５月

から９月にかけて原則として毎日，魚道を遡上するアユの飛び跳ね回数を調べた。飛び跳ね調査

は，１１時～12時の間に魚道の一段の升において１分間に飛び跳ねる回数を計測し，これを３回行

い１分間の平均値を算出した。なお，調査は魚道付近の漁業者に依頼した。

（２）湖産アユの生残調査

海産アユ遡上量推定の基礎資料を得るため及び湖産アユが産卵期まで生残するかどうかを調べ

るために，標識（脂鰭切除）を施した湖産アユ（平均標準体長8.5cm，平均体重8.19）３２千尾を

平成７年５月17日に庄川下流域（河口から約９kmの地点）に放流した。湖産アユの生残の確認は，

９月以降産卵場付近で投網（12節）とテンカラ網（12節）による採捕及び漁業者からの採捕報告

により行った。

【調査結果の概要】

１河川調査

（１）産卵場と産卵時期調査

庄川での産卵場は10月上旬から下旬にかけて南郷大橋から高岡大橋の間で５カ所確認された

（図－１）。１１月下旬以降は産卵場は確認されなかった。産卵時期は目視による現地調査及びふ化

仔魚の降下期間調査（10月上旬から12月上旬：表－４）から，９月下旬から11月中旬に，盛期は

１０月上旬にあったと推定された。なお，漁業者からの聞き取りによれば，平成７年の産卵開始時

期は例年並とのことであった。
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(2)降下仔魚調査

仔魚の採集は平成７年９月10日から同年12月８日にかけて計７回行った。仔魚の降下は９月下

旬からみられ，ピークは10月下旬にあった（表－４，図－６)。この結果と昨年度までの調査結

果を合わせると，産卵期は９月下旬から11月中旬で盛期は10月上旬に，仔魚の主な降下期間は１０

月上旬から12月上旬で，盛期は10月下旬にあると推定された。

調査時の水温，流速，ｐＨ及び濁度はそれぞれ5.9～19.5℃，２０～105cm／秒，7.2～8.0,0.1～

2.9mg／、の範囲にあった（表－４)。１２月８日の水温は5.9～6.5℃と低かった。

平成７年降下仔アユ調査結果（庄川：石瀬）表－４
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7.320:0019.5
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水産試験場の産卵時期確認試験では，湖産，人工産及び海産の産卵開始日は，それぞれ湖産が

９月19日，人工産が９月13日（早期採卵魚)，海産が９月29日であり，人工産の早期採卵魚が一

番早く，次いで湖産，海産の順であった。湖産と海産の差は10日であった。これらのことと湖産

アユの生残状況（３－（２））から，河川での湖産の産卵及び湖産と海産の交雑は十分にあると考

えられ，降下仔魚の一部は湖産系に由来すると推定された。
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､g／@の範囲にあった。水温は12時に最高，４～８時に最低を示した。
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平成７年11月１～２日の仔魚の日間降下量変動を図－４に示した。降下は終日みられたが，１８

時から0時に多くみられ，ピークの20時には1,449尾（１ネット／５分間当り）が採集された。

18時から０時の降下量は全体の89.1％を占めた。なお，降下時刻のピークは調査期間を通して，

12月上旬を除き20時にみられた（表－４）。

調査時の水温，流速，ｐＨ及び濁度はそれぞれ11.9～13.6℃，５５～85cm／秒，7.4～8.0,0.3～2.9

0.6

０．２
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図一４庄川石瀬における降下仔アユ尾数の２時間変化

（１ネット／５分間当たり：1995年11月１～２日）

河口では，仔魚は終日みられ，ピークは午前１時にあった（表－５，図－５）。石瀬とはピー

クの時間が５時間ずれているが，石瀬と河口の距離（約５km）と河川の流量を考えると，石瀬を

降下した仔魚の多くは翌朝までには河口域に到達するものと考えられた。

調査時の水温，流速，ｐＨ，塩分及び濁度はそれぞれ12.0～15.9℃，５～60cm／秒，7.5～7.9,

1.71～10.80％，1.2～3.2唾／、の範囲にあった。水温は13時に最高，７時に最低を示した。なお，

13時頃には流速が約５cm／秒となり，塩分が最も高い値を示しているが，これは潮汐の影響によ

るものと思われ，仔魚の海域への到達時間も潮の干満により違ってくると考えられた。

降下仔魚の体長を表－６に示した。石瀬での仔魚の体長は5.3～6.2mmの範囲にあり，１０月上旬

の仔魚は他の時期の個体よりも小さかった。また，１１月１～２日に採集された仔魚では，河口の

個体は石瀬の個体より平均で0.4mm長かった。
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仔魚は調査地点の河川断面を仔魚ネット断面と同じ割合で降下し，前後の調査時間の間の仔魚

の量が直線的に変化すると仮定すると，仔魚の降下量は平成７年11月１～２日には1,247万尾と

推定された（図－６)。さらに，各調査日の１日の降下量の割合が24時間調査の調査割合と同じ

と仮定し，前後の調査日の間の仔魚の量が直線的に変化すると仮定すると，仔魚の降下量は12億

尾と推定された。
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図一５庄川河口における降下仔アユ尾数の２時間変化

（１ネット／５分間当たり：1995年11月１～２日）
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図一６庄川石瀬におけるアユ仔魚の１日の推定降下量
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１２/３

海域調査

仔魚分布調査

庄川沖の富山湾での調査結果を表－７に示した。仔魚は表層では10月上旬から出現し，１０月下

旬に最も多く採集された。表層では時期が遅くなるほど採集尾数が減少する傾向にあった。１回

の曳網による仔魚の採集尾数の最高は，平成７年10月26日のSt.’の385尾であった。中層曳きで

採集された仔魚はごくわずかであったので，仔魚は表層を主要な棲息場としていると考えられる

が，中層の採集データが少ないので，今後とも調査を重ねる必要がある。採集された仔魚の多く

は前期仔魚で，庄川沖の富山湾の表層に仔魚が出現する時期とアユ仔魚が庄川を降下する時期は

ほぼ同じと考えられた。

調査地点の表層での水温，塩分，ｐＨ及び濁度はそれぞれ8.8～22.2℃，12.89～30.98％，7.9～

8.3,0.4～3.8mg／、の範囲にあった。

２

(1)
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表-7 平成7年アユ仔魚分布調査(富山湾庄川沖)
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(2) なぎさ(波打ち際)調査

なぎさでのひき網による仔魚の採集結果を表-8に，灯火による採集結果を表-9に示した。砕波

帯では仔魚は10月-1月にかけて出現し，採集尾数の最高は平成7年11月17日の岩瀬における5，781

尾(1曳網当たり)であった。気象や海況条件により仔稚魚が波打ち際で大群をなすことがあると推

定された。 1月は六渡寺で1尾採集されたに過ぎなかったo 採集した仔魚の平均体長は12.1-29.2聞

の範囲にあった。平成7年10月-12月に岩瀬で採集した仔魚の体長分布を図ー7に示した。体長のモー

ドは， 10月では12.0-13.9mmに， 11月では16.0-17.9mmに， 12月では22.0-23.9mmにあり，経月的に大

きくなる傾向を示した。

調査地点の水温，塩分， pH及び濁度はそれぞれ10.0-23.1'C， 18.00-32.44%， 8.1-8.4， 0.1-1.9 

mg/iの範囲に，仔魚が採集された地点(1尾の地点を除く)の水温，塩分， PH及び濁度はそれぞ

れ13.1-22.0'C， 22.18-31.76%， 8.1-8.3， 0.6-1.9mg/ iの範囲にあり， 10'C付近の低水温では採

集されなかった。

灯火による採集では仔魚は10月-12月にかけて出現したが 1月には採集できなかった。採集した

仔魚の平均体長は13.4-31.1mmの範囲にあった。調査地点の水温，塩分， pH及び濁度はそれぞれ6.6

-20.3'C， 13.79-32.57%， 7.9-8.3， 0.1-2.2mg/ iの範囲に，仔魚が採集された地点(1尾の地点

を除く)の水温，塩分， pH及び濁度はそれぞれ11.5-20.2'C， 13.79-31.57%， 8.0-8.3， 0.1-2.2 

略/iの範囲にあり，ひき網による調査と同様， 10'C付近の低水温では採集されなかった。

砕波帯で1月以降に稚魚が採集できなかったのは，冬場の悪天候及び波打ち際の水温の低下により.

仔魚がより沖合い域に移動したためと考えられた。
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図－７砕波帯でのアユ仔魚の体長分布（1995年10～12月：岩瀬）
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計
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岩瀬と新湊漁港での動物プランクトン分析結果を表-10に，六渡寺と岩瀬でのアユ胃内容物の分析

結果をそれぞれ表－１１，表-12に示した。岩瀬に出現した動物プランクトンはハルパクチコイダ，カ

ラニデ，ミクロステラ，オイットナのかいあし類及び多毛類幼生であった。新湊漁港ではハルパクチ

コイダが大半を占め，次いで多毛類幼生，オイットナ，カラニデ，端脚類であった。

アユ仔魚の摂餌率は岩瀬で31.0％，六渡寺で38.5％と低く，主な餌はハルパクチコイダ，オンケア，

パラカラニデなどのかいあし類で，多毛類の幼生は摂餌されてなかった。摂餌している仔魚のかいあ

し類の平均個体数は岩瀬；六渡寺とも1.4個体であった。他のシラス型魚類の食性から考えると，こ

の採集した群れ全体の摂餌率が低いと思われた。

表－１０砕波帯での動物プランクトン分析結果（数／1002当たり：1995.12.15）

種類 岩瀬新港漁港計

計

Cａｌａｎｉｄａｅ Ｏ ４４

Cａｌａｎｉｄａｅｃｏｐｅｐｏｄｉｔｅ ３ ０３
Ｐａｒａｃａｌａｎｉｄａｅ Ｏ ＯＯ

Ａｃａｒｔｉａｓｐ、 ０ Ｏ０

０ｉｔｈｏｎａｓｐ、 ２ ５７

０ｎｃａｅａｓｐ、 ０ Ｏ０

Ｍｉｃｒｏｓｅｔｅｌｌａｓｐ、 ３ O３

Ｈａｒｐａｃｔｉｃｏｉｄａ Ｏ４２４２

Hａｒｐａｃｔｉｃｏｉｄａｃｏｐｅｐｏｄｉｔｅ ４７５７９

Cｏｐｅｐｏｄａｎａｕｐｌｉｕｓ ３ １４

Cｏｐｅｐｏｄａ Ｏ ＯＯ

Ａｍｐｈｉｐｏｄａ Ｏ ２２

Ｂｉｖａｌｖｉａｖｅｌｉｇｅｒ Ｏ ＯＯ

Ｐｏｌｙｃｈａｅｔａｌａｒｖａ ４８１２

………………………計………………………………~………i9………………1.〃……………156………………………

樋類

表－１１アユ胃内容物分析結果（1995.12.15：六渡寺）

（13個体中５個体（SL24.6～27.6mm)、その他は空胃）

表－１２アユ胃内容物分析結果（1995.12.15：岩瀬）

（29個体中９個体（SL20.6～29.9mm)、その他は空胃）

－１５５－

種類

Ｃａｌａｎｉｄａｅ ｌ

Ｃａｌａｎｉｄａｅｃｏｐｅｐｏｄｉｔｅ Ｏ

Ｐａｒａｃａｌａｎｉｄａｅ ｌ

Ａｃａｒｔｉａｓｐ、 １

Ｏｉｔｈｏｎａｓｐ・ Ｏ

Ｏｎｃａｅａｓｐ、 ３

Ｍｉｃｒｏｓｅｔｅｌｌａｓｐ・ O

Harpacticoida ３

Hａｒｐａｃｔｉｃｏｉｄａｃｏｐｅｐｏｄｉｔｅ ２

Ｃｏｐｅｐｏｄａｎａｕｐｌｉｕｓ Ｏ

Ｃｏｐｅｐｏｄａ ｌ

Ａｍｐｈｉｐｏｄａ Ｏ

Ｂｉｖａｌｖｉａｖｅｌｉｇｅｒ ｌ

Ｐｏｌｙｃｈａｅｔａｌａｒｖａ Ｏ
■･■･･■ゅ･■毎■の●・・■･■■■■■■■･･■｡｡｡■･■■■■｡■･･■･■■■･■■■●●●●●●●◆●●●●●●●●●●◆●･●･･c･●●●■｡｡■･･･■･・・・･■･･●●･●●ー

計 １３

Ｃａｌａｎｉｄａｅ ｌ

Ｃａｌａｎｉｄａｅｃｏｐｅｐｏｄｉｔｅ Ｏ

Ｐａｒａｃａｌａｎｉｄａｅ ２；
Ａｃａｒｔｉａｓｐ・ Ｏ

Ｏｉｔｈｏｎａｓｐ・ Ｏ

０ｎｃａｅａｓｐ・ ｌ

Ｍｉｃｒｏｓｅｔｅｌｌａｓｐ・ O

Ｈａｒｐａｃｔｉｃｏｉｄａ ２

Ｈａｒｐａｃｔｉｃｏｉｄａｃｏｐｅｐｏｄｉｔｅ Ｏ

Ｃｏｐｅｐｏｄａｎａｕｐｌｉｕｓ Ｏ

Ｃｏｐｅｐｏｄａ Ｏ

Ａ■ｐｈｉｐｏｄａ ｌ

Ｂｉｖａｌｖｉａｖｅｌｉｇｅｒ Ｏ

…………….……………………………………………………………………Q…
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遡上調査

(1) 遡上稚魚

滑川漁港でアユ稚魚が見られた期間は平成7年4月7日--7月3日であった。庄川下流域にお

いて，アユが最初に確認されたのは平成7年4月28日であった。平成7年4月--6月に庄川で採

捕したアユ稚魚の標準体長と体重を表-13に示した。各調査日の標準体長の平均は6.4--10.4cm 

3 

の範囲に，平均体重は2.9--15.4gの範囲にあった。

合口ダム魚道で最初にアユの飛び跳ねか滞認されたのは平成7年5月13日で，

ユの飛び跳ねがみられ，盛期は5月下旬--6月上旬にあった。 7月中旬月以降は魚道の水量が少

なく，アユの飛び跳ねは少なかった(表ー14)。庄川では5月中旬以降，湖産アユの放流が多く

なるので海産遡上アユの主群が上流域に達する時期は明言できないが，少なくとも 5月上旬頃ま

ごく少数であると思われた。

9月10日までア

でには合口ダム(河口から25km)付近に達する個体は，

遡上量

湖産標識魚は9月以降では産卵場付近で4尾(調査尾数1，019尾:混獲率0.4%)採捕され，湖

産アユの産卵期までの生残が確認された。遡上量については，湖産放流量，人工産の放流量及び

各月の場所毎の標識魚の混獲割合を踏まえ，統計的に推定可能かどうか検討中である。

(2) 

平成7年庄川におけるアユ遡上稚魚採捕結果表-13

直 (g) 測定尾叡
標準偏差
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平成7年庄川合口の魚道におけるアユの飛び跳ね状況調査表-14
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【調査結果登載印刷物等】

平成7年度海産アユ種苗回帰率向上総合検討調査報告書(水産庁)
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４河川内有効利用調査研究

田子泰彦・辻本良

【目的】

近年，県内の河川においては関係者による種苗の放流努力にもかかわらず，河川開発や河川工事に伴

う河川環境の変化などで水産資源はなかなか増大せず，魚種によっては減少傾向を示しているものもあ

る。また，サケ・サクラマスやアユの放流種苗の増殖場においては，周辺の開発や農業用水路の改修な

どで飼育水の確保や良好な水質の維持が年々困難な状況にある。このため，河川構造と棲息魚類の関係

調査，魚道の効果調査，産卵場の造成調査及び河川敷の有効利用調査を行うことによって，河川全体を

水産上総合的に有効に利用する方策の確立に役立てる。

【調査方法】

１河川構造と棲息魚類の関係調査

(1)人工淵造成効果調査

大門町広上地先（図－１）の庄川において，平成７年８月11日にバックホウを用いて人工的に淵

（幅13ｍ，長さ25ｍ，水深80～100cm）を造り，その淵に蛸集する魚の種と数を明らかにする（以下

魚類調査）とともに，淵の構造と水質の変化を調べた。魚類調査は，昼間は８～11月に５回，淵で

１２の定点（８月17日は25定点）において，水中メガネを用いて180度視野での目視（８月17日は360

度視野）による種の同定と計数を行った。夜間（19～20時）には８～９月に４回，造成した淵と上

流の瀬に淵と同面積の区域を設定し，両者において26節の投網を用いて下流から上流に６回（８月

１７日は８回）打網することによって魚を採集した。また，９月26日には淵でアユの毛針釣りを行っ

ていた遊漁者から，釣果を聞き取りした。

淵の構造と水質は，淵の内部に25定点及び淵の周囲に13定点（図－２）を設定し，水深，淵幅及

び流速の淵の構造と，水温，濁度，溶存酸素（ＤＯ)，ｐＨ及び生物化学的酸素要求量（ＢＯＤ）を

調べた。水深は金尺を，池幅は巻尺を，水温は水銀棒状水温計を，流速は電気流速計を用いて測定

した。なお，流速の読みとりは流速の安定性を考慮して，最小単位を５cm／秒とした。濁度，ＤＯ，

ｐＨ及びＢＯＤは表層の水を採取し，ｐＨはｐＨメーターを，濁度は濁度計を用いて，ＤＯとＢＯＤ

はウインクラー法により測定した。また，淵では水温と流速は表層と底層の２カ所で測定した。以

下各調査の環境・水質測定は同じ方法を用いた。
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(2) ダム直下の淵環境調査

神通川第三ダム(図-3)は河口から約23kmの距離にあり，ダム直下には幅約150m，長さ約100

mの大きな淵がある。神通川ではサクラマスの遡上はこのダムで阻まれ，本淵で多くのサクラマス

が滞留・越夏している。本調査では，最も水温が高くなる 8月(測定日:8月18日)に淵の環境要

因の1つとして，水深と表・底層の水温測定を行った。調査は淵に28定点を設定(図-4)し，ゴ

ムボートを用いて 水面から水温計(メジャー付き)を下げることにより行った。

F町IIJ/IY

o 蜘n

図-3 神通川におけるダム直下の淵環境調査地点とサクラマス育成池調査地点

34m 20.5m14.7m 

図-4 神通川第3ダム直下にある淵の模式図
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(3)「巨石」投入効果調査

庄川漁業協同組合ではアユの好漁場の形成を目的に，アユ漁の前に高岡市徳一地先（図－１）に

巨石（周辺の河床の石の大きさに比べるときわめて大きい石）を投入した。高岡市徳一地先は河口

から約12kmの地点にあり，河川型はBb型の中流域である。この投入効果を調べるために，平成７

年９月11日に徳一地先の庄川において，２０ｍ×10ｍの範囲から無作為に大きな石から60個を選びそ

の長径を測定するとともに，水中メガネを用いて，石と魚の観察を行った。

(4)黒部川アユ遡上調査

出し平ダムの排砂で著しく河川構造に影響を受けた黒部川で海産アユの遡上状況を調べた。調査

は湖産アユの放流が行われる前の平成７年５月12日に黒部川の河口から愛本にかけての10地点（荒

俣，飛騨，板屋，出島，荻生（下)，荻生（上)，福島，小摺戸，浦山及び下立：図－５）において，

２６節の投網を用いて午前10時～午後３時の間に行った。なお，魚体の測定尾数は50尾以下とし，そ

２

れ以上採捕された場合には放流した。また，採集地点における水温，濁度及びｐＨを測定した。

Ｉ

図－５黒部川アユ遡上調査地点の概略図

魚道の効果調査

富山県（水産漁港課）が遡河性魚類の資源保護のために，朝日町横尾地内にある笹川と魚津市金山

谷地内の角川に設置した魚道において，海産アユの遡上状況を調べ，その効果を調べた。調査は魚道

より上流域に湖産アユが放流される前の平成７年５月11日に，魚道の上流部で投網によりアユを採集

することによって行った。用いた投網は26節，打網回数は約10回とした。また，採集地点における水

温，濁度及びｐＨを測定した。

－１６０－



なお，笹川の魚道は砂防堰堤の右岸側に平成6年に設置され，その構造は長さ20m，幅3.6m，高

さ3.0mの階段式魚道，角川の魚道は農業用水取水用の頭首工の右岸側に平成5年に設置され，その

構造は長さ8.0m，幅3.5m，高さ1.5mの階段式魚道である。

3 産卵場調査

(1) アユ産卵場造成調査

人為的にアユの産卵場を造成した場合の効果調査を庄川において行った。産卵場の造成は，既に

産卵されている卵への影響を考慮して，産卵盛期を過ぎた平成7年11月2日に 南郷大橋(河口か

ら約10km:図-1 )下流にある産卵場でパックホウを用いて河床を耕運することにより行った。耕

運範囲は本流の右岸側半分とし，瀬肩から早瀬にかけて幅20m，長さ60mとした。 造成後の効果

調査は，平成7年11月7日に，右岸側の耕運範囲を上下に20mX20mの区画 (A，B)2カ所を設定

し，対照区として左岸側に同じくC，Dを設定(図-6)した。測定項目は水温，水深，流速，石の

大きさ，クロロフィル量及び産卵状況とした。水温は各設定区の中心部で，水深と流速は各設定区

で9地点を均等に配置した地点で，石の大きさは各設定区から大きい石から順に33個選び出し，ク

ロロフィル量は各設定区から無作為に 1個の石を選び出し，表面の藻類を削って測定した。

4昨ーー

4唾ーー-

図-6 庄JlIアユ人工産卵場調査地略図

(2) アユ産卵場保護区域調査

海産アユ資源の増大を目的に，庄川漁業協同組合と共同して，南郷大橋の上下流1kmの範囲(図-

1 )で，平成7年12月18日にアユの産卵可能場所(波を打っている瀬で，河床が浮き石状態に近い

場所)を巻尺により測定し.産卵可能場所の面積を算出して，産卵親魚の保護区域(親魚捕獲禁止

区域)の設定を検討した。
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4 河川敷の有効利用調査

(1) 河川敷利用状況調査

県内の各河川において，水産増殖用に河川敷を利用している状況を現地調査と利用者の聞き取り

により調べた。

(2) サクラマス育成池調査

富山漁業協同組合(以下富山漁協)は，放流用のサクラマス稚魚の効率的な増大を図るために，

婦中町土淵地先の神通川左岸(図-3)に一時的に飼育池を造成し，平成7年6月12日に本飼育池

にサクラマスの稚魚(約20万尾)を収容し，アユ漁の終期に近い平成7年10月6日に放流(下流部

の堰板を外し，稚魚を追い出す)するまでの問，稚魚の育成を行った。池の上部は防烏ネットで覆

い、期間中は原則として毎日午前と午後の2回 市販のニジマス用配合飼料を魚体重の約2%とな

るように事儲耳した。

調査は，河川敷を利用した飼育池の有効性を明らかにするために，富山漁協と共同して，本飼育

池でのサクラマス稚魚の成長，食性，飼育池の構造及び水質の経月変化を調べた。

サクラマス稚魚は月 1回タモ網 (12月は投網)により採集し，麻酔して魚体測定を行った後，約

20尾を10%ホルマリン溶液で固定し，胃内重量，胃内容物を調べた。

池の構造と水質は，上流部から 5地点(図-7)を設定し，水深，池幅及び流速の物理的環境，

水温，濁度， p H， DO及ぴBODの水質並びに底質の化学的酸素要求量 (COD)を調べた。流速

は中心部と両岸から 1m内側に入った3地点の表面，中層及び底層の3カ所で測定した。水温は中

心部と両岸から 1m内側に入った3地点の表面と底層の2カ所で測定したo底質の泥はスコップを

用いて採集した。

また， 10月3日には飼育魚の一部を曳網とタモ網で採捕し，麻酔して計7，131尾の稚魚の脂鰭の

切除を行った後，それらを飼育池に再放流した。 10月6日には飼育池堰板を外して水位を落とした

後，池の各所でタモ網で無作為に稚魚を採捕し，標識魚の混獲率から造成池での最終飼育尾数を推

定した。
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図-7 神通川河川敷における河川内有効利用サクラマス飼育池

【調査結果の概要】

1 河川構造と棲息魚類の関係調査

(1) 人工淵造成効果調査

淵の造成場所とした地点は，大門町広上地先にある庄川本川の右岸側で，左岸側に本流が流れ，

右岸側の流れは本流より少なく，また左岸側と右岸側の流れの聞には砂利の中州があった。淵の造

成前(平成7年8月8日)に長さ20m，幅10mの区画を設定し，縦横3点をほぼ均等に配列した9

地点、の平均水深と平均流速を測定したところ，それぞれ29cmと60cm/秒であった。また， 50cmX50 

佃の河床から，大きいものから60個の石を摘出し，その長径を測定したところ平均と標準偏差は8

cm:t 3 cmであった。同区域で水中メガネを用い，横に10mを3回(上，中，下)，斜めにはmを2

回，魚類を目視したところ，ヨシノポリ94尾，アユ8尾，カジカ 7尾及びヌマチチプ4尾を確認し

た。淵の上流域での瀬の水質調査結果を表一 1に示した。 DOは7.6-9.4mg/仁濁度は0.2-3.0mg

/1， 及びpHは7.3-8.6の範囲にあったo なおt 9月21日は増水して濁りが強く，淵の生物調査は

できなかった。
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表-1 座川人工淵水質調査結果

8月8日 8月17日 8月29日 9月11日 9月21日 9月26日 11月21日

水温 CC) 25.0 24.6-25.4 24.1-25.0 20.2-20.8 19.7 19.1-19.6 12.1 

DO (mg02/I) 7.6 9.0-8.5 8.9 9.4 9.3 

濁度 (mg/I) 0.3 0.5 3.0 0.2 

pH 8.6 7.3 7.7 7.5 

人工淵の平面の形状変化を表-2に示した。平面的な形状の変化をみると，淵の上流部の幅(①一

③)は11.4--12.4m，下流部の幅(⑬一⑬)は12.4--13.0m，右岸側の長さは(④ー③)は22.3-

23.6m，左岸側の長さ(⑨一⑬)は22.5--24.0mの範囲にあったが，この程度の差は測定誤差でも

生じると考えられ 調査期間中に淵の平面的な構造に大きな変化はなかったと思われる。

表-2 庄川人工淵の平面の形状変化 (単位:m) 

8月11日 9月11日 9月26日 11月21日

①ー③ 12.4 11.4 11.6 11.5 

⑬一⑬ 13.0 12.5 13.0 12.4 

④一③ 23.0 22.5 23.6 22.3 

⑨一⑬ 23.0 22.5 24.0 24.0 

人工淵の環境調査結果とその周囲の環境調査結果を表-3， 4に示した。水深は最も浅い箇所で

は9月26日のSt.1の54cm 最も深い箇所では8月29日のSt.23の123cmで，平均水深は81--89佃で

あった。上流部と両側面の壁面部近くは浅く，下流部の壁面近くは深い傾向にあったが，これらの

構造の差は造成時に生じたものと考えられた。調査期間中においては上流部と両側面の壁面はくず

れやすい傾向にあり 同所では少し浅くなったと思われる。河床が平坦でないため，調査日ごとの

各調査定点での水深の測定には若干の測定誤差があったと思われるが，各調査日において最も深い

地点のSt.23では3cm (120--123叩)の変化しかなく， 25定点の平均水深も 8佃 (81--89cm)の差

の範囲にあり，調査期間中に淵の立体的な構造にも大きな変化はなかったと考えられる。

目視による観察では，上流部のSt.1--5ではかけ上がりの底面には砂が堆積している箇所が一

部に見られ，流木の滞留もあった。中流部のSt.6--20にかけては河床は石底で，下流部のSt.21-

25付近の河床の石が最も大きかった。

人工淵周囲の平均水深と流速はそれぞれ23--26佃， 30-38佃/秒の小さい範囲にあり，淵と同様

に周囲の河床の構造はほとんと寺変化がなかったものと思われるo

表層と底層の水温差は8月17日と 8月29日のSt.11の0.6CCで，その他は0.2CC以下であった。各定

点の平均水温の表層と底層の差も 8月17日と 8月29日が0.1CCで他は差がなかったことから，本淵

では伏流水の湧出はほとんどないものと考えられた。

淵の平均流速は表層では30-40佃に，底層では15-25cmの範囲にあり，上流部では速く，下流部

及び壁面近くでは遅い傾向にあった。また， 8月17日の淵の上流と下流の瀬の流速はそれぞれ70cm

/秒(①一③平均)と60佃/秒(⑬一⑬平均)，淵での流速は上流部から50cm/秒(1 -5平均)， 

30cm/秒 (6-10平均)， 20叩/秒(12-15平均 :11は反流のため除外)， 20cm/秒(16-20平均)
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及ぴ、25cm/秒 (21-25平均)で，瀬で速かった流れが淵の造成により 淵の上部から中部にかけて

徐々に弱まり，下部から再び流速が増し，次の瀬へと速くなった。この傾向は調査期間を通して変

わらなかった。

瀬に淵を造成することで，環境的には深い水深と遅い流速の箇所が出現し，魚にとっては休息・

逃避場所や稚魚の生育場，あるいは摂餌場が作出できたと思われた。

平成7年度圧川人工淵環境調査結果
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平成7年度庄川人工淵周囲の環境調査結果表-4
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8月17日から11月21日の聞に 5回行った淵での魚類目視調査結果を表-5に示した。目視で確認

底生された魚種は10種類計2，270尾であった。魚種別の総計ではアユが最も多く，次いでウグイ，

性ではヌマチチプとヨシノボリが多かった。砂地付近にはシマドジョウが確認できた。なお， ウグ

イとオイカワの稚魚は目視では区別することが難しく，夜の投網による採捕結果(表-11)から考

ウグイとオイカワの稚魚の区別については混同していた可能性が高い。また，

についてはシマヨシノポリとトウヨシノポリが確認できたが両者をまとめてヨシノポリとした。

ヨシノボリえると，

180度視野)

9月26日までは淵の魚

時期別の変化をみると， 8月17日の合計を8月29日以降の目視努力割合(12定点，

に換算すると258尾(1，074尾X12定点/25定点/(180度/360度))となり，
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類数は徐々 に増加していった。１１月21になるとアユは産卵のために下流域に降ったか，もしくは寿

命Iこよるへい死のために見られなくなり，ウグイやオイカワのように遊泳能力の高い魚もほとんど

いなくなった。また，９月までは多くみられた底生性のヌマチチプとヨシノポリも激減し，合計２０

尾に過ぎなかった。この淵は禁漁区などの措置はとらず，テンカラ網や毛針釣りなどの漁業・遊漁

が普通に行われていた。アユの毛針釣りの遊漁者からの聞き取りでは，１人が半日で約50尾，１人

が夕方２時間で約20尾という釣果であった。このことから，アユについては漁獲圧があり，漁業・

遊漁による減耗と上下の瀬からの蛸集が繰り返されたものと考えられた。

表－５平成７年度庄川人工淵における魚類の目視調査結果
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投網による上流部の瀬での採捕結果を表－６，淵での採捕結果を表－７に示した。瀬では６種類

計166尾，淵では９種類が207尾採捕された。時期別では，瀬，淵とも９月26日が他の調査日よりも

採捕尾数が少ない傾向を示した。淵の８月29日ではオイカワとヌマチチプが最も多かったが，それ

以外では瀬，淵ともカジカが一番多く採捕され，特に瀬で多かった。カジカは昼の目視では少しし

か確認されていないので，夜間は積極的に摂餌行動に出ているためと推測される。

魚種別では瀬ではカジカが114尾と最も多く，次いでヨシノボリ（24尾)，ヌマチチプ（13尾）で

あった。淵ではヌマチチプが55尾と最も多く，次いでカジカ（48尾）オイカワ（47尾）であった。

カジカとヌマチチブの採捕尾数を比べてみると，カジカは瀬の方が淵よりも２倍以上多く，逆にヌ

マチチブは淵の方が瀬よりも３倍以上多かった。カジカもヌマチチブも瀬と淵で投網に対する反応

性が変わらないと仮定すると，カジカは淵よりも瀬を好み，ヌマチチプは瀬よりも淵を好むものと

考えられた。また，目視調査で確認できたシマドジョウは採捕されなかった。

採捕された魚体の大きさを瀬と淵で比べてみると，アユやヨシノボリではほとんど同じだが，カ

ジカは淵の方が大きく，ヌマチチブは瀬の方が大きかった。平均全長でみてみると，１０cmを越えた

のはアユ（11.3cm,11.2cm）と淵のオイカワ（10.5cm）だけで，他はすべて10cm未満であった。アユ

を初め他の魚種も全体的に魚体が小さい傾向を示しているが，これは淵を造成した地点が中下流域

の浅瀬であったこと及び採捕に用いた投網が26節と細かい網目だったことによると思われる。

淵での昼の目視結果と夜の投網の採捕結果を比べてみると，目視で一番多く確認されたアユが夜

では４番目で，数も目視の782尾に比べ，採捕は27尾であった。これは採捕された魚種の中ではア

合 3５９

）１は補正値

）２は補正値

生データ

8/１７の補

－１６６－

く
く

ｘｌ２地点／25地点／（180度／360度）
正値に他のデータを加算したもの



ユは最も遊泳能力が高いこと 毎日投網・テンカラ網漁が行われ網に馴れていること，水深が深く

(80-100佃)細かい網目では底に着くまで時間を要することなどの理由により，投網の採捕から逃

れたアユが多かったためと考えられる。アユにとっては水深の深い場所ほど網からの逃避ができや

すいと思われた。

表-6 平成7年度庄川人工淵上流の瀬における夜間の投網による魚類採捕結果

訂語 9/11 9/26 吾 』十

宅窓会 3是 i本 重 尾叡全 長 偉 盆 庵叡会 妥 自主 重 尾政全 妥 体 盟

平均:tS.D 耳Zl$J:t S.D 平均:tS.D 平均ー S.D 平均::S.D .rz均土 S.D ;;z勾ー S.D 立均=S.D 
'7ー~ 7 11.4:: 0.6 10.9 = 2.0 1 10.7 8.8 8 11.3 0.6 9.3 0.4 
ウグイ
方・イカヴ 10.5:t 1.1 10.1:!: 4.4 5 10.5 1.1 8.5 1.0 
ヌマチチプ 8.6:!: 1.0 8.4:t 3.1 8 9.1土 1.0 11.2:!: 1.0 13 8.9 1.1 7.4 0.8 
ヨシノポリ 13 7.2土 0.5 3.9土1.2 9 7.3土 0.7 4.6:!: 1.4 2 6.6:!: 1.1 3.2:!: 1.4 24 7.2 0.7 6.0 0.6 
ウキゴリ 1 8.1土 0.0 4.6:!: 0.0 1 8.2:!: 0.0 5.6:!: 0.0 2 8.2 0.0 6.8 0.1 
カジカ 54 8.4:: 1.5 8.6:: 5.4 32 8.1土1.6 8.5土 5.1 28 9.2:t 1.6 11.0ヱ 5.8 114 8.5 1.6 7.2 1.4 
アユカケ

合計 85 50 31 166 

表-7 平成7年度庄川人工淵における夜間の投網による魚類採捕結果

8/29 9/11 9/26 e' 計

尾敏全 5是 {本 血 尾政金 長 tj. 盟 尾政金 S走 体 盟 尾政金 長 体 虫

平均:!:S.D 平均:!:S.D 平均:tS.D 平均:tS.D 平勾土 S.D 平均:tS.D 平勾 4・S.D 平勾:tS.D 
アユ 14 10.8土1.9 10.2:!: 5.9 9 11.8:t 1.4 13.3土 4.8 4 11.1:t 1.5 10.5土 4.6 27 11.2:t 1.7 9.3土1.5
ウグイ 3 10.9:t 1.0 7.7土 4.9 6 4.9土 0.5 1.1土 0.4 4 5.6:t 0.6 1.9土 0.8 13 6.1士 2.2 5.0土1.8
才イカワ 28 5.8土 2.5 2.9:t 6.0 12 8.1土1.6 5.0土 3.7 7 9.9:t 2.2 12.8:t 9.8 47 7.0土 2.7 5.7土 2.3
ヌマチチプ 28 8.2土 1.7 7.8:t 4.5 14 7.9:t 1.9 7.3土 4.6 13 6.8:t 1.5 4.9:t 3.0 55 7.8土1.8 6.5:!: 1.5 
ヨシノポ1) 1 6.5:t 0.0 2.8土 0.0 4 7.9:t 0.7 5.6:t 0.9 4 7.1:t 0.5 3.8:t 0.6 9 7.4土 0.7 6.2土 0.6
ウキゴリ 2 8.8土 0.2 5.4土 0.4 2 8.3:t 0.4 6.4土 0.3 1 9.1土 0.0 7.0主 0.0 5 8.7:t 0.4 7.2:t 0.4 
カジカ 4 10.3:t 1.4 15.5:t 5.6 26 9.7:t 1.4 13.2:t 6.0 18 9.5主1.2 11.9:t 4.7 48 9.7:!: 1.4 8.1土1.1
アユカケ 6.9:: 0.0 5.8:!: 0.0 1 6.9:t 0.0 5.6:t 0.0 

3.8(俄} 2.6(償) 3.2(償)
モクズガニ l :t 0.0 21.2:!: 0.0 土 0.0 7.1土 0.0 2 土 0.6 14.2土 7.0

3.5(縦) 2.3(縦) 2.9(綴}
合計 82 74 51 207 

(2) ダム直下淵環境調査

水温の測定結果を表-8に示した。表層の水温は25.6--27.6tの範囲に，水深10m付近の底層の

水温は20.4--23.9tの範囲にあった。なお，水深の測定ではビニールコードの先端に付けた重りが

軽かったこと，岩の凹凸などの河床の起伏が多かったことにより，水深が増すほど精度を欠いた上

に，水深10m付近に達すると測定ができなくなった。このため，水深10m付近(以深)については

すべて10mと表示した。起伏の多い河床では，水深の測定には魚群探知機を用いるべきだと思われ

た。

平成7年の秋にはこの淵で多くのサクラマス親魚が捕獲されたことから，この淵で滞留・越夏し

たと推定され，サクラマス親魚は20tを越える水温に耐えられるものと考えられた。
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11-13時)神通川第3ダム直下淵の水温調査結果 (1995年8月18日表-8

調査水深表層底層

地点 (m)水温("C)水温("C) 
調査水源表層底層

地点 (m)水温("C)水温("C) 

調査水漂表層底層

地点 (m)水温("C)水温("C) 

調査水深表層底層

地点 (m)水温("C)水温("C) 
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「巨石J投入調査

投入された石の長径の測定結果を図-8に示した。石の長さは21-70cmの範囲にあり，モードは

36-40cmにあった。水中で観察した石はしっかりと川底に固定された状態にあった(いわゆる浮き

石状態でははかった)。石の表面の藻類の状況は，アユの喰み跡がはっきり分からない状態であっ

たが，いわゆるアカ腐れの状態ではないことから，喰み跡が分からないほどアユがコケを喰んでい

ると思われた。水中観察でアユは見かけられたが，水深が20-30叩と浅かったため，水中での目視

によるアユの計測は アユの散逸により不可能であった。

この調査場所ではt r巨石Jの投入により，アユが1回当たり食べる藻類の量が増えることが考
えられt r巨石j投入前の河床より大型のアユが育つ可能性が大きく，特に水深が深くなれば有望
な漁場となる可能性が大きいと推測された。ただし，周辺の河床の石の大きさが小さい(1一(1 ) 

参照)のでt r巨石」は出水があれば徐々に河床に埋もれていく可能性が高いと思われた。

(3) 
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座川高岡市徳一地先に投入された「巨石jの長径頻度分布
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表－９平成７年度黒部川アユ遡上調査結果（1995年５月12日）
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(4)黒部川アユ遡上調査

採集したアユの測定尾数，全長，尾叉長，標準体長及び体重を表－９に示した。アユが採集され

たのは高速道路から下流の各地点で，荻生（上）と福島を除くといずれも５回以内の打網で，地点

によっては１回で100尾を越えるアユが採集された。高速道路から上流の地点では１尾もアユが採

集できなかったことから，５月12日の時点ではアユは高速道路付近まで遡上していたものと考えら

れた。

各地点の測定尾数は10～50尾の範囲で，合計226尾であった。採集したアユの全長は7.4～12.4ｃｍ

の範囲に，体重は3.1～13.49の範囲にあったが，調査地点間における魚体の大きさには一定の傾

向はみられなかった。測定尾数全体の平均全長は10.1cm，平均体重は6.99であった。

調査時の各地点の水温は8.3℃（荒俣）～7.4℃（下立）の範囲に，濁度は3.1～3.7mg／、の範囲

にあり，ｐＨはすべて7.2で，黒部川は濁った状態にあった。

長（c､）

±Ｓ､Ｄ、

囲）

尾叉長（c､）

平均±Ｓ､，．

（範囲）

標準体長（c､）

平均±Ｓ,Ｄ

（範囲）

重（９）

±Ｓ､Ｄ・

囲）

全
鞠
櫛

体
物
蝿

採捕

尾数
魚種

飛騨３２

６．１±２．７

(13.4～3.1）

５．１±１．２

（９．９～3.4）

８．４±１．９

(12.7～4.9）

７．４±１．２

(11.0～5.3）

６．４±１．２

(10.5～3.9）

８．１±０．９

(10.6～６０）

７．７±１．１

（9.0～5.6）

２魚道の効果調査

笹川の採集結果を表-10に，角川の採集結果を表-11に示した◎笹川ではヨシノポリ６尾，アユ４７

尾及びマルタ１尾の３魚種計54尾が採集されたが，このうちアユについては，この時点でまだ湖産ア

ユの放流が行われていないので，海産遡上アユが本魚道を通過したものと考えられた。採集したアユ

の平均全長は9.4cm，平均体重は5.79で，同時期に採集した黒部川のもの（１－（４）参照）と比べる

－１６９－

８．８±１．１８．２±

(11.1～7.3）（10.3～

８．４±０．６７．８±

(10.3～7.4）（９．６～

９．８±０．６９．１±

(11.2～8.3）（10.5～

９．４±０．５８．７±

(10.8～８５）（10.0～

９．０±０．５８．４±

(10.7～7.6）（９．９～

９．８±０．４９．１±

(10.8～9.0）（10.0～

９．６±０．４８．９±

(１０．０～8.8）（９．３～
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表－１１平成７年度角川魚道調査結果（1995年５月11日）

表－１０平成７年度笹川魚道調査結果（1995年５月11日）

と小さかった。

角川ではマルタ７尾，ウグイ17尾及びカワムツ２尾の３魚種計25尾が採集されたが，アユは採集で

きなかった。魚道の下流部でもアユは見られなかったことから，この時点では海産アユはまだこの地

域まで遡上していないものと考えられた。現場の状況からみて，ウグイは利用しているものと考えら

れ，アユも本魚道を十分利用できると考えられた。

なお，ウグイとマルタについては外部形態のみで判断しており，成熟の程度によっては両者の種分

けに違いが生じると思われた。

調査時の水温，濁度及びｐＨは，それぞれ笹川が13.0℃，0.8mg／、及び7.5，角川が14.9℃，2.0,壇

／‘及び7.7であった。

－１７０－

長（c､）

±Ｓ,Ｄ・

囲）

尾叉長（c､､）

平均±ＳＤ．

（範囲）

標準体長（c､）

平均±Ｓ,，．

（範囲）

重（９）

±Ｓ,Ｄ・

囲）

全
鞘
櫛

体
鞘
櫛

採捕

尾数
魚種

全
翰
髄

７．０±１．３

(8.1～4.2）

９．４±0.9

(12.0～8.0）

３１．７

６．０±1.1

(6.9～3.5）

８．５±０．８

(11.0～7.2）

２８．５

４．６±１．９

(6.7～0.8）

５．７±２．１

(14.1～３．０）

300.0

ヨシノポリ ６

７．９±０．７

(10.2～6.7）

２６．７

ユ４７ア

マルタ １

魚種

３産卵場調査

（１）産卵場造成調査

造成した産卵場の環境調査結果を表-12に示した。造成区は対照区よりも瀬肩，早瀬とも水深は

浅く，流速も遅かった。石の大きさは各区ともほぼ同じであった。クロロフィル濃度は造成区（0.2

～0.7媒gchl.-a／100cnf）が対象区（11.9～13.8〆gchL-a／100c㎡）よりもきわめて低く，造成によ

２カワムツ

長（c､）

±Ｓ､Ｄ・

囲）

尾叉長（c､）

平均±ＳＤ．

（範囲）
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(5.9～5.6）
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（範囲）
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体
軸
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(12.6～5.2）

４．７±０．１

(4.8～4.6）

７

２８．９±６．９

(39.7～20.5）

９．３±２．８

(13.5～5.8）

５．３±０．１

(5.3～5.2）

マルタ
304.8±192.0

(640.0～90.5）

１３．６±１０．５

(３３．５～2.1）

１．８±０．１

(1.9～１６）

ウグイ１７



０．７

0.2
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表－１２平成７年度産卵環境調査（1995年11月７日）

６
７
９
１

２
１
３
２

９
９
０
９
１

調査地点水深（c､）流速（c､／sec）石の直径（c､）クロロフィル濃度“gchL-a／100c㎡）

Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ

５
５
０
５

３
６
５
９

り石の表面の藻類が著しく少なくなっており，アユの卵が粘着卵であることを考えると，造成の効

果があったと思われた。なお，水温は各区とも15.0℃（15時）であった。産卵の状況を目視観察し

たが，対照区では産卵は確認できなかった。造成区ではＢ区の下流寄りの一部に産卵が確認された

が，Ａ区では確認できなかった。Ｂ区で産卵が確認された箇所から無作為に1000c㎡の容器に石を収

容し，実験室に持ち帰り石と卵の数を測定したところ，145個の石に158個の卵が確認され，平均卵

数は1.1個であった。また，卵が付着していた石の長径の平均は2.1cmで，Ｂ区の大きい石の長径平

均がが９cmであるので，アユは小砂利を選んで産卵したものと思われた。

産卵場の造成日を産卵盛期を過ぎた11月２日としたため，産卵数は少なかったが造成の効果は認

められた。この造成を産卵期が始まる前に行えば，かなりの効果が期待できるものと考えられた。

(2) 産卵場保護区域調査

庄川の南郷大橋付近の産卵可能な瀬は，上流0ｍ～500ｍには８箇所（計4,978㎡)，上流500ｍ～

１kmには８箇所（計4,543㎡)，下流０ｍ～500ｍには７箇所（計6,490㎡)，下流500ｍ～１kmには４

箇所（計7,650㎡）の計27箇所（23,661㎡）あった（図－９)。庄川におけるアユの産卵場での１㎡

当たりの平均産卵数を今後把握する必要があるが，この区域を産卵期の保護区域とし，産卵期の前

にブルドーザー等で河床を耕運すれば，多数の仔魚の降下が期待できるものと考えられた。
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(上流)

岨閣

町却

誠治

武田

(下流)

図-9 庄川南郷大橋付近でのアユの産卵可能区域略図

4 河川敷の有効利用調査

(1) 河川敷利用状況調査

平成7年度の各河川における河川敷の利用状況を表-13に示した。県内では5河川の河川敷で，

サケ，アユ及びサクラマスの種苗の育成や親魚の養成が行われていた。サケでは放流尾数の増大を

目的とした12月~翌年3月にかけての発眼卵の収容と稚魚の育成，アユでは効果的な産卵による降

下仔魚の増大を目的とした9月-10月にかけての他県産海産系養殖親魚の収容(翌年の海産遡上ア

ユの増加を期待する)及びサクラマス(ヤマメ)では増殖場の代替え(飼育池・飼育水の不足を補

うとともに電気代等のコストの削減)を目的とした5月-10月にかけての稚魚の育成を主眼とした

ものであった。特に小川ではヤマメ，アユ，サケと周年にかけて利用されていた。

なお，河川敷の利用は，サケでは昭和58年に庄川で，アユでは平成2年に庄川で，サクラマスで

は平成3年に神通川で最初に行われ，以後各河川で行われている。

河川敷の利用は，飼育池の造成が簡単で安価である，飼育水が豊富にとれる，伏流水が多く湧出

する箇所では水温が比較的安定している，飼育場所が広くとれる，自然に近い状態で飼育できる.

電気代等が節約できるなどコンクリート等による恒久的な飼育池と比べてコストが低いなどの利点

がある。一方，大水が出た場合の稚魚の散逸と造成池の崩壊の危険性がある，水量や水温の急激な
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変化に対して迅速な対処がとりにくい，管理が届きにくいなどの欠点もあり，目的に応じて魚種と

時期を適切に選ぶ必要があると考えられた。

表－１３平成７年度県内各河川における河川敷の利用状況

河川名魚種期間利用者

小矢部川サケ９５年12～３月小矢部川漁協

庄川アユ ９５年９～10月庄川沿岸漁連

場所、池の規模、利用状況等

高岡市上渡地先、長さ98ｍ、幅4.7ｍ

発眼卵の収容と稚魚の育成

大門町広上地先、

アユ産卵用親魚400kg収容

庄川サケ９５年12～３月庄川沿岸漁連同上、発眼卵の収容と稚魚の育成

神通川サクラマス９５年６～１０月富山漁協
婦中町萩島地先、サクラマス稚魚の育成

（４－(2)参照）

黒部Ⅲアユ’5年9-'0月黒部川内水面漁協鰯駕iO識碧､､幅4⑳

黒部川サケ’6年1-3月黒部川内水面漁協室繍麓藤鞠､幅4-"・

小Ｉﾔﾏ〆’5年5-9月朝日内水面漁協塑駕鶏毒駕脇8-42,,
小川アユ９５年９～10月朝日内水面漁協同上、アユ産卵用親魚200kg収容

小川サケ９５年１２～３月朝日内水面漁協同上、サケ稚魚の育成

(2)サクラマス育成池調査

神通川河川敷のサクラマス育成池（図－７）は，長さが157ｍで幅が4.5ｍ～5.8ｍ，深さは55ｃｍ

～101cmで，注水口は上流部にある池からの落ち込み式になっている。中央部に水深約１ｍの淵が

あり，この水面上には発砲スチロールの覆いが浮かべてあった。淵の下流部には魚の隠れ家として

コンクリートの土管が間隔をおいて縦に３つ設置してあった。池の底質はSt1～St､２にかけては

砂混じりで小石が多く，Ｓｔ､３付近は泥の堆積が見られた。Ｓｔ､４～St､５にかけては上流部よりも石

がやや大きくなる傾向が見られたが，泥の堆積も上流部よりも多く見られた。夏から秋にかけては

Ｓｔ,３付近を除き，各所でオオカナダモの繁茂が見られた。また，平成７年７月３日には神通川の

大増水により池が冠水した。

飼育稚魚の尾叉長，胃内容指数（胃内容重量／体重×100）及び昆虫等を食していた割合（胃内

容物に配合飼料以外の物を食していた個体数の割合）を表－１４に，尾叉長，体重及び肥満度（体重

／(尾叉長)3×1000）の経月変化を図-10に示した。収容前の平均尾叉長6.1cm，平均体重２．９９の

稚魚は，放流時の10月６日には平均尾叉長10.9cm，平均体重16.79に成長した。この間の肥満度の
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平均は10.9-12.6と良好で，胃内容指数も2.2-3.9の範囲にあった。しかし，放流時から約 2カ月

過ぎた12月4日に同池に残留していた個体は，無給餌であったこともあって尾叉長は伸びていたが，

体重は減少し，平均肥満度は9ム平均胃内容指数は0.6と低くなり，餌不足の状態にあると推定さ

れた。昆虫等を食する割合は9月以降高まる傾向を示した。

9月25日から10月6日にかけては体重が急激に増加しているが，これは稚魚の採捕方法が7--9

月は水位をそのままにしてタモ網によるものt 10月は水位を落としてタモ網によるものt 12月は26

節の投網によるものであったためt 7 --9月に採捕した個体は遊泳能力が弱いもの，すなわち，比

較的魚体の小さいものを選択的に採捕したためと恩われる。稚魚を均一に採捕するためには，採捕

方法は投網を用いた方がよいと考えられた。また，放流後に残留している個体の成長が悪いことか

ら，今後はすべての個体が神通川本川に到達できる放流方法を検討する必要がある。

14 
尾叉長平均

12 

E 10 
腿略阿 8 

6 

4 

6月8日 7月20日8月18日9月25日10月6日12月4日

25 
平均体重

20 

rn 15 
‘0ー'3 

E10  

5 

O 

6月8日 7月20日8月18日9月25日10月6日 12月4日
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肥満度
15 

14 

13 

選思 12 
11 

10 

9 

8 

6月8日 7月20日8月18日9月25日10月6日12月4日

図-10 神通川の河川敷にあるサクラマス飼育池でのサクラマス幼魚の尾叉長、体重友ぴ肥満度の経月変化

表-14 平成7年度神通川河川敷飼育池におけるサクラマス稚魚胃内容物測定結果

尾叉長(佃) 胃内容物 胃内容指数 昆虫等を

調査日 測定尾数 平均 ::!:: SD 平均 ::!:: SD 食していた

(範 囲) 測定尾数 (範 囲) 割合(%)

95/07/20 60 6.5 ::!:: 0.7 26 3.9 ::!:: 1.8 11.5 

(4.9 -- 8.8) 0.6 -- 7.4) 

95/08/18 60 8.3 ::!:: 0.9 30 2.2 ::!:: 1.2 13.3 

(6.5 --11.2) (0.5 - 6.6) 

95/09/25 59 9.1 ::!:: 0.9 20 2.3 ::!:: 0.9 85.0 

(7.3 - 11.8) (0.6 - 4.5) 

95/10/06 60 10.9 ::!:: 1.1 22 3.8 ::!:: 2.1 50.0 

(7.6 --13.9) (0.7 -- 9.0) 

95/12/04 64 11.6 ::!:: 1.4 21 0.6 ::!:: 0.5 76.2 

(8.5 --14.8) (0.0 - 2.0) 

尾叉長の頻度分布を図-11に示した。各月の尾叉長のモードはそれぞれ6月8日では5.0-5.9cm

にt 7月20日では6.0-6.9cmにt 8月18日では8.0-8.9cmにt 9月25日では9.0-9.9cmにt 10月6日

では11.0-11.9佃にt 12月4日では10.0-l1.9cmにあった。尾叉長は月によって若干の相違はある

ものの，ほぼ正規分布に近い分布を示した。
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標識放流３日後に飼育池の各所から無作為に1,034尾を採捕したところ，131尾が標識魚であった。

飼育池は閉鎖域であり，放流後の標識魚のへい死がなく，池全体に一様に分散したと仮定すると，

放流時の飼育池にいたサクラマス稚魚は約56千尾と推定された。本池の収容尾数は約200千尾と推

定されており，放流時の数はこれと比べると少ないが，これは７月３日に神通川の大増水のために

池が冠水したため，この時に多くの稚魚が神通川本川に逃げたためと考えられる。

飼育池の各定点における６月～10月までの水深，水温，流速及び池幅を表－１５に示した。各月の

各定点の中心の水深及び池幅は，それぞれSt､１が64～80cｍ（差16cm)，４６～5.6ｍ（差1.0ｍ)，Ｓｔ、

２が58～78cｍ（差20cm)，4.7～5.2ｍ（差0.5ｍ)，Ｓｔ,３が104～115cｍ（差11cm)，5.3～６２ｍ（差０９

ｍ)，Ｓｔ､４が67～84cｍ（差17cm)，5.3～5.8ｍ（差0.5ｍ）及びSt､５が104～112cｍ（差８cm)，4.9～

6.4ｍ（差1.5ｍ）の範囲にあり，全定点での最大差は水深が20cm，池幅が1.5ｍであった。この差は

注水量の変化と各定点での多少の測定場所のずれにより生じたと思われ，飼育期間中に池の基本的

な構造に大きな変化はなかったと考えられた。

表面の水温は上流から下流にかけて少し上昇する傾向がみられ，最大差は７月の0.6℃であった

が，他の月の差は0.3℃以内であった。各定点の表層と底層の温度差をみると，６月では0.1℃以内，

７月では0.4℃以内，８月では0.1℃以内及び９月では0.1℃以内の変化であり，この結果から池の底

層あるいは壁面から，伏流水が湧出している可能性はほとんどないと推定された。

また，月別の水温差を見ても，最低は17.0℃（６月)，最高は23.1℃（８月）でその差は6.1℃あり，

ほぼ河川水の変化に影響されていると考えられ，この点からも伏流水が湧出している可能性は少な

く，サクラマス稚魚が高水温に弱いことを考えれば，河川敷の中では稚魚の育成には不利な箇所に

本飼育池はあるものと考えられた。

流速は上流部では大きく下流部では小さくなり，また，表層で大きく底層では小さい傾向を示し

た。流速の測定は測定値が安定しないとともに，多くの地点で10cm／秒以下の測定不能の値を示す

など，誤差がかなり生じたと思われた。上流のSt､１では６月と８月に反流する流れがあった。こ

れらの値から流量を測定することは極めて困難と考えられた。

ＤＯ，ｐＨ，濁度，ＢＯＤ及び底質のCODの測定結果を表-16に示した。ＤＯは水温の上昇に伴っ

て低くなったが，各調査日とも注水，各定点及び排水において8.5～10.4mg／＠の範囲で推移し，

この飼育尾数ではＤＯが不足する可能性は低いと考えられた。ｐＨは7.2～8.6の範囲で推移し，６

～７月に比べ８～９月で高い値を示しているが，これは藻類の炭酸同化によるものと考えられた。

濁度は河川水を注水としているため河川の濁りに応じており，特に７月20日では梅雨の増水の影響

で5.6～6.6昭／‘と濁りが強かった。ＢＯＤは各調査日とも水産用水基準（2.0mg／＠以下）を満た

していた。底質のCODは，各定点で大きな違いが生じ，一定の傾向を示さなかった。これは底質

表面の層に魚の排世，残餌があり，これをスコップで採取したため，分析試料に著しい偏りが生じ

たためと考えられ，今後は採取方法を検討すべきと思われた。

－１７７－



5.9

表１５－１神通川サクラマス飼育池における水深・水温・流速・池幅の測定結果（1995／６／12）

１
１
●
●

７
７
１
１

水深（c､）‐ 水温（℃）流速（cmn／se。）池幅（、）測定地点

104

注水

１－１上

１－１中

１－１下

１－２上

１－２中

１－２下

１－３上

１－３中

１－３下

２－１上

２－１中

２－１下

２－２上

２－２中

２－２下

２－３上

２－３中

２－３下

３－１上

３－１中

３－１下

３－２上

３－２中

３－２下

３－３上

３－３中

３－３下

４－１上

４－１中

４－１下

４－２上

４－２中

４－２下

４－３上

４－３中

４－３下

５－１上

５－１中

５－１下

５－２上

５－２中

５－２下

５－３上

５－３中

５－３下

排水

16.5

17.06２ ０
０
０
０
５
０
０
５
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

１
１
１
１
１
１
２
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

一
一
一
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く

く
く
く

4.6

17.0

17.06４

17.0

17.04４

17.0

17.15３ 4.8

17.0

17.15８

17.0

17.14４

17.0

17.19１

5５

17.2

17.3

17.3

17.4

１
１
●
●

７
７
１
１9８

17.1

17.36１ ０
０
０
０
０
０
０
０
０

１
１
１
１
１
１
１
１
１

く
く
く
く
く
く
く
く
く

5.6

17.2

17.36７

6.0

－１７８－

17.3

17.46９ ０
０
０
０
０
０
０
０
０

１
１
１
１
１
１
１
１
１

く
く
く
く
く
く
く
く
く

17.3

17.3104

17.3

17.37２



０
０
０
０
０
０
０
０
０

１
１
１
１
１
１
１
１
１

く
く
く
く
く
く
く
く

表１５－２神通川サクラマス飼育池における水深・水温・流速・池幅の測定結果（1995／７／20）

6.2

水深（c､） 水温（℃）流速（cm／sec,）池幅（、）測定地点

16.8

17.0

注水

１－１上

１－１中

１－１下

１－２上

１－２中

１－２下

１－３上

１－３中

１－３下

２－１上

２－１中

２－１下

２－２上

２－２中

２－２下

２－３上

２－３中

２－３下

３－１上

３－１中

３－１下

３－２上

３－２中

３－２下

３－３上

３－３中

３－３下

４－１上

４－１中

４－１下

４－２上

４－２中

４－２下

４－３上

４－３中

４－３下

５－１上

５－１中

５－１下

５－２上

５－２中

５－２下

５－３上

５－３中

５－３下

排水

16.6

16.86８ ０
０
０
０
１
０
５
０
０

３
２
１
２
１
１
１
１
１

く
く
く
く

5.6

16.7

16.87０

16.7

16.85５

16.8

16.97０ 5.2５
０
０
５
５
０
０
０
０

１
１
１
１
１
１
１
１
１

く
く
く
く
く

16.7

16.86９

16.7

16.85５

16.8

16.98１

16.7

17.15３

8３

112

16.8

16.98２

16.6

17.1 5.86０ ５
０
０
５
０
０
０
０
０

１
１
１
１
１
１
１
１
１

く
く
く
く
く
く

16.8

16.8

6７

17.0

17.0

－１７９－

16.8

17.36８ 6.4０
０
０
０
０
０
０
０
０

１
１
１
１
１
１
１
１
１

く
く
く
く
く
く
く
く
く

17.0

17.2105

17.0

17.4



5.3

表１５－３神通川サクラマス飼育池における水深・水温・流速・池幅の測定結果（1995／８／18）

23.0

23.1

水深（c､） 水温（℃）流速（cm／seｃ）池幅（、）測定地点

115

注水

１－１上

１－１中

１－１下

１－２上

１－２中

１－２下

１－３上

１－３中

１－３下

２－１上

２－１中

２－１下

２－２上

２－２中

２－２下

２－３上

２－３中

２－３下

３－１上

３－１中

３－１下

３－２上

３－２中

３－２下

３－３上

３－３中

３－３下

４－１上

４－１中

４－１下

４－２上

４－２中

４－２下

４－３上

４－３中

４－３下

５－１上

５－１中

５－１下

５－２上

５－２中

５－２下

５－３上

５－３中

５－３下

排水

ドカンの中

22.8

22.96２ ０
５
０
５
５
５
０
０
０
０
０
５
０
０
５
５
５
０
０
０
０
５
５
０
０
０
０
５
０
０
０
５
０
５
０
０

５
３
２
３
１
１
１
１
１
２
２
１
２
２
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
２
１
１
１
１
１

一
一
一
く
く
く
く
く

く
く
く

4.7

22.9

22.97２

22.9

22.96１

22.9

22.96５ 4.7

22.9

22.97１

22.9

23.06４

22.9

23.18７

23.0

23.1

6４

23.2

22.9

23.0

23.18５

23.0

23.16６ 5.3

23.0

23.18４

23.0

23.1

23.1

23.1

－１８０－

6７ ０
０
０
５
５
０
０
０
０

１
１
１
１
１
１
１
１
１

く
く
く
く
く
く

4.9

１１１

23.1

23.16７

23.1



9０ 5.9

表１５－４神通川サクラマス飼育池における水深・水温・流速・池幅の測定結果（1995／９／25）

水深（c､）水温（℃）流速（cm／sec､）池幅（、）測定地点

－１８１－

注水

１－１上

１－１中

１－１下

１－２上

１－２中

１－２下

１－３上

１－３中

１－３下

２－１上

２－１中

２－１下

２－２上

２－２中

２－２下

２－３上

２－３中

２－３下

３－１上

３－１中

３－１下

３－２上

３－２中

３－２下

３－３上

３－３中

３－３下

４－１上

４－１中

４－１下

４－２上

４－２中

４－２下

４－３上

４－３中

４－３下

５－１上

５－１中

５－１下

５－２上

５－２中

５－２下

５－３上

５－３中

５－３下

排水

17.9

17.9 ０
５
０
５
５
０
０
０
０
０
０
０
０
５
０
５
０
５
０
０
０
５
０
０
０
０
５
５
０
０
５
５
０
０
０
０

６
３
１
３
１
１
１
１
１
２
２
１
２
１
１
１
２
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

く
く
く
く
く
く
く
く
く

4.67０

17.8

17.98０

179

17.96９

17.9

17.98０ 5.1

17.9

17.97８

17.9

17.96９

17.9

17.9

18.0

18.0

18.0

17.9

17.9

17.9113

17.9

18.08０

18.0

18.06７ 5.7

18.0

17.98４

０
０
０
５
０
０
０
０
０

１
１
１
１
１
１
１
１
１

く
く
く
く
く
く

6５

17.9

18.07５ 6.1

18.0

18.0112

18.0

18.07８



３
７
１
２
２

●
●
●
●
●

４
１
８
５
２

0.9

表－１６神通川河川内有効利用池水質結果

測定地点ＤＯ（ｍｇＯ２／l）ｐＨ濁度（ｍg／l）ＢＯＤ５（ｍｇＯ２／l）底質COD（mgo2／g-dry）

－１８２－

1995／６／１２

注水

１

２

３

．４

５

排水

1995／７／２０

注水

１

２

３

４

５

排水

1995／８／１８

注水

１

２

３

４

５

排水

1995／９／２５

注水

１

２

３

４

５

排水

２
５
７
５
７
８
９

。
■
●
●
白
●
●

７
７
７
７
７
７
７

10.2

10.1

10.4

10.2

10.3

10.4

10.3

６
５
７
３
３
３
３

■
●
●
●
●
●
白

０
１
１
１
１
１
１

1.5

５
５
８
１
３

●
●
●
●
●

７
３
６
１
０

1.7

５
１
０
９
８
７
７

■
●
●
●
■
●
■

８
９
９
８
８
８
８

４
３
３
３
２
２
２

●
●
由
●
●
●
■

７
７
７
７
７
７
７

0.5５
０
０
６
０
０
６

■
■
●
■
●
●
●

６
６
６
５
６
６
６

【調査結果登載印刷物等】

なし

０
７
６
６
７
５
８

●
●
●
●
●
●
■

０
９
９
９
９
９
９

１

７
８
０
９
６
８
３

。
■
●
■
●
●
●

９
８
９
８
９
８
９

３
４
５
５
５
５
６

６
●
白
●
●
●
●

８
８
８
８
８
８
８

１
０
３
０
９
２
０

●
●
●
■
■
Ｇ
台

１
１
１
１
０
１
１

0.9

19.7

５．２

７．２

5.8

21.5

0.8

1.3

１
２
２
２
２

●
●
●
●
■

８
８
８
８
８

１
２
２
２
３

●
●
●
●
●

０
０
０
０
０

３
４
２
６
１

●
●
Ｇ
●
●

２
３
５
３
８

0.8



５放流湖産アユ再生産調査

田子泰彦

【目的】

放流された湖産アユの河川における産卵，ふ化仔魚の海への降下及び翌年の遡上の加入状況を調べる

ことにより，放流湖産アユの再生産の実態を把握する。

【調査方法】

放流湖産アユ親魚の産卵場への加入状況，放流湖産アユの由来の仔魚の降下状況及び放流湖産アユ由

来の稚魚の河川遡上状況の調査は，庄川で採集した個体を生化学的，遺伝学的手法により分析すること

により明らかにする。なお，分析は水産庁中央水産研究所内水面利用部が実施する。

親魚の採集は，１０月～12月にかけて河口から上流５～10kmの距離にある産卵場が形成されている瀬を

中心に12節の投網と12節のテンカラ網を用いて，降下仔魚の採集は，１０月～12月にかけて河口から上流

約5.5kmの高岡市石瀬地先で，口径45cm，網目の大きさNGG54の仔魚ネットを用いて，遡上稚魚の採集

は，４～６月にかけて庄川河口から上流約5.5kmの地点で，２６節の投網を用いて行った。採集した各サ

ンプルは99.5％エタノールで固定した。

【調査結果】

親魚の採集は平成７年10月11日，１０月27日，１１月１日，１１月22日及び12月８日の計５回行い，１０月１１

日には127尾，１０月27日には47尾の親魚を採集した。１１月１日以降は親魚は採集できなかった。アルコー

ル固定後の全長の範囲，平均及び標準偏差は，それぞれ10月11日で9.1～20.5cm，12.2cm，2.0cm，１０月

２７日では9.5～18.3cm，12.7cm，1.8cmであった。

仔魚の採集は平成７年10月11日，１０月27日，１１月１日，１１月22日及び12月８日の計５回行い，各調査

において百尾以上の仔魚を採集した。

遡上稚魚の採集は平成７年４月28日，５月10日及び６月29日に行った。各調査日におけるアルコール

固定後の全長の範囲，平均及び標準偏差は，それぞれ４月28日で7.9～10.7cm，9.6cm，0.6cｍ（Ｎ＝50)，

５月10日で7.0～１０．５cm，8.4cm，0.9cｍ（Ｎ＝30)，６月29日で10.6～14.7cm，12.4cm，1.1cｍ（Ｎ＝12）で

あった。

なお，採集した個体は現在分析中である。

【調査結果登載印刷物等】

なし

－１８３－



xl 魚病対策事業

若林信一・宮崎統五

【目的】

本県の増養殖対象種の伝染性疾病による被害を低減させるため，魚病被害等調査，防疫対策定期パト

ロール，魚病検査依頼の対応及び保菌種苗搬入防止対策を実施する。また，医薬品の適正使用の徹底を

図り，安全な食品の生産を指導するために 医薬品適正使用対策と医薬品残留総合点検を実施する。併

せて，近年全国で多発している大型サケ科魚類の伝染性造血器壊死症(IHN)ウイルスの県内における分

布状況を明らかにする。

【結果の概要】

1 魚病被害等調査

県内の全増・養殖場を対象に魚病被害の実態及び水産用医薬品等の使用実態について アンケート

による聞き取り調査を実施した。 63増養殖場のうち19増養殖場から回答があった。回収率は30.2%で

あった。魚病による被害額は4，787千円で生産額の3.1%に相当した。被害額の大部分は「錦ごい・き

んぎょJ及び「その他のさけ・ます類(イワナ・ヤマメ)Jで占められた。「錦ごい・きんぎょJでは，

カラムナリス症による被害が大きかった。「その他のさけ・ます類jでは，せっそう病と細菌性銀、病

による被害が大きかったo 調査結果を取りまとめ，水産庁へ報告した。

平成8年1月-3月実施期間

実施地域 福岡町，城端町，平村，上平村，利賀村，福光町，朝日町，入善町，宇奈月町，大山

町，大沢野町，八尾町，上市町，立山町，氷見市，滑川市，黒部市，魚津市，富山市，

新湊市，高岡市，氷見市，小矢部市

経営体数 63増養殖場

2 防疫対策定期パトロール

サケ科魚類及びコイ養殖場を巡回し，防疫対策並びに魚病の予防と治療の指導を行った。多くの山

間養殖場で，河川工事等による用水の濁水化が養魚上大きな支障となっている実態が明らかとなったo

実施年月日 実施地域

平成7年6月14-16日 城端町、平村、上平村、利賀村、福光町、八尾町

7月7日

7月17-18日

9月18日

大山町、上市町

平村、上平村、利賀村

朝日町、入善町、上市町、魚津市

3 魚病検査依頼対応

平成7年度の魚病検査依頼は8件で内容は下表のとおりであった。

-184ー

対象魚種

イワナ、ヤマメ、ニジマス

イワナ、ニジマス

イワナ、ニジマス

コイ



魚種

サクラマス

アユ

イワナ

ヤマメ

ヒラメ

アワピ

検査年月

7年5月

7年6月

7年6月

8年 1月

7年4月

7年6月

7年6月

7年6月

4 保菌種首搬入防止対策

病 名

せっそう病

ミズカピ病

ミズカピ病(2回)

ピプリオ病

細菌性鰻病

IHN 

ピプリオ病

ハリフトロス症が疑われた。

河川放流用種苗の病原体保有状況調査を行った。調査対象は岐阜県から購入したヤマメ70尾(平均

体重3.9g)でt BHI寒天培地及ひ攻DM-2培地に腎臓を塗沫して Aeromonas salmonicida及び

Renibacterium salmoninarumを対象とした細菌検査を行うとともにt 6から10尾の腎臓抽出液を

RTG-2細胞に接種しt CPEの発見の有無を21日間観察してウイルス検査を行った。 CPEが観察され

た場合にはその形状及び抗血清による中和反応によってウイルスの同定を行った。

魚体の観察では供試魚に感染症の徴候は見られなかった。また検査対象とした病原細菌は検出され

なかった。ウイルス検査では 1ロットにCPEが観察され，中和反応の結果IHNVによるCPEであるこ

とが確認された。

検査の結果を関係者に通知した。

5 医薬品適正使用対策

サケ科魚類養殖業者を対象として，防疫対策定期パトロール時及び魚病検査時に，医薬品の適正な

使用を指導した。

6 医薬品残留検査

養殖イワナのせっそう病治療に用いられるオキソリン酸を対象に残留検査を実施した。平村，上平

村及び利賀村のイワナ養殖場3軒から出荷前のイワナ5尾ずつを採集し 筋肉を摘出して試料とし，

高速液体クロマトグラフイーを用いてオキソリン酸濃度を測定した。

この結果，検出限界を越える試料は無かったo

対象魚種

イワナ

対象地域

平村、上平村

利賀村

対象医薬品等の名称

(成分名)

パラザン

(オキソリン酸)

-185 -

検査期間

7年6月
-7月

検体数

(検出数)

15 
(0) 



７大型サケ科魚類のIHN病原体分布調査

県内のサケ科魚類養殖場３軒から，ニジマス60尾ずつ計180尾を無作為に採集し，個体別に尾部血

管から採血した後，開腹して腎臓を採取した。腎臓は約100倍容のHank'ＳBSS中で磨砕してRTG-2

に接種し，２回の継代後にCPEを観察し，CPEがみられた場合には抗IHN抗体及び抗IPN抗体で中和

反応を調べた。

血液からは血清を分離し，酵素抗体法によって抗IHN抗体価の測定を行った。標準となる抗IHNニ

ジマス血清は，体重約１kgのニジマスに２５．５TCID50のIHNV（岐阜水試から分与）浮遊液1.51,0及

びLPS（Klebsillapneumonia：Sigma)10唾を１週間の間隔で３回腹腔内投与し，中和抗体価が6４

となった個体から得た。この抗血清をIHN非感作のニジマス血清（中和抗体価く４）で２倍系列希釈

して検量線を作成した。試料血清の吸光度が中和抗体価として16以下のものを陰性とした。

結果を下表に示した。培養検査ではIHNVは検出されなかったが，検査対象とした３軒のうち２軒

の１尾ずつからIPNVが検出された。血中抗体価の検査では，抗IHN抗体陽性個体はみられなかった。

富山県では，平成６年に大型サケ科魚類のIHNの発生例がニジマスで１例確認され，約30％のへい

死がみとめられたが，その後いずれの養殖業者からも類似した症例の報告は無い。近年はニジマスの

市場価格が約500～700円／k９（養殖業者からの聞き取り）と低迷しているため，養殖業者の多くはイ

ワナのみを飼育することが多く，ニジマスの流通がほとんど行われないことが，本病原体の蔓延を抑

制していると思われる。しかし，本県にはサクラマス及びサケ等の増殖施設があり，その大部分は河

川水を飼育水として用いているので，河川にキャリアーが存在している場合には病原体の侵入の可能

性は否定できない。今後更に本病原体の分布状況調査を継続することが必要と考えられた。

養殖場

ＮＱ

試料採集

年月日
魚種

平均

体重（９）

（±ＳＤ）

検査

尾数

CPE陽'性

個体数

(中和反応結果）

４１．７１

１平成７年６月16日ニジマス６０（IpNV＋,IHNV_）（10.9）

２８．６
２平成７年11月21日ニジマス６００

（4.8）

３平成７年12月６日ニジマス

【調査結果登載印刷物】

なし

257.6

(47.5）

－１８６－

１

６０（IpNV＋,IHNV-）

抗IHNV抗体

陽性個体数

０

0

０



XII ホタルイカ寄生虫対策研究

若林信一

【目的】

近年ヒトの腸閉塞や皮膚照行症の症例が相次いで報告されており，その原因としてホタルイカに寄生

する旋尾線虫目線虫幼虫TypeXが疑われている。この寄生虫に関する分類学的ならびに生態学的知見

は極めて不足しているのが現状であるo 本調査はホタルイカに寄生する旋尾線虫目線虫幼虫TypeXの

季節的な出現状況水揚げ地区による寄生数の差異を明らかにするとともに ホタルイカ以外の魚種に

おける本寄生虫の寄生状況を明らかにするために実施した。また，食品衛生対策として民間のホタルイ

カ加工業者が行った冷凍処理による虫体の殺滅効果について確認するために虫体の検出と生死の判定を

行った。

【方法】

1 .漁期別・水揚げ地区別の相対寄生数

平成7年3月から 6月に魚津市場，滑川市場及び四方市場に水揚げされたホタルイカを購入し，旋尾

線虫目線虫幼虫TypeXの検出を行った。ホタルイカを解剖して内臓を取り出し，数百尾分の内臓をプー

ルして検査に供した。人工胃液で消化した内臓を簡で減過し 残さを実体顕微鏡下で観察しながら虫体

を検出した。寄生数は相対寄生数(検出虫体数/調査個体数)で表した。

2.ホタルイ力以外の魚種からの虫体の検出状況

富山湾で漁獲された11種の水産動物について旋尾線虫目線虫幼虫TypeXの検出を行った。検出方法

は上記1と同じであった。

3.冷凍処理ホタルイ力における虫体の生死判定

民間のホタルイカ加工業者から検査の依頼があった冷凍処理ホタルイカから上記1と同様に虫体を検

出した。検出した虫体を0.8%食塩水に収容し，実体顕微鏡下で虫体の体勢，光透過性及び運動性を観

察して生死の判定を行った。虫体が弧状の体勢をとり 光透過性が低下し(白っぽく見える)，振動に

よる刺激にもまったく動きがみられない場合に死亡と判定した。同様の判定法を検査翌日にも実施し前

日の生死の判定を確認した。

【結果】

1 .漁期別・水揚げ地区別の相対寄生数

平成7年3月， 5月及び6月の相対寄生数は各々0.017.0.016及び0.014であった(表一 1)。平成5

年及び平成6年にみられた終漁期(6月)における相対寄生数の増加現象は，平成7年には認められず，

5月と 6月の2カ月間の相対寄生数は0.016で，最近3年間では最も低い値であった。

調査個体数の多かった 5月について漁獲地区別の相対寄生数をみると ほぼ同じであった(表-2)。
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３．冷凍処理ホタルイカにおける虫体の生死判定

依頼があった３件の冷凍処理ホタルイカを検査した結果，

TypeXが検出されたが，すべて死亡していると判定された。

いずれの検体からも旋尾線虫目線虫幼虫

表－１ホタルイカにおける旋尾線虫目線虫幼虫TypeXの漁期別相対寄生数

表－２ホタルイカの旋尾線虫目線虫幼虫TypeXの水揚げ地区別の相対寄生数（５月）

２．ホタルイカ以外の魚種からの虫体の検出状況

キユウリエソ，アンコウ，ホッケ，イカナゴ，ノロゲンゲ，サヨリ，降海型イトヨ，タナカゲンゲ，

サクラマス（幼魚)，ジンドウイカ，ソデイカの内臓について調査したところ，アンコウ，ホッケ，ノ

ロゲンゲ及びサヨリから旋尾線虫目線虫幼虫TypeXと思われる虫体が検出された。検出された虫体が

ホタルイカの旋尾線虫目線虫幼虫TypeXと同一であるか否かの判断は，虫体の大きさと尾端の「癌」

の有無によったが，大きさ等形態の類似する虫体が検出されることから，さらに形態等について精査を

する必要があると考える。ここでは上記の判定基準に基づいて検出した虫体を旋尾線虫目線虫幼虫Type

Xとして扱った。

ホッケとノロゲンゲにおける相対寄生数は各々 0.800及び0.143で，ホタルイカと比べて１オーダーな

いし２オーダ－高かった。アンコウについては１尾から21虫体が検出され，他の魚種と比較して高い相

対寄生数であった。サヨリの相対寄生数は0.033でホタルイカの場合と同程度であった。

相対寄生数

(Ｂ／Ａ×100）

検出虫体数

（Ｂ）

調査個体数

（Ａ）
調査月

魚津

滑川

富山(四方）

0.017

0.016

0.014

６
ｍ
６

357

4,462

４３７

３

－１８８－

1,215

2,685

５６２ ９

1８

４３

相対寄生数

（Ｂ／Ａ）

検出虫対数

（Ｂ）

調査個体数

（Ａ）
水揚げ地区

0.015

0.016

0.016
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表－３ホタルイカ以外の魚種における旋尾線虫目線虫幼虫TypeXの検出状況
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２
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４
２
３
１

３

相対寄生数

（Ｂ／Ａ）

検出虫体数

（Ｂ）

調査個体数

（Ａ）
魚種

アンコウ
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サクラマス（幼魚）

降海型イトヨ

なし

【調査結果登載印刷物】
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X、魚類雌性発生技術確立試験

大津順

【目的】

サクラマスを対象にして、染色体操作技術を応用して４倍体系統を作出し、それを用いた実用化に向

けての不稔３倍体の作出技術を改良し、サクラマスのより良質な増養殖用種苗の増産に寄与する。また、

これまでに作出された不稔３倍体、全雌サクラマスの生理学的諸性質及び遺伝学的特性を明らかにし、

増養殖用種苗としての適′性と安全性を検討する。

【方法】

１．４倍体作出試験

（１）高温度処理

倍数化に最適な温度処理のタイミングを親魚毎に検討するため、神通川産天然雌親魚４尾から得た

卵に対し通常精子を媒精し、吸水後285,290、295,300,305,310,315分に30℃の高温度処理を６

分間施した。その後通常に飼育し、死卵数を計測するとともに発眼率、ふ化率を調べた。

(2)高温度２回処理試験

第一卵割を阻止するためにより強度な処理を行うため、神通川産天然雌親魚３尾から得た卵に対し、

通常精子を媒精し、吸水後300分に30℃の高温度処理を６分間施した。高温度処理終了後、4.5,6,

7.5分後に第２回目の処理を30℃、６分間施した。その後通常に飼育し、死卵数を計測するとともに

発眼率、ふ化率を調べた。

２．３倍体特性調査

（１）薬剤残留試験

３倍体サクラマスの腎臓、肝臓中に残留するオキソリン酸量を２倍体魚と比較するため、３倍体魚

（体重10.8～24.59）と２倍体魚（体重9.2～24.29）にオキソリン酸を混入した餌をカテーテルを用

いて胃内に注入し（オキソリン酸4011壇／ｇ体重、投餌率：体重の２％)、その後水温13℃で飼育し、

１，４，７，１４，２８日後に各々６尾を取り上げて腎臓、肝臓を摘出し、腎臓、肝臓中のオキソリン酸

の量を高速液体クロマトグラフィーによって定量した。

(2)光刺激に対する反応試験

３倍体の光刺激に対する反応性を２倍体魚と比較するため、３倍体魚34尾、２倍体魚36尾をそれぞ

れ長方形の水槽で飼育し、排水口側に自動給餌器と光源を水面上約50cmに設置した。タイマーを用い

て光刺激のみが約２分、光刺激と給餌が約５分とした。ビデオ撮影装置により、光刺激が始まる約２

分前から給餌が終了するまで撮影を行った。撮影した映像から、光刺激前、光刺激のみおよび給餌中

に撮影範囲に観察される実験魚の尾数とそれぞれの個体の滞在時間を計測した。計測した尾数と滞在

時間から、光刺激前と光刺激のみのそれぞれの１分間あたりの尾数及び光刺激が行われる前後の尾数

の差を求めた。

－１９０－



【結果の概要】

１．４倍体作出試験

（１）高温度処理

図－１，図－２に高温度処理のタイミングを変えた場合の雌親魚毎の発眼率、ふ化率を示した。雌

親魚ごとに発眼率、ふ化率のピークが異なってくることから、高温度処理による倍数化処理の最適条

件は、雌親魚ごとに異なることが明らかとなった。このことから、倍数化処理のタイミングは雌親魚

毎に設定することが必要である。

(2)高温度処理２回処理試験

図－３，図－４に２回目の処理時間を変えた場合の雌親魚毎の発眼率、ふ化率を示した。２回目の

処理が６分後の群が発眼率は高い傾向にあったが、雌親魚毎に大きく異なり、発眼が認められなかっ

た群も存在した。また、ふ化率も雌親魚毎に大きく異なっていた。２回目処理の最適なタイミングが

雌親魚で異なるだけではなく、倍数化処理に適する卵質の検討も必要と考えられた。

２．３倍体特性調査

（１）薬剤残留試験

オキソリン酸の残留量は、腎臓では１，４，７日後に、肝臓では４，７日後に３倍体の方が２倍体

よりも多い傾向にあった。しかし、どちらも14日目にはオキソリン酸は検出されなかった。魚体が小

型であったため、腎臓の湿重量は0.069～0.179、肝臓の湿重量は０．１０９～0.399と少なく、検出限

界は約Ｍｇ／ｇ湿重量であった。

(2)光刺激に対する反応試験

３倍体魚は実験開始後３，５日目には観察される実験魚の数が減少したが、その後は増加し、光刺

激があっても給餌場所に定位することから、３倍体魚は刺激に対して反応性が低い、または刺激に対

して場所を学習したと考えられる。一方、２倍体魚では観察される実験魚の数が少なく、１５日目にや

や増加したにすぎなかったことから、光刺激に対して逃避行動を示すものと考えられた。

－１９１－



図－１高温度処理における雌親魚毎の発眼率
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図－２高温度処理における雌親魚毎のふ化率
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２回目処理時間

図－３２回目処理における雌岡魚毎の発眼率
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XN 資源管理型漁業推進総合対策事業

1 天然資源調査

武野泰之

【目的】

近年，富山県におけるべニズワイ漁獲量は減少し，漁獲物サイズは小型化してきている。それにとも

ない漁獲金額も減少していることから，ベニズワイにおいて資源管理型漁業を推進する必要がある。こ

のため，ベニズワイの資源特性値および漁業実態等を明らかにし，想定される漁業規制を行った場合の

資源や漁獲量動向をシミュレーションし，資源管理推進指針を作成するための基礎資料とする。

富山県は平成3年度にホッコクアカエピに関する「富山県広域資源管理推進指針」を作成しており，

この指針をもとに漁業者自らがホッコクアカエピに関する「管理計画」を平成5年度に作成した。この

管理計画に基づき 漁業者によるホッコクアカエピの資源管理が実践されており，その後の資源動向を

モニタリングし，指針作成時には不十分であった漁具改良試験などで資源管理推進指針を補完する。

【方法】

1 べ=ズワイ調査

(1) 漁獲統計調査

北陸農政局富山統計情報事務所において収集している統計(以下，農林統計とする)のうち，ベニ

ズワイ漁獲量及び漁獲金額の聞き取りを行った。

(2) 資源生物調査

① 生物特性調査

日本海区水産研究所が定めているベニズワイ漁業操業海区(10分X10分)のうち，富山湾内の操業

海区の特徴を比較するために，それぞれの海区のほぼ中央の地点でべにずわいかごなわの試験操業を

行った。試験操業は，平成7年5月から 8年3月までに延べ11回，水産試験場調査船「立山丸Jで行っ

た。使用した漁具は ぺにずわいがに漁業の取締りに関する省令にもとづく網目である網目15cmのか

ご(漁具A)，網目11.5cmのかご(漁具B)，網目13佃のかご(漁具C)および網目 2佃のかご(漁具

D)であるo 一連に，漁具A，B，Cをそれぞれ5個，漁具Dを1個取り付けた。漁具B，Cには，脱出

口から出た個体を捕獲するかごを取り付けてあるo餌料には 冷凍サパを用いたo浸漬日数は 1日間

とした。

② 漁具改良調査(円形脱出口設置型かにかご)

本年は，全ての雌と甲幅9cm以下の雄(以下，小型ベニズワイとする)の漁獲を防止するために，

脱出口の形状を雌雄のいずれにも脱出効果のある円形とし，最適な直径の検討を行ったo なお，この

調査は前述の試験操業時に行った。漁具B，Cに，円形脱出口を切り抜いた塩化ビニール板を 1か

ごに2枚取り付けた。これはかにかごの外周の1/6に対し 1個の脱出口が設定されたことになる。

脱出口の直径を7.6.8.0. 8.4. 8.8. 9.2cmの5通りに設定した。脱出口から出たカニは，かごの外部に

取り付けたかごで捕獲できる構造にした。漁具の種類が2通り，脱出口の直径が5通りで，その組合

わせから10通りのかごを，各1個ずつ一連の中に配置した。
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③標識放流

平成７年２月から８年３月にかけて行った試験操業で採集された雄と雌のそれぞれ右または左側第

２歩脚基部に，緑色プラスチック製ディスク（通し番号付き）を装着し，甲幅等の測定を行ったのち，

採集位置付近に放流した。

④再放流後の生残率について

水温15℃や10℃の境界面が，季節によってどの水深に推移するかを明らかにするため，平成６年５

月から８年４月まで，北緯３７．０．０′東経137・14.0′の地点において富山県水産試験場の調査船「立

山丸」のＣＴＤで，水深900ｍまでの水温と塩分の観測を行った。

(3)操業実態調査

べにずわいがにかごなわ漁業を営む５地区（新湊，滑川，魚津および宮崎浦）から，各１隻の標本

船を抽出し，平成６年９月からの操業位置，操業連数などの実態について記入することを依頼し，７

年５月までのデータを集計した。

(4)資源の現状解析方法の検討

既存の資料を用いて，ベニズワイの資源生物学的特性値を求めるため，解析方法を検討する。

２ホッコクアカエビ調査

（１）漁獲統計調査

北陸農政局富山統計情報事務所において，ホッコクアカエビ漁獲量及び漁獲金額の聞き取りを行っ

た。

（２）標本船調査

資源管理を実践している小型機船底びき網漁業（新湊，魚津の各地区）を営む漁船から標本船を抽

出し，また，岩瀬市場全体における小型機船底びき網のホッコクアカエビ等の漁獲実態を調査した。

標本船の操業状況（操業日数，曳網回数及び操業海域など)，ホッコクアカエビの銘柄別漁獲重量及

びホッコクアカエビ以外の漁獲物等についての記帳を依頼した。

（３）漁具改良試験調査

①ぱいかどの網目拡大がホッコクアカエビの漁獲に及ぼす効果（水産試験場調査船による試験操

業）

１０節と８節の網目のぱいかごを作成し，漁業者が使用している従来の12節のぱいかごとともに，富

山県水産試験場調査船「立山丸」で，試験操業を行い，ぱいかごでのホッコクアカエビの漁獲実態を

調査した。８節（６個)，１０節（６個)，１２節（６個）のかごを，それぞれ交互に配置して，これを

１連とした。富山市岩瀬沖の水深400ｍと500ｍの地点で，６，７，８月に各１回の，延べ６回の試験操

業を行った。浸漬日数は３日間とした。餌料は，サクラマスの中落としとベニズワイをそれぞれ単独

で用いた。

②選択性漁具の開発（小型機船底びき網漁業者船）

曳網中にホッコクアカエビと魚類を分離して漁獲することを目的とし，魚捕り部を上下２段とした

底びき網を，富山県小型機船底曳網協議会の協力のもとに試作した（以下，選択性底びき網とする)。

上段魚捕り部に魚類を誘導する選択仕切網（網目６節）を，下段の魚捕り部前方の袋網部に下から上

下段魚捕り部の境界線までに斜めに取り付けた。また，網成りを調整するための力網（網目１尺）を，
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上段の魚捕り部前方の袋網部に上から上下段魚捕り部の境界線までに斜めに取り付けた。ホッコクア

カエビの漁獲を目的とする下段の魚捕り部の網目は10節とし，魚類の漁獲を目的とする上段の魚捕り

部の網目は14節とした。操業場所は，氷見市沖（北緯36.53.75′東経137.6.22′）の水深400ｍ

の海域で「よこばい」と呼ばれる漁場である。試験操業は，平成７年10月１日に新湊漁業協同組合所

属の第三栄勢丸（9.94ｔ）を用いて，新湊漁業協同組合青年部会員の協力のもとに行った。

魚類は上段の魚捕り部のみで，ホッコクアカエビは下段の魚捕り部のみで漁獲されるように，ホッ

コクアカエビに対しては選択仕切網は機能せず，魚類のみに対して機能するような選択仕切網の網目

や傾きを設定した。

【結果及び考察の概要】

１ベニズワイ調査

(1)漁獲統計調査

漁獲量は，昭和53年（1,595ｔ）以降減少し，昭和56年（870ｔ）以降横ばい状態で，平成６年には

721ｔであった。漁獲金額は，昭和53年（７億196万円）から昭和56年（３億6,171万円）まで大きく

減少し，その後増加に転じたが，昭和63年（８億7,188万円）以降横ばい状態になっており，平成６

年には５億6,477万円であった。

(2)資源生物調査

①生物特性調査

甲幅９cm以上の雄北緯３７．２０′以北の海区では，漁具ＢとＣの甲幅９cm以上の雄のＣＰＵＥ

は10.0以上であり，漁具Ａでも6.6以上であった。しかし，北緯37・２０′以南の海区では，1113海区

を除き漁具ＢとＣの甲幅９cm以上の雄のＣＰＵＥは6.8以下であり，漁具Ａでは4.2以下であった。こ

れらのことから，北緯３７．２０′以南では，商品サイズの大型のカニの生息密度が低いことが明らかに

なった。

甲幅９cm以下の雄漁具Ｂは網目が11.5cmであることから，調査したいずれの海区においても

漁獲が禁止されている甲幅９cm以下の雄のＣＰＵＥは4.8以上であった。特に，1125海区では，１０．４

と高かった。網目が13cmの漁具Ｃにおいては，北緯３７．３０′以南では，1112と1125海区を除いて，甲

幅９cm以下の雄のＣＰＵＥは4.6以下であったが，北緯３７．３０′以北の1133と1135海区では，１７．６と

19.2と高かった。

通常の漁業で用いられる網目15cmの漁具Ａであっても，1133,1135,1125海区では甲幅９cm以下の雄

のＣＰＵＥは7.2～8.8であった。これらの値は，甲幅９cm以上の雄のＣＰＵＥとほぼ同程度であった。

この原因としては，本試験操業におけるかにかどの浸漬時間がほぼ１昼夜であり，かご内には餌料が

十分に残っていた状態であったので，小型ベニズワイが餌料にまだ集まっており，網目から抜け出る

前に揚げかごしたためと考えられる。

すべての雌漁具Ａ,Ｂ,ＣのＣＰＵＥはほぼ同じ傾向が見られた。1133,1125,1114,1101および

1102海区の雌のＣＰＵＥは，漁具Ａ,Ｂ,Ｃのいずれにおいても，他の海区よりも高い傾向が認められ

た。同一の漁具であっても，ＣＰＵＥの最小と最大には大きな差があり，1124海区における漁具Ａの

ＣＰＵＥが0.2であるのに対し，1125海区のそれは14.8であり，その格差は74.0倍であった。甲幅９ｃｍ

以上の雄では，このＣＰＵＥの最小と最大の格差が5.3倍であった。これらのことから，雄と比較す

－１９６－



ると，雌の生息密度は海区ごとにばらついていると考えられる。

操業海区別のベニズワイ雄の甲幅組成の比較 北緯37・20'以北の1133，1135， 1124と1125海

区では，網目が2cmの漁具Dであっても，甲幅7cm以下の雄はほとんど採集されなかった。しかし，

北緯37
0

20'以南のすべての海区で漁具Dに甲幅9佃以下の個体が採集され，特に，漁場の縁辺部に

あたる1112，1101と1103海区では網目の大きい漁具A，B，Cにおいても甲幅7cm 以下の雄が孫集されたo

これらの事実から 成長に伴い生息場所をかえ 湾内から湾外へ移動する可能性が考えられた。

② 漁具改良調査(円形脱出口設置型かにかご)

雄に対する脱出口の効果 漁具B，Cともに，甲幅9個以上の商品サイズの雄は 1個体の脱出

もなく，せっかく漁獲した商品サイズを逃がすことはなかった。

漁獲が禁止されている甲幅9cm以下の雄の脱出率は，直径7.6-8.8佃の脱出口では漁具B，Cでばら

つきはあったが，直径9.2cmでは 漁具B.Cともに7%台で差は認められなかった。

雌に対する脱出口の効果 直径8.8個以下の脱出口では脱出率が低く 直径と脱出率には相

関関係は認められなかった。しかし，直径9.2cmの脱出口であれば，約25%と脱出率は高くなり，全

円周に直径9.2cmの脱出口を取り付けた場合を想定すると 100%に近い脱出率が見込まれる。

検討 前述のように揚げかご時には餌料が十分に残っていたことから かにかご内のベニズワ

イが積極的な脱出行動をとらなかったと考えられるo 今年度のかにかご試験操業の浸漬日数は 1日間

であったので，今後は，かにかご漁業の実態にあわせて，長時間浸潰した場合の調査が必要である。

③ 標識放流

延べ14回の試験操業時に 雄を1.068個体雌を104個体，合計1.172個体に標識を装着して放流し

た。

平成8年3月31日現在までに合計21個体の再捕報告があった。 1年以上経過して再捕された標識ベ

ニズワイは， 2個体であったo 残る19個体は1年以内に再捕され，そのうち最も早く再捕された個体

は7日後であった。

35日後に再捕された 1個体のみが約11マイル移動しており それ以外の個体についてはいずれも O

-4マイルの移動であった。このことから 1年間程度であれば大きな移動をしないと考えられた。

また，この標識は脱皮時に脱落すると考えられること， 1年以上経って再捕された個体の甲幅は11.1

と8.8cmで，脱皮可能な個体と考えられることなどから，標識を装着し再捕されるまでの 1年間は脱

皮しなかったことになる。

6-9月にかけては，放流個体数が多かったにもかかわらず，まったくの再捕報告がなかった。標

識装着時には，外骨格が完全に堅くなっていない個体もいたことから，脱皮による標識脱落だけが原

因とは考えられない。標識装着時の表面水温 (16.9-26.3l:)や気温が高かったことが，標識放流直

後の生残率の低下を招き，再捕がなかったとも考えられるo

④ 再放流後の生残率について

水温15l:の境界面は 4月から 7月にかけて，水深100mまで下降し，それ以降12月までは水深100

m前後に存在した。 1月には表面水温は15l:以下となり，水温10l:の境界面はほぼ水深150m前後に

存在した。また，水深300m以深においても，変動幅は小さいものの，水温の季節による変動が認め

られたo

ベニズワイ漁の漁期前半である 9月から12月にかけては，いったん船上に揚げられたカニが再放流
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されても，高い生残率は望めないと考えられるo そのためにも，小型ベニズワイを再放流せずにすま

せるような漁具の改良を考える必要があろう。

(3) 操業実態調査

富山県の漁船が利用している漁場は，北緯37・30'以南の富山湾内と能登半島禄剛埼以北の富山湾

外である。富山湾外ではさらに，能登半島禄開j埼の東北海域と北西海域の2カ所に別れているo

平成6年9月から 7年5月までの各地区の標本船の年間操業連数は，宮崎浦では146連，魚津では

98連，滑川では137連，新湊では192速であった。地区別の漁獲努力量の比較については，地区ごとに

1連のかご数と漁具の形状や餌料が異なることおよび浸漬時間に長短があることなどから，連数で単

純に比較することは困難であり 地区間の漁獲努力量の比較は 現時点では行わなかった。

富山湾内の漁場である1101.1102.1251および1152海区は，魚津と滑JlIと新湊の標本漁船が重複して

利用していた。標本船はそれぞれの地区の漁船が操業している海区を反映しており 標本船以外の漁

船もこれらの海区を利用していることから これらの海区にはかなり高い漁獲努力量がかかっている

と推定される。

(4) 資源の現状解析方法の検討

田中の方法による生残率の推定 田中(1960)の方法を用いて， Mo =2.5/13 =0.1923， S 0= 

0.825 と計算された。

現在の漁獲物年齢組成 各地区における漁獲物を年齢組成に変換する方法については，まだ検

討の余地があり現状では推定できていない。

2 ホッコクアカエピ調査

(1) 漁獲統計調査

平成6年のホッコクアカエピ漁獲量は84tで， 5年の64tと4年の60tを大きく上回った。平成6年

の漁獲金額は 1億5，282万円で， 5年の 1億4，971万円と 4年の 1億4，364万円をわずかながら上回った

ものの，管理推進指針作成における統計基準年である平成元年の2億3.704万円を大きく下回った。

また，平成6年の平均単価は1，819円で， 5年の2，339円を下回り，基準年である平成元年の3，292円と

比べ大幅に低下している。

(2) 標本船調査

①岩瀬地区

岩瀬市場における平成6年9月から 7年5月まで(以下，平成6漁獲年度とする)のホッコクアカ

エピ漁獲状況は前漁獲年度まで(平成2-5漁獲年度)とは大きく異なっていた。つまり，漁獲開始

直後の平成6年9月は前漁獲年度までの平均漁獲量を下回っていたものの， 11月下旬から 7年3月中

旬にかけて，ホッコクアカエピのすべての銘柄で漁獲尾数または重量が，前漁獲年度までの平均漁獲

量を上回った。

その結果，ホッコクアカエピの「こもち」銘柄において，平成6漁獲年度の11，12， 1， 2， 3月

の漁獲尾数は，平均漁獲量(平成2-5漁獲年度同期の平均漁獲尾数)に対し，それぞれ1.92，1.93， 

2.11， 1.96， 2.62倍であった。同様に， rまた」銘柄においては，それぞれ1.4'8， 1.86， 2.10， 2.92， 2. 
59倍であった。また， rえぴご」銘柄において，平成6漁獲年度の11，12， 1， 2， 3月の漁獲重量
は，平均漁獲量(平成2-5漁獲年度同期の平均漁獲重量)に対し，それぞれ1.55，1.58， 1.34， 1.50， 
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1.15倍であった。同様に，「えびざつ」銘柄において，それぞれ3.18,2.46,195,1.32,1.44倍であっ

た。しかし，その間の操業延べ隻数は，ほぼ前漁獲年度までの平均操業隻数並みで，操業海域も前漁

獲年度までと変化していない。

最も小さい銘柄「えびざつ」が11月以降急増してきたことは，成長に伴う漁獲対象資源への加入が

あったものと考えられる。しかし，大きな銘柄も，前漁獲年度以前より増加したことから，漁獲対象

年齢以上の年齢にわたって，漁場外からの加入があったものと考えられた。

聞き取りによると，漁獲量が多かったにもかかわらず，１尾あたりの単価が例年の半額以下で，全

体の漁獲金額はむしろ減少したということであった。このことから，漁業経済調査の補完調査が必要

であると考えられる。

②魚津地区

漁業以外の要因と考えられる漁場荒廃により資源管理推進指針作成時における漁場で操業されてお

らず，同一標本船であっても以前との比較ができなかった。

③新湊地区

過去のデータと比較検討できるデータの収集ができなかった。

(3)漁具改良試験調査

①ぱいかどの網目拡大がホッコクアカエビの漁獲に及ぼす効果（水産試験場調査船による試験操業）

水深400ｍにおける１かごあたりのホッコクアカエビ採集個体数（以下，ＣＰＵＥとする）は，１２

節かごで5.61（６月は4.00,7月は7.33,8月は5.50)，１０節かごで1.61（６月は1.00,7月は3.33,8月は

0.50)，８節かごで0.11（６月は0.00,7月は0.17,8月は0.17）であった。

水深500ｍにおけるＣＰＵＥは，１２節かごで0.44（６月は0.00,7月は0.33,8月は1.00)，１０節かごで

００６（６月は0.17,7月は0.00,8月は０．００)，８節かごで０．００であった。

頭胸甲長が24mm以上の場合，１２節かごと10節かどの組成はほぼ同じであった。しかし，１２節かごで

大量に採集された頭胸甲長18～24mmのホッコクアカエビは，１０節かごではほとんど採集されていない。

以上のことから，ぱいかご漁業に８節かごを導入した場合，ホッコクアカエビはまったくといって

よいほど漁獲されず，ぱいかどのホッコクアカエビ混獲防止には有効であると考えられた。１０節かご

を導入した場合には，従来の12節かごにおけるホッコクアカエビの漁獲個体数が28.7％に減少するば

かりでなく，単価の低い小型のホッコクアカエビはほとんど漁獲されないことから，網目の拡大はホッ

コクアカエビの資源保護に有効で在ると考えられた。さらに，単価の安い小型エビに対する保護効果

が高いことから，将来的な経済的な効果が期待できる。

②選択性漁具の開発（小型機船底びき網漁業者船）

ノロゲンゲについては下段よりも上段に多く漁獲されており，ノロゲンゲを選択仕切網で上段の魚

捕り部に誘導し，ホッコクアカエビやトゲザコエビはそのまま下段の魚捕り部で漁獲し，エビ類と魚

類を分離して漁獲する目的は達成されている。しかし，ホッコクアカエビの各銘柄とトゲザコエビに

ついては，下段よりも上段で漁獲される割合が高く，目的を達成できなかった。選択仕切網の網目と

傾きを再検討しなければならない。

また，トゲザコエビの一部とベニズワイやズワイガニは，力網と選択仕切網とで形成される空間で

滞留し，上下段どちらの魚捕り部にもいかず，揚網作業の大きな障害となった。これらの大型甲殻類

をどちらの魚捕り部に誘導するか，あるいは別途にとりだす工夫をすることが，今後の課題となった。
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【調査結果登載印刷物】

平成7年度富山県広域資源管理型漁業推進総合事業報告書天然資源調査

平成8年3月. 富山県.
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２広域栽培資源放流管理手法開発調査

藤田大介

【目的】

平成３年度に富山県が策定した資源管理推進指針を受けて，平成５年度に漁業者自らによる資源管理

計画が策定され，この資源管理計画に基づく管理の実践状況及び管理効果などを明らかにする。

【方法】

(1)市場調査

水産試験場職員が月ｌ～３回，氷見，新湊及び魚津の市場に赴き，マダイの尾叉長測定及び標識魚

探索を行なった。尾叉長は可能な限り全数を測定したが，山積みあるいはコンテナ等に多数収容され

ている場合には一部を抽出して測定し，抽出率で引き延ばした。標識魚探索は過年度に秋田県及び富

山県が放流した個体の発見に努め，漁業者や仲買人からの報告も含めて集計した。

(2)蓄養放流

氷見地区の小型定置網で漁獲された当歳～１歳のマダイを用い，合計４回の蓄養放流を試みた。こ

のうち２回は，８月に入って宇波と女良の小型定置網で漁獲された若齢魚を，ほぼ毎日，漁獲後直ち

に網の近くに垂下したちょうちん網に収容し，入れ始めから約１カ月経過した後，アンカータグ標識

を装着して放流した。残りの２回は，１０月以降に漁獲された当歳魚または１歳魚を，女良のちょうち

ん網（前出)，氷見市場の活魚水槽及び小割網（漁港一文字堤内側に設置）に収容し，入れ始めから

約２カ月経過した後，同様に標識放流を実施した。なお，小割網の蓄養に限り，カツオ肉のミンチと

配合飼料をほぼ毎日与えたが，このほかは全く給餌していない。

(3)系群調査

富山県東部と西部から採集したマダイの産卵群（春季サンプル）と索餌回遊群（秋季サンプル）を

委託先に送付してミトコンドリアＤＮＡ分析を行なった。産卵群のうち，県東部については７月に

魚津市場で購入した30個体（魚津～新潟県市振で漁獲されたもの)，県西部については６月に氷見市

場で購入した30個体（高岡市～石川県七尾市にかけて漁獲されたもの）を使用した。索餌回遊群は１１

月にのうち，県東部については11月に魚津市場で購入した53個体，県西部については11月に氷見市場

で購入した59個体を使用した。同様のサンプリングは青森県，山形県，新潟県（下越，佐渡，上越）

でも実施されており，これらの分析結果と比較した。

【結果の概要】

（１）有標識率調査

４～12月まで，３市場で合計86,813個体の標識の確認を行なったが，１個体も見つからなかった。

（２）時期別・漁法別年齢組成

尾叉長組成から漁法別年齢組成を推定した結果，冬季の刺網以外，すべて０歳または１歳にモード

があり，７割以上を占めていた。

(3)タイ類漁獲量に占めるマダイ漁獲量の割合

いずれの時期，漁法においても漁獲されたタイ類のうち，マダイは75-100％を占めており，マダイ
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の最重要漁法である定置網では，９８％以上を占めていた。

(4)蓄養放流と再捕状況

年度内の再捕率は0.9～8.0％の範囲であった。このうち，夏季に蓄養放流した２回の試験では移

動範囲が広く，宇波地先の放流試験では七尾市から富山市までの地先で，女良地先の放流試験では七

尾市から高岡市までの地先で再捕された。これに対して，冬季に蓄養放流した２回の試験では移動

範囲が狭く，女良地先の放流試験では女良地先のみ，氷見・太田地先の放流試験でも氷見～新湊市の

地先で再捕されたにすぎなかった。いずれの放流試験においても，１月以降の再捕例は極めて少な

く，深所へ移動し越冬する時期と考えられる。標識魚の探索は次年度も継続する。

なお，１０月から蓄養のために収容を始めたマダイ若齢魚は，大量のカワハギと混獲されるため，損

傷個体や死亡個体が多く，中には眼に損傷を受けているものも多かった。これはカワハギの皮膚で擦

れたり，疎が刺さって起こるものと考えられる。失眼したマダイは蓄養しても間もなく死亡した。小

割網内の潜水観察の結果，失眼したマダイは群れから離れて泳ぎ，底の網裾に挟まってしまうことが

判明し，これが原因で死亡するものと考えられた。

(5)系群調査

産卵群については，上越群と富山西部群との間に，索餌回遊群については，山形群と他のすべての

群の間に有意なハプロタイプ組成の差が認められた。しかし，産卵群と索餌回遊群を併せて考えると，

山形の索餌回遊群に地先居つき群が混在している可能性が示唆されただけで，全体的に大きな差は認

められず，北から南にかけて連続的に遺伝子組成が変化している傾向が窺われた。このことから，日

本海北部海域にはいくつかの繁殖集団があり，遺伝的分化を達成しない程度の相互交流があると考え

られたｏ

【調査研究結果登載印刷物】

平成７年度資源管理型漁業推進総合対策事業報告書（広域回遊資源）
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xv 秋さけ資源利用配分適正化事業
若林信一

【目的】

秋さけの親魚放流追跡調査を実施し その結果を定性的 定量的に解析することにより、産卵回遊期

における回遊経路、回遊時期、回遊量等に関する資料を整備し、秋さけ資源をめぐる漁業調整及びその

利用配分の適正化に資するo

【方法】

(1) 調査地域、調査定置網及び標識魚放流地点

標識用さけの採集地域及び調査定置網は、本県の東部沿岸海域に位置する入善町横山原地区の大型

定置網を選定した。また、標識魚の放流地点は、調査定置網より北約1.000m沖合で行った。

(2) 標識放流方法及び測定項目

調査定置網で漁獲された秋さけをFRP水槽に収容し、標識魚の尾叉長、体重の測定、成熟度の判

定及ぴ、採鱗を行った後、標識(番号入りスパゲティタグ及びディスク)を装着して放流した。雌雄は

頭部及び脂鰭の形態の相異に基づき判別した。成熟度は体色から判別し、鱗による年齢査定は後日水

産試験場において行った。再捕日及び再捕時の成熟度については発見者からの聞き取りによった。

(3) 標識放流尾数

本年の標識魚の放流計画は、 10月中旬30尾、 10月下旬40尾、 11月上旬30尾の合計100尾であった。

標識放流は10月12日から11月17日まで延4回行った。 11月上旬分については、天候不順により標識放

流を実施できず、 11月中旬に放流を延期して実施した。旬別標識放流尾数は、 10月中旬41尾、 10月下

旬39尾、 11月中旬26尾で、放流尾数は当初の目標を達成した。

【結果と考察】

標識魚106尾の平均尾叉長は68.2cm、体重は3.4kgであった。年齢組成は2才魚0.9%、3才魚5.7%、

4才魚78.3%、5才魚13.2%、6才魚0.9%、不明0.9%であった。再捕尾数は41尾で、再捕率は38.7%で

あった。また、沿岸域と河川での再捕尾数と比率は、沿岸域18尾(43.9%)、河川23尾(56.1%)で、再捕

尾数の比率は河川のほうが高かった。

再捕された41尾のうち、富山県で35尾(85.4%)、新潟県で6尾(14.6%)が再捕された。新潟県では10

月中旬、 10月下旬及び11月中旬いずれの放流群でも再捕があった。このうち河川で再捕された尾数は10

月中旬に 1尾、 10月下旬に l尾で、海域での再捕は10月中旬に 1尾、 10月下旬に2尾、 11月中旬に l尾

あった。

41尾の再捕魚のうち、 29尾が放流地点付近及び標識地点から南西方向の地点で再捕された。このこと

から、本県東部海域へ来遊した秋さけには新潟県西部の河を母川とするものが含まれていたと推定され

るが、大半は放流地点より南西方向の本県由来であると推定された。

標識放流から再捕までの経過日数別の再捕尾数は、放流後5日以内に28尾(68.3%)、 6---10日に 5尾

02.2%)、11---15日に6尾(14.6%)、 16---20日に2尾(4.9%)であった。再捕魚の80.5%が放流後10日

以内に再捕された。本県東部海域へ来遊した秋さけの大半が10日以内に沿岸域または河川で捕獲された
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と考えられた。

標識魚の放流時における成熟度別割合をみると、いずれの放流群でも銀毛はみられなかった。１０月中

旬ではＡブナが22.0％を占めたが、１０月下旬と１１月中旬ではＡブナは各々 2.6％と11.5％であった。Ｂブ

ナとＣブナの比率はいずれの放流群でも比較的高く30～50％台を占めた。調査期間を通しては、Ａブナ

が12.3％、Ｂブナが40.6％、Ｃブナが47.2％であった。

再捕報告で成熟度の判明した魚について、放流日から河川内での再捕に至るまでの成熟度変化につい

てみると、Ａブナ２尾が13日間と17日間でＣブナに、Ｂブナ９尾のうち、６尾が各々 ５，１１，１１，１５，

１５，１７日後にＣブナで再捕された。残りのＢブナ３尾は各々 ２，８，８日後にＢブナのままで再捕され

た。Ｃブナについては８尾が９日以内に再捕された。河川内で再捕されるまでに要する成熟度別の平均

日数は、Ａブナが15.0日、Ｂブナが10.2日、Ｃブナが3.8日で成熟度が進行するにつれて日数は短くなっ

た。

７年度に石川県が富山県側で放流した秋さけの標識魚が、富山県の沿岸域で９尾、河川で５尾再捕さ

れた。石川県の能登半島東沿岸域まで到達したさけには富山県の河川へ回帰するものが含まれていると

考えられた。前年度に新潟県西部海域で放流された群が、富山県の沿岸域と河川で58尾が再捕されたが、

今年度は１尾も再捕はなかった。また、北海道、青森県、秋田県、山形県標識放流魚は、富山県で再捕

されなかった。

【調査結果登載印刷物】

平成７年度秋さけ資源利用配分適正化事業報告書 (平成８年３月）
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XⅥ地域特産種量産放流技術開発事業

小谷ロ正樹・藤田大介

【目的】

富山県に適したサザエ増殖技術の開発を目的とし，種苗生産および資源添加の技術を確立する。種苗

生産技術に関しては，健全なふ化幼生を確保するための親貝養成餌料および剥離時の減耗防止のための

剥離方法について検討した。中間育成技術については，昨年度に引き続き，陸上と海中の中間育成を行

い，その成長と回収率を比較した。放流技術に関しては，放流適地の探索を行った。

【方法】

平成７年度地域特産種量産放流技術開発事業報告書（巻貝類グループ）参照。

【結果の概要】

（１）養成餌料として冷凍ワカメを使用した親貝と生海藻（アオサ類，テングサ類，ホンダワラ類）を

使用した親貝について，約２ケ月間養成した時点で産卵誘発を行い，受精率および浮上幼生の割合

を比較したが顕著な差はみられなかった。しかし，生海藻区の方が反応率が高く，成熟には有効で

あったと考えられた。

（２）１２月に手作業，海水流，振動，淡水浸漬の４方法で剥離し，１ケ月後に全個体（各100個体×２）

が生残し，ほぼ同様に成長しており，剥離の影響と思われる減耗はみられなかった。

（３）多段式水槽，斜路，各種人工礁，天然礁などで100～400個単位の育成試験を実施し，回収率は多

段式水槽，成長はマクサ場人工礁がよかった。

(4)これまで期待薄だった湾東部に放流スポットが見つかった。

【調査・研究結果登載印刷物】

平成７年度地域特産種量産放流技術開発事業報告書（巻貝類グループ）平成８年３月（印刷中）
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XⅦ重要甲殻類栽培資源管理手法開発調査

浜井昌志

【目的】

クルマエビの効率的な放流技術の開発と放流後の適切な漁場管理に基づく栽培漁業を推進するために、

放流種苗及び標識クルマエビの追跡調査を行うとともに、漁獲実態調査を行う。

【方法】

平成７年度重要甲殻類栽培資源管理手法開発調査事業報告書参照

【調査結果の概要】

１．中間育成法開発調査

(1)放流追跡調査用クルマエビの育成

本年度の中間育成は、放流・追跡調査目標サイズに達する寸前まで陸上コンクリート水槽で育

成した後、囲い網を用いた約１週間の短期馴致飼育により、潜砂能力を十分備えた体長25mmある

いは35mmの追跡調査用クルマエビをそれぞれ100,000尾生産することを目標とした。

平成７年５月28日から富山県栽培漁業センターで種苗生産した異なるサイズのクルマエビを高

岡市太田地先での囲い網(底面積約312㎡)により平成７年７月26日から８日間、及び平成７年８

月30日から８日間、中間育成したところ、その期間中に波浪の影響をほとんど受けることなく、

平成７年８月２日に90,000尾(体長22.8±4.1mm)(以下「251m､サイズ」と言う）、平成７年９月６日

に86,000尾(体長368±4.41m､)(以下「35mmサイズ」と言う）を生産することができた。

日間成長量は、２５mmサイズで約0.8mm／日、３５mmサイズで約0.3mm／日であった。

なお、囲い網設置時に網内より駆除した魚類などのうち、クルマエビの主な食害種と考えられ

るヒラメ、クロダイは例年に比べ少数であった。

(2)健苗‘性調査

クルマエビの成長と歩脚障害の関係は、３５ｍサイズは25mmサイズに比べ脱皮間隔が長いためか、

成長及び歩脚障害の回復が遅れた。すなわち、育成８日目までに、２５mmサイズでは歩脚障害率約

１０％とほぼ完全に回復させることができたが、３５mmサイズでは歩脚障害率約50％と完全に回復さ

せることができなかった。

また、潜砂能力については、２５ｍサイズでは、中間育成の経過とともに歩脚障害の回復に伴っ

て、潜砂能力は向上し、歩脚障害がほぼ完全に回復した育成７日目以降には、３０秒以内の潜砂率

は約90％に達した。一方、３５mmサイズでは、３０秒以内の潜砂率は囲い網収容前日に既に約60％に

達しており、２５mmサイズのような歩脚障害の回復に伴って潜砂能力が向上する傾向は小さかった。

このように体長30mmを越えれば、歩脚障害を有していても、潜砂する可能性が示唆された。

以上のことから、２５nm及び35mmサイズは、共に、放流前日の育成８日目には30秒以内の潜砂率

は約90％に達しており、放流時には十分な潜砂能力を有していたものと考えられる。
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2．放流追跡調査

（１）放流初期の追跡調査

平成４～６年度の追跡調査と異なる点は、サイズの異なるクルマエビを同じ場所で、異なる時

期に、同程度の尾数を放流し、追跡調査を実施したことである。

その結果、２５１m､サイズ放流群では放流後15日目まで採捕され、採捕総尾数は202尾、３５mmサイ

ズ放流群では放流後７日目まで採捕され、採捕総尾数は255尾で、３５ｍサイズ放流群の方が採捕

できた日数は短く、採捕尾数は多かった。また、３５mmサイズ放流群の方が放流地点からの移動が

早く、沖側への移動(放流後７日目)を確認した。

なお、放流後のクルマエビの日間成長量は、２５mmサイズ放流群で約1.4mm／日、３５ｍサイズ放

流群で約0.7mm／日であった。

放流後のクルマエビの被捕食状況を投網などで調査した結果、クルマエビ18尾が、ウグイ、フ

グ類、ヒラメ、コチ類、クロダイ及びアイナメに捕食されていることを確認した。

（２）標識放流による追跡調査

平成６年12月15日に700尾のリボンタグ(緑色)標識クルマエビ(体長13.4±0.4cm)を高岡市太田

地先で放流し、平成８年３月末までに49尾(採捕率７％)採捕され、その場所はほとんどが放流地

先の水深約10～30ｍで、採捕漁具は刺網であった。再捕時の体長は平成７年６～７月で15～17cm、

８～９月で16～18cm、１１月で23cmであった。

平成７年10月13日にリポンタグ(水色)標識を施したクルマエビ2,622尾(体長8.2±1.1cm)を氷見

市北大町地先の地曳網漁場へ放流し、平成８年３月末までに放流地先の水深約７ｍ以浅で操業し

ている地曳網で25尾、放流地点から約２km離れた水深約10～20ｍで操業している刺網で1尾採捕

された。再捕時の体長は、平成７年１０月で８～10cm、１２月で12～14cmであった。

3．漁獲実態・生態調査

平成７年度は、５月ころから刺網の漁獲主体となる群(昨年発生と考えられる群)と９月に地曳網に

小型サイズ(体長10cm前後)で漁獲され始め、１０月から刺網の漁獲主体となる群（当年発生と考えられ

る群)の２つの群が認められた。

このような傾向は平成６年度にも認められているが、平成６年度のように９月に氷見地区の地曳網

で体長10cm前後のクルマエビが大量に漁獲される傾向は認められなかった。

【調査・研究結果登載印刷物等】

平成７年度重要甲殻類栽培資源管理手法開発調査事業報告書，1996年３月，水産庁
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XI 海域生物環境調査

藤田大介

【目的】

沿岸浅海域における藻場の最新の分布状況及び前回(平成2年度)以降の衰退状況を把握する。

また，代表的なレキ浜，岩浜及び砂浜における潮間帯の生物相を調べる。

【方法】

1 .藻場調査

平成6年発行(県水産漁港課)の富山海域漁業環境マップを複写した紙に，水深10m以浅の藻場を

写し，その紙片を切り抜き重量を測定して面積を求めた。水深については，用いたマップの等深線を

そのまま用いたが，藻場については記載漏れの藻場も多いため，昭和57年，平成2年及び3年に撮影

された航空写真を再確認した。植生の粗密及び優占種は平成5-7年に実施したスキューパ潜水によ

る現地調査の成果も踏まえてまとめた。

2.海辺調査

砂浜海岸，岩石海岸，転石海岸を代表的調査地点として，富山市浜黒崎，氷見市宇波，魚津市青島

を選定し，それぞれ6月と10月に 1回ずつ，潮上帯，高潮帯，中潮帯及び低潮帯の4地点で海藻及び

底生動物の採集を行い 海藻については被度 動物については個体数と重量を測定した。

【結果の概要】

1 .藻場調査

朝日町宮崎では県東部随一の岩礁地帯が発達しており，点在する離れ岩を中心に，アカモク，ワカ

メ，クロメなどがそれぞれ群落を形成しているo このうち，クロメ(水深30m付近までの深所に生育)

だけが多年生で，ワカメやアカモク(概ね13m以浅)は冬から初夏にかけてのみ林冠を形成するo こ

の海域では，ワカメとモズク類(イシモズクとクロモ)の漁獲量が減少し続けているo 離れ岩周辺の

クロメ群落と宮崎漁港東側のイシモズク漁場では泥を被っており 後者では雑藻(ケヤリ)の侵入が

認められた。

入善町のうち，横山と春日では現地調査ができなかったが，田中と木根の地先はいずれも小型海藻

群落で，特に木根はキタムラサキウニが優占する磯焼け状の地帯が大半を占めていた。前回初めて確

認された黒部市沿岸の藻場のうち，生地では護岸工事の影響を受けてマクサ群落が衰退していたほか，

荒俣(黒部川河口)では一部が転石ごと砂に埋没していた。

魚津市から滑川市にかけての転石地帯では浅所にアナアオサ，ペニスナゴ，深所にマクサ，ヘラヤ

ハズ，ホソユカリ，アヤニシキなどが混在して水深10m前後まで海中草原を成しているが，ワカメと

アカモクを除けば，大形褐藻類は少ない。沖合には無節サンゴモ群落が点在しており，ここでは一般

海藻がほとんど生えていない。なお 魚津市青島では砂が転石を覆い続ける傾向にあり，この砂は粘

りけがあり，固まっていた。これは，群体を形成する珪藻の 1種が砂粒をつなぎとめることによって

起こることがわかった。

高岡市と氷見市沿岸ではガラモ場が発達している。このうち，高岡市沿岸では，浅所にマクサ.深
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所にホンダワラ類が見られ，特に後者は，点在する離れ岩の周辺だけではなく，水深12ｍ前後までの

転石地帯に広く分布することが判明した。氷見市沿岸，特に，阿尾から石川県境にかけてのガラモ場

とアマモ場は湾内最大の藻場で，全体の40％以上に及んでいる。この海域では，概ね水深10ｍ以浅の

転石地帯でノコギリモク，ヤツマタモクなど十数種のモク類が海中林を形成しており，その周囲には

マクサ，クロメ，ツルアラメの群落が点在する。このほか，水深12ｍくらいまでの砂地ではアマモ，

コアマモ及びウミヒルモがアマモ場を形成していることが多く，今回，これまでの調査から推定した

範囲を遥かに上回る広い範囲を占めていることが判明した。氷見市沿岸の藻場のうち，栄町地先の藻

場では泥の堆積が著しかった。

２．海辺調査

（氷見市宇波）底生動物は，潮上帯と高潮帯ではハマダンゴムシ，ハマトビムシ及び紐形動物，中

潮帯以深では巻貝類，ゴカイ類，ワレカラ類などが多かった。海藻は中潮帯以深に認められ，ガラモ

場を形成し，有節サンゴモ，そのほかの小型紅藻類が下草として生育していた。６月と１０月ではホ

ンダワラ類の優占種が若干変化した。

（富山市浜黒崎）６月も10月も，海藻は全く生育しておらず，底生動物も，潮上帯と高潮帯に

ハマダンゴムシ，ハマトビムシ，スナホリムシが若干生息していただけで，極めて貧弱な生物相を呈

していた。

（魚津市青島）６月には，潮上帯にはハマトビムシとヨコエビ，高潮帯～低潮帯には，これらに

加えて巻貝，ミミズハゼ，ワレカラなどが認められた。高潮帯にはアオノリ類，中潮帯にはアオノリ

類，カヤモノリなど，低潮帯にはアナアオサ，キョウノヒモ，ベニスナゴ，オキツノリなどの被度が

高かった。なお，中潮帯のアオノリ群落の中にはユスリカの幼虫が特徴的に認められた。低潮帯には

巻貝，二枚貝，カニなどが認められた。１０月には，６月の調査で潮上帯だったところが冠水して高潮

帯～低潮帯と同様の生物相となり，巻貝，ミミズハゼなどが認められた。低潮帯には二枚貝が多く，

カニなども認められた。海藻については，高潮帯から中潮帯にかけて生えていた種類が消失し，低潮

帯ではキョウノヒモ，ムカデノリ，オキツノリ，ツノマタなどの被度が高くなった。いずれの時期も

小型海藻だけが優占し，海中には流れ藻となって浮遊している個体も多かった。

【調査結果の報告】

藤田大介・湯口能生夫：富山県朝日町宮崎沿岸の海藻富山県水試研報６:1-15（1995）．

藤田大介：黒部市生地沿岸の海藻，サザエ及びキタムラサキウニ富山県水試研報８:11-20（1996)．

藤田大介・岡本勇次・真山茂樹：魚津市沿岸のレキ地帯の堆積砂で見つかった珪藻の１種（短報)．

富山県水試研報：８:25-28（1996)．

藤田大介：富山湾沿岸における藻場の分布と最近の異常現象平成７年度富山県水産試験場研究

発表会資料．９－１２（1996)．

このほか，自然保護課を通じて環境庁自然保護局に報告書を提出した。
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Ⅷ海洋‘情報システム推進調査研究

原田恭行

【目的】

気象衛星「ひまわり」からリアルタイムに得られる日本近海の雲の動き、及び海洋気象衛星「ノア」

からリアルタイムに得られる海表面水温水平分布を画像データとして収集し、日本近海及び富山湾の漁

海況予測のための基礎資料を整備する。

【方法】

気象衛星「ひまわり」および、海洋気象衛星「ノア」を毎日受信する。

【収集結果】

１気象衛星「ひまわり」

平成７年４月１日から平成８年３月31日まで毎日受信、収集した。

２海洋気象衛星「ノア」

平成７年４月１日から平成８年３月31日まで毎日受信し、比較的雲の少ない画像を随時収集した。

【調査結果登載印刷物等】

な し
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ＸＸ漁業指導調査船代船建造調査

高松賢二郎

【目的】

漁業指導調査船立山丸は建造後15年が経過し、調査機器類の旧式化、船体部・機関部の老朽化等によ

り調査指導機能が低下していることから、時代の要請に対応できない状況にあり、立山丸代船の建造が

急務となった。そこで、水産試験場の調査研究とそれを推進するための調査船の役割と機能について整

理するとともに、代船建造の基本資料とするため、代船の規模・能力・調査機能の検討及び調査船の人

員配置と運航体制等を検討することを目的とした。

【方法】

（１）立山丸代船の建造に向けて、部内関係職員等による「立山丸代船建造検討会」（座長：水産試験場

長）を組織して５回の検討会を開催し、立山丸の能力と調査機能の把握と問題点の摘出を図るととも

に、代船建造に係る漁業団体等に対するアンケート調査結果、全国の水試調査船の建造状況等の調査

結果を踏まえ、代船建造の必要性、代船の規模・能力・調査機能等の検討を行った。

(2)㈹マリノフオーラム21に「調査船機能システム化・省力化調査研究」業務を委託し、その結果を踏

まえて、代船の人員配置、運航体制の合理化の検討を行った。

【調査結果の概要】

１調査船の役割と求められる機能

(1)水産業振興プランと試験研究推進における調査船の役割

富山湾の海域特性を活用した資源管理型漁業・深層資源有効利用漁業の推進、沖合漁業対策の推

進などを掲げた水産業振興プランを推進するためには、その技術的支援として資源管理型漁業定着

支援技術ならびに効率的な栽培漁業技術の確立が重要な研究課題となっている。これらの研究課題

は、海洋観測調査、資源生態調査、漁場調査、漁場環境調査等の分野に及び、調査船でなければ遂

行できない多岐にわたる内容となっている。さらに、国連海洋法条約の批准により、漁業資源調査

の充実と迅速化、栽培漁業実用化調査研究で開発された技術の漁場定着化の推進、ダム排砂等によ

る海洋環境・漁業資源に及ぼす影響の実態把握など新たな対応も迫られているなど、調査船の役割

はますます重要になっているため、調査船の能力の強化と調査機能の拡充が強く望まれている。

(2)調査内容とそれに伴う調査船の機能の検討

ア海洋観測調査

過去40年間、歴代調査船によって蓄積された富山湾の水温、塩分をはじめとする各種の観測デー

タは、漁況海況予報研究のためばかりでなく、海洋深層水調査研究、地球温暖化現象の把握にも

貴重な資料となっている。海洋観測調査は現在の調査規模を維持しつつ、さらに調査水深の拡大、

調査項目の充実をはかり継続ていく必要がある。民間調査船での周年又は一時的な調査委託は機

能、設備あるいは経費の面で困難であり、引き続き調査船による調査が必要である。
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イスルメイカ漁場調査

調査船による漁獲調査や漁況予報等により、県内漁業者を沖合漁業へ誘導してきた経緯から、

今後とも業界と水試・行政が一体となった県の漁業振興策として漁場形成情報の提供のほかに、

スルメイカの資源生態研究も継続していく必要がある。これらの調査研究は、沖合域の調査能力、

海洋観測能力、情報交換通信能力などから、調査船で実施しなければならないが、県内漁業者が

出漁海域において他県漁業者との競争に勝つためには、より迅速かつ的確な漁場情報を提供でき

る調査能力の充実・強化が必要となっている。

ウホタルイカ分布調査

ホタルイカの生活史、来遊機構、漁獲変動のメカニズムなどの解明は富山県にとって重要な研

究課題である。その幼生を採集するためには、大型の中層トロール網を必要とし、この規模の漁

具を曳網できる漁船は県内にないため、引き続き調査船で調査を行わなければならない。

エベニズワイ資源生物学的調査

ベニズワイのかごなわによる試験操業は、ベニズワイの資源生物学的調査研究のほかに、小型

カニ保護のための選択漁具の改良試験等のため今後も継続する必要がある。さらに、深層水利用

により開発される冷水性魚介類の増殖技術実用化に移す際には、それらの資源増大調査に取り組

むための深海調査機能の充実が必要である。

オその他

富山湾の海域特性を活用した資源管理型漁業・深海資源有効利用漁業の推進のためにベニズワ

イのほかパイ類，ズワイガニ等の大陸棚～深海漁場資源造成のための深海生物資源増殖調査研究，

省資源，省エネルギー漁法の技術開発のための次世代漁具漁法開発研究，漁獲物の高付加価値を

図るための船上前処理技術開発，さらに環日本海沿岸諸国と共同した水産資源の合理的利用と管

理も視野に入れた水産技術交流など２１世紀の漁業技術開発に備えた機能強化が必要となっている。

２代船建造の必要性

水試調査船は,水産業振興プラン及び試験研究の推進並びに国連海洋法条約の批准による新海洋秩

序に対応するためにますます重要な役割を担うこととなっており,そのために調査船の能力と調査機

能の拡充が必要となっている。

しかしながら,現調査船「立山丸」は運輸省の定期検査（平成７年10月）に合格したものの、甲板

部、機関部等に老朽化による損傷が著しく、検査の際に補修を指摘された個所が多くあるなど、耐用

年数を迎えている。また、次回の中間検査（平成９年11月）および定期検査（平成11年11月）におい

て、船舶運航の安全性を確保するための大がかりな補修工事を行うよりも、代船を建造する方が経費

の節減につながることも指摘されている。代船においては、船舶安全法等の船舶関連法令に基づく安

全基準を満たすことはもとより、船員法に基づく航海当直並びに船内巡視制度の実施による走航中の

安全性の確保のために、最低３名の当直者の配置が不可欠である。また、併せて船内業務の安全性の

向上と船内労働環境の改善も必要となっている。

３代船建造の基本的な考え方

（１）代船の規模の検討
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調査海域の海象条件に対する耐航性と居住区の改善などから代船の大型化の要望があるが、係留

港をこれまでどおり水試に隣接して好条件の滑川漁港とすると、係留岸壁の条件等に制約があるこ

とから、代船の規模は150トン級が限界であるo そのため、調査船の試験操業調査による漁獲物保

管能力は必要最小限の調査試料保管能力に留め、調査機能を重視した作業スペースと船内実験機能

及び居住区の改善にシフトする必要があるo

(2) 代船の能力の検討

代船の主機関は中層トロール網を安全に曳網するためには約1500馬力が必要であり、環日本海域

の連続調査、緊急避難、緊急救援活動の対応も可能にしておく必要があることから、最大連続航海

日数は20日間、航続距離は3700海里以上の能力を必要する。漁業を巡る国際情勢から、近海区域、

乙区域、 A3区域を航海できる環日本海諸国に寄港可能な国際航海に従事する第3種漁船の資格が

必要である。

(3) 代船の調査機能の検討

資源管理型漁業の定着、深層資源の栽培漁業化等の調査研究に従事するため、海洋観測調査機能、

生物採集調査機能、資源生態調査機能、船内実験機能を充実強化する必要がある。海洋観測調査機

能では、水温・塩分自動迅速観測装置、プランクトン採集装置を備えるほか、深層水観測機能、流

向流速計、クロロフィル測定装置、濁度及び海底地質の連続自動測定装置、調査観測データ収録・

解析装置などを装備する必要がある o 生物採集調査機能では、省力化した中層トロール網、自動イ

カ釣り機、カニかごなわ装置、資源生態調査機能では、深海生物の水中生態観察装置、魚群計量測

定探知機を装備し、さらに船内実験研究室を設けて調査機能を強化する必要がある o

(4) 代船の人員配置、運航体制の合理化の検討

側マリノフォーラム21による調査船機能システム化・省力化調査研究により、代船の人員配置、

運航体制の合理化を検討した結果、揚網式中層トロールウインチによる作業の省力化、海洋観測自

動化機器の機能的配置による作業の省力化、機関区域半無人化システムによる機関運転監視の自動

化・省力化、操船自動化システムによる操縦の省力化及びGMDSS無線設備の搭載により通信長

の職と船長等の職のうち 1の職を兼れる船舶職員として乗り組むことが可能となり、現在実施して

いる調査作業が省力化され、乗組員13名の人員配置が可能となる o

運航体制では、昼夜連続調査が必要な海洋観測・漁場生産力調査、スルメイカ漁場調査では、現

行の 1班7名から 6名の2当直体制で、 1当直6時間勤務の4交替の運航体制が可能となるo 総括

責任者である船長は、司厨担当甲板員が司厨業務に従事する時や緊急時に当直に入る運航体制をと

る。

なお、航海当直中は、操舵者・見張り者・機関監視者の3名の当直者の人員配置により、安全を

確保するo

4 代船建造基本計画

(1) 目的

富山県の漁業は、沿岸・沖合海域の漁業資源に依存しているが、 200海里体制の定着・強化、国

連海洋法の発効等により、漁業経済水域内の資源水準の予測・評価、適正な管理措置が必要となる

とともに、積極的に富山湾のっくり育てる漁業を推進していくことも重要な課題となっている。こ
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のような情勢の中で、調査船は沿岸・沖合海域の水産資源の把握、海洋観測、漁場探索等のほかに、

富山湾の海域特性を最大限に活用した資源管理型漁業の技術開発及び深海資源有効利用型漁業の技

術開発等にも重要な任務を担うばかりでなく、将来的には、環日本海沿岸諸国と共同した水産資源

の合理的利用と管理も視野に入れた水産技術交流等にも考慮しなければならない。

建造15年を経過した現調査船「立山丸」は、調査機器の旧式化、船体部、機関部の老朽化等によ

り年々調査機能が低下し、時代の要請に対応できない状況にあり、水産業振興プランや試験研究を

推進するための高度な調査機能を装備した調査船を建造する。

(2)調査船の規模・能力

滑川漁港の係留条件を満たす150トン級の船体に、主機関約1300～1500馬力、航海速度約12～１３

ノット、最大搭載人員19名（乗組員13名、調査員６名）が最大20日間の航海が可能な居住区、甲板

作業スペース、船内実験機能を装備し、近海区域、乙区域、Ａ３海域を航海できる第３種漁船とす

る。

(3)調査船の調査機能等の特徴

ア水深3000ｍまでの海洋深層水に係る調査能力の装備(現立山丸は1500ｍ）

イベニズワイ、トヤマエビ等深海生物の生態調査能力の充実

ウベニズワイかごなわ、イカつり等各種操業試験の省力化、各種データ収録や航海能力をアップ

した｢動く洋上実験調査機能｣の装備

エ海底地震観測など海洋科学観測に対応しうる多機能科学調査能力の具備

(4)調査機能と主な装備

ア海洋観測調査機能

ＣＴＤ観測システム、流向流速計、クロロフィル測定装置、濁度測定装置、

海洋データ処理研究室、試料処理実験室

イホタルイカ幼生採集調査機能

楊網式トロールウインチ、デッキクレーン、トロールウインチ制御装置

ウ深海生物採集調査機能

ベニズワイかごなわ装置、海底地形地質解析装置

エスルメイカ漁場調査機能

自動イカ釣機、パラシュートアンカー巻取り装置

オ資源生態調査機能

水中テレビカメラ装置、計量魚群探知機

力操船、機関運転、無線通信機能

操船自動システム装置、自動衝突予防援助装置付きレーダー、機関区域半無人化装置、

ＧＭＤＳＳ無線通信装置、塵介焼却炉、汚水処理装置、造水機

平成９年度に

５代船建造スケジュール案

平成８年10月末までに建造実施設計業務を完了し、平成９～10年度の継続費により、

は建造工事に着手し、平成10年度に就航させる建造スケジュールで進めることが望ま’平成10年度に就航させる建造スケジュールで進めることが望ましいと考えられ
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る。

【調査結果登載印刷物等】

立山丸代船建造検討会報告書

平成７年度富山県委託事業

社団法人マリノフォーラム2１

平成８年３月立山丸代船建造検討会

調査船機能システム化・省力化調査研究報告書平成８年２月
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【平成7年度職員・予算等の概要】

1 職員の現員数 (平成8年3月31日現在)

場 次長 課 次長
副 副 主 主 研 技

術技員
主 嘱

主 任 任，戸旬、

事船 幹 業
区 分 主 研 究

... 園、
託 計務 研

板員甲
務

取 究 究 技

長 長
扱長
員 幹 員 任 員 師

、、--
師 員、』〆 、-

総 務 課 5 

漁業資源課 3 5 

栽培・深層水課 2 3 7 

内水面課 2 4 

立 山 丸 3 3 7 14 

はやっ き 2 3 

計 1 3 2 2 3 8 6 3 7 38 

2 職員の配置 (平成8年3月31日現在)

課 名 職 名 氏 名 備 考

場 長 松里寿彦

次 長 奈倉 昇

総 務 諜 総務課長 遠藤 浩

主 任 石坂敬子

主任業務技師 小坂 明

漁業資源課 課 長 高松賢二郎

主任研究員 林 清志

。 武野泰之

~ 内山 勇

研 究 員 原因恭行

立 山 丸 副 主 幹 布村定也 船長事務取扱

。 中島信行

~ 大坪裕之

~ 演本八次郎

王 任 西浦 正

~ 石浦光英

。 浜住洋一

技 師 森田 満

。 島倉清弘

~ 山本三千男
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３平成７年度決算

－２１７－

事 業名 決算額 備考

水産試験場費

漁業指導調査船経常費

漁況海況予報事業費

沿岸漁況観測事業費

沖合漁場開発調査費

富山湾固有種生態調査研究費

200カイリ水域内漁業資源調査委託事業費

栽培漁業調査船経常費

栽培漁業開発試験費

富山湾漁場環境調査費

魚病対策費

深層水有効利用研究費

内水面増殖調査研究費

新技術開発研究費

10,012千円

46,592

1,424

1,968

4,478

5,397

15,956

7,864

6,969

５３４

2,140

29,061

36,450

1,880

計 170,725

立山丸 技師

〃
″
〃

市
樹
真
樹

裕
直
文

口
島
縁
谷

関
西
高
金

栽培・深層水課

Iまやつき

課長

副主幹研究員

〃

主任研究員

″
〃

研究員

副主幹

主任

〃

奈倉昇

堀田和夫

岡本勇次

小谷口正樹

藤田大介

大津順

浜井昌志

田中孝世

西浦富幸

日又伸夫

次長事務取扱

船長事務取扱

内水面課 課長

主任研究員

〃

研究員

宮崎統五

若林信一

田子泰彦

辻本良



科学技術等振興会議費

水産深層水研究費

水資源総合対策調査費

客員研究員招へい費

公共用水域水質測定調査費

先端技術研究開発費

漁場水質保全対策費

栽培漁業振興対策事業費

資源管理型漁業総合推進費

秋さけ漁業調整対策事業費

薬事研究所費

人事管理費

財産管理費

環境保全基礎調査費

計

合 計

－２１８－

114

184

709

744

1,199

2,678

4,730

2,147

16,139

1,163

１５０

4,171

1,191

900

36,219

206,944
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４調査船の運航実績
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(1)立山丸

平成７年度立山丸運航実績表

２

１１１２１３１４１５１６１７１８１９２０
＜ ：

２１２２２３２４２５２６２７２８２９３０
く房く二

弼職理200カイリ(卵・生産力）

１２３４
←

200カイリ

５６７８９
＞

(ﾘ１１．生産力）

Ⅱ０

４
４ 1０ ２ ２ 鵬スルメイカ漁期前刷盗

071
２

１１１２１３１４１５１６１７１８
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１９２０２１２２２３２４２５２６２７２８２９３０３１
＜－＞＜－＞

資源管理槻iMI(生産力）

１２３４５６７８９１０
■
。
●

８ ９ ２ 1２スルメイカ初漁期澗在

入渠

’３１４１５１６１７１８１９２０２１２２
＞＜一＞

資i原管理生産力・(ネット）

２３２４２５２６２７２８２９
＜ 号

１２３ ４５６７８９１０
← ＞

スルメイカ盛漁』明調査(１）

1１１２ 剛
筏
０ 【

■
包
口 ３７

囲
産 1９スルメイカ魚群調査

１２３４５６７８９１０１１１２１３１４１５１６１７１８１９２０２１２２２３２４２５２６２７２８２９３０３１
＜ 房÷＞←－＞ミニ

観測(生藤力）資源管理スルメイカ盛漁期澗杢(Ⅱ）生産J(ﾄﾛｰﾙ）
７

５ ３ § 1５

５６７８９１０１１１２１３１４１５１６１７１８１９２０２１２２２３２４２５２６２７２８２９３０３１１２３４
＞

i6観(県・生産力）
181

７

一

街ilii管理 生産万雨と〃雨罰ｉ
＞

２ ２ ９ § ！ 邪函
］
記

スルメイカ盛漁期調査(Ⅲ）

４５６７８９１０１１１２１３１４１５１６１７１８１９２０２１２２２３２４２５２６２７２８２９３０
＜ －＞＜要<＞

ｆｆ源替理ホタルイカ(ﾄﾛｰﾙ）漁海況(地漉計）

1２１３４

（
０
Ｖ

４ ５

3７

11

２

123456789101112131415161718192021222324｡＝ 客

2６２７２８２９３０３１ (171
２

７８９１０１１１２１３１４
＜－＞

沿観(県）

1０
完成検査定期検査入渠工駆 出渠

２０２１２２２３２４２５２６２７２８２９３０３１
＜－＞＜一＞

資i隙管理沿槻(ﾘ『↓）

７８

９１０１１１２１３１４１５１６１７１８１９２０２１２２２３２４
＜一＞ご＞＜一＞

出し平採泥生産力(トロール）海底地震計(回収）

2５２６２７２８２９
－

師１２ ３４５６７
皇菱

8１ 他
３

1１
§

§

1３盗源符理観測(生産力）

’２３４５６７８９１０１１１２１３１４１５１６１７１８蚕幽L21⑳232425262728293031ざ＞く妾

沿iijl(県・生産力）ホタルイカ(ﾄﾛｰﾙ）資源管理無線定期検在
1２

２ ； １

４

1０

Z

１５１６１７１８１９
＜＞

生薩力(ﾄﾛーﾙ）

§

１２３４５６
１

４ § ２

－

』

■

Ｐ

．

■

”

１ ２３４５６７８９１０１１１２ '３１４１５１６１７１８１９２０２１２２２３２４２５２６２７２８２９
＜－＞<＞＜－＞

ホタルイカ(トロール）生雌力(トロール）盗源播理
’

２

§ ２

８

２３４５６７８９１０１１１２１３１４１５１６１７１８１９２０２１２２２３２４２５２６２７２８２９３０３１
＜ －＞÷＞ く＞

漁海i兄 生産力(トロール） 盗源管理

Ｉ

２

(17）
144４

７

海運局定期検査工耶（10／2～10／20)，無線定期検恋工聯（１２／'1～12／22)，海上無線指定諦習（浜住9／24～10／6）

移行誰習（浜住1／9)，海上無線国家試験（石浦10／12)，海技大学校（乗船修学，浜住9／l～1／19)，座学研修（浜住1／21～3／23）

竜宮まつりライトアツプ（5／27)，船舶職員研修（2／9)，澗査船爽務粁会議（浜本，関口）（3／4）
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